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　レジス・オーリックは軍人にもかかわらず剣も乗馬も苦手で、いつも本ばかり読んでいる青年だった。

　左さ遷せんされた北の辺へん境きようで出会った赤せき髪はつ紅こう瞳どうの少女は、ベルガリア帝国第四皇女マリー・カトル・アルジェンティーナ・ドゥ・ベルガリア。愛あい称しようをアルティーナといった。

　彼女は平民出身の母親を持つがゆえに宮廷で疎うとんじられ、まだ十四歳で皇女にもかかわらず最前線の司令官に任命されてしまう。しかし、その境きよう遇ぐうを嘆なげくことなく、むしろ圧政に苦しむ民衆のために、ベルガリア帝国を変えようと立ちあがる。

「あたしは皇帝になる。あなたの叡えい智ちが必要なの」

　彼女は英雄ジェロームと決闘し、その実力を示した。レジスは自信を持てないままではあったが……アルティーナの軍師になることを約束するのだった。

　レジスは過去に本で読んだ策を用いて、砦とりでに攻めてきた蛮ばん族ぞくを逆に味方につけ、難なん攻こう不ふ落らくのヴォルクス要よう塞さいを陥かん落らくせしめ、辺境連隊の評価と戦力を高めていく。

　四月、建国記念祭に呼ばれ、アルティーナは宮殿ル・ブラヌへと帰き還かんする。

　レジスは知略を尽くし、第二皇子ラトレイユの策さく謀ぼうを退け、妹フェリシア扮する第一皇子オーギュストを継けい承しよう権けん放棄へと追いこむ。アルティーナを有力な継承権候補者へと押し上げるのだった。




　帝国歴八五一年四月二十三日──

　ベルガリア帝国は、ハイブリタニア王国から宣戦布告を受ける。

　西方の港は苛か烈れつな砲撃を受けて陥落し、上陸した敵第一師団により、帝国第二軍は撃破されてしまった。

　ラフレンジュ丘きゆう陵りようの会戦にて、帝国第七軍は古典的な密集陣形にて突撃するが、ハイブリタニア軍の小銃と大砲により壊滅的な被害を受けてしまう。

　一方、第二皇子ラトレイユは傭よう兵へい王おうギルベルトの奇襲を受けて、目を患わずらってしまう。いずれは光を失うと診断を受けるのだった。

　レジスは敵の補給線である海路を断つべく、西の海へ──提てい督とく代だい理りとして指揮を執とり、どうにかハイブリタニア王国《女王の艦隊クイーン・ネービー》を打ち破る。

　さらに、傭兵王ギルベルト率いる《吊られた狐ルナルパンドウ》により護衛された、敵補給部隊を追撃するのだった。

　場所は西ラフレンジュ丘陵──レジスは〝湖の水を撒まくことで霧を発生させる〟という大規模な策で、敵軍の新式小銃や大砲を無力化する。傭兵王に本陣を奇襲されてしまうものの、改修された《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》を手にしたアルティーナのおかげで勝利する。

　ベルガリア帝国はハイブリタニア王国軍の侵攻をからくも退けたのだった。

　だが、そんな国家存亡の危機にもかかわらず享楽にふける皇帝──その姿を目にして、第二皇子ラトレイユは激げき昂こうし、宝剣《帝意破軍ノ弐アルメヴイツフア・ヴオロンテ》を振り下ろした。

　皇帝の死は偽ぎ装そうされ、老衰によるものと発表された。さらに、第六皇妃は後追い自殺と報じられる。

　戦時中であるため、ラトレイユにより略式の国葬がなされた。

　疑念を感じたレジスは、昇進の手続きで軍務省に呼び出されたこともあって、アルティーナの第四軍を離れて帝都へ向かうことにする。

「……手紙を書くよ」

「あ、あたしも！　苦手だけど、がんばる！　毎日、出すから！」

　お目付役のファンリィーヌを伴って帝都に戻ったレジスは、久々に書店を訪れて我を見失ったりしつつも情報収集に勤いそしむ。

　その頃、第三皇子バスティアンは傭兵王の妹たちと、偶然の……あるいは星の導きによる出会いを果たしたのだった。












　謹きん啓けい

　帝国歴八五一年七月一日、晴れ。

　現在、私が出向している帝国第一軍は、帝都から北に五○Liリユーのモルドル市に駐留しております。

　山からの川と風により、製紙や製鉄の盛んな街です。大規模なブドウ畑もあり、モルドーワインの産地として有名です。

　すでに報告は受けておられるかと思いますが、ハイブリタニア王国とゲルマニア連邦ランゴバルト王国、その両軍により占領されてしまったグレボヴァール城じよう塞さい都市を取り返すための遠征途上であります。

　目標となる街は、山をひとつ越えた先にあり、明日には戦地でしょう。

　帝国第一軍の兵数は二万ほどで、騎兵三○○○と砲兵三○○○と歩兵一四○○○となっており、やや歩兵が多いようです。

　理由としては、大半が元第三軍の兵士だからであります。

　先日のボネイル要よう塞さいの防衛戦にて、第三軍司令ビュスロウ中将が殉じゆん職しよくされ、太陽騎士団も壊かい滅めつしました。指揮機能を失ったため部隊は解体され、第一軍麾き下かとなったのです。

　騎兵の数が乏しいですが、今回は拠点攻略戦なので問題にはならないでしょう。

　その他に、今回は工作隊を増員しています。臨時徴ちよう集しゆうにより多くの工作兵が短期間で用意できるのだから、やはり帝都周辺は人口が多く、よく統制されていると思います。

　工作隊の目的については後述します。

　帝国第一軍について特筆すべきことは、従軍の料理人がとても多いことであります。これほど多いとは、どんな文ぶん献けんにもありませんでした。食材も潤じゆん沢たくです。目的地が帝都から離れていない場所であるのと、敵軍が籠ろう城じようしたときを想定しての準備だとは思いますが、当部隊も見習いたいと──




「……うーん……これ、報告書だな」

　レジスは便びん箋せんを眺めて、『謹啓』のところに二重線を引いて、『報告』と書き足した。

　これはこれで、ひとつの仕事としよう。

　おそらく、アルティーナの欲しがっている手紙というのは、部下から上司への報告書ではなく、もっと友人同士のような親しみのあるものだと思われた。

　いつも話すみたいな内容を心がけて書いてみよう。




　拝啓

　アルティーナ、元気かい？　僕は元気だよ。

　先日、キャロルさんの書店で、とある本を買ったんだ。

　学校の座学は苦手だけれど思いやりのある主人公が、教室の仲間と助け合う物語でね。とても大勢の読者に愛されたシリーズの最終巻で、それは感動的だった。八年も続いたシリーズだから僕が十二歳の頃から読んでることになるね。

　とくに素晴らしかったのは──




　しばらく書いてから、レジスは手を止めた。

「……うーん……これは、本についての雑談だな。というか、感想だな」

　本のことに触れると止まらなくなる。

　やめておこう。

　際限なく書いて、他のことをする時間がなくなってしまいそうだ。具体的には、他の本が読めなくなってしまう。

　そういえば、過去の偉人が書いた手紙も、たくさん目にしたことがあった。

「……皇帝ビセンテが女性に送った手紙があったな。彼は詩人としても評価が高かったし、あれを参考にしてみるか」

　別の紙に書きはじめる。




　やあ、最愛なるアルティーナ。

　君が健すこやかであるなら、世界は薔ば薇ら色いろだね。

　手紙と一緒に、僕の大切なものは届いただろうか？　なにを送ったかって？

　愛だよ。




　レジスは頭を抱えてつっぷした。

「……これは……違うな」

　そういえば、友人への手紙なんて、しばらく書いた覚えがなかった。

　報告書や申請書は、まさに山のごとく作ってきたが。

「うーん……仕方ないな。夜に書くとしよう」

　会議の時間だ。

　レジスはペンを置くと、与えられた部屋を出る。




　使い慣れない建物の廊下を歩くと、騒がしい話し声が聞こえてきた。警備の重装歩兵が敬礼する。

　ドアが開けられたままの大部屋を覗くと、楕だ円えん形けいの長机が置いてあり、そこに十人ほどが集まっていた。

　一番奥に座っている金きん髪ぱつ紅こう瞳どうの男性が、笑みを浮かべる。

　この帝国第一軍の司令官であり、今のところは総そう督とくであり、事実上の次期皇帝──アレン・ドウ・ラトレイユ・ドゥ・ベルガリアだった。

「レジス殿、こちらへ……改めて、幕ばく僚りようを紹介しておこう」

「あ、どうも……」

　末席に座ろうとしたら、名指しで呼ばれてしまった。ラトレイユの右側に座るジェルマンとは逆、彼の左側の席を勧すすめられる。

　わざわざラトレイユが立ち上がり、全員を眺める。

「卿けいらも知っておるだろうが……レジス・ドゥ・オーリック三等文官だ。この作戦にかぎり、第四軍から出向してもらった。第一軍の作戦参謀長補佐となる」

　正式にはまだ五等文官なのだが、もう昇進したものとして扱われた。

　幕僚たちが一斉に起立し、敬礼する。レジスは気け圧おされつつ、慌てて返礼した。

「……よ、よろしく、お願いします」














　ラトレイユの隣に立っているジェルマンが、こちらを見る。

　彼は副官であり、レジスと役割が重なってしまう。いわば商しよう売ばい敵がたきのような関係だった。

　しかし、その表情は穏やかだ。

「ふふ……おそらく幕僚のなかには、私が内心で快こころよく思っていないのではないか……と危き惧ぐしている方もおられるでしょう。ご心配には及びません。レジス殿の深しん慮りよ遠えん謀ぼうはこの身に深く刻み、畏い敬けいの念は消えることがありません。まして今回は我が君主が、この作戦に適任と考えて招しよう聘へいされたのですから……またとない学びの機会と考えております。心配はご無用。そして、レジス殿はどうか私めに遠慮などなさいませぬよう」

「あ、その……こちらこそ……お役に立てるように、がんばります」

　レジスは恐縮しっぱなしだった。

　周りからどこまでも高く持ち上げられ、あとは突き落とされる未来しか思い浮かばない。

　しかし、第一軍の幕僚たちに、そのような趣味の悪い雰囲気はなかった。真剣にうなずいている者、安あん堵どしている者……

　なかには、睨にらみつけてくる者もいるが。

　彼らの内心は、複雑なものだろう。

　──恐いな。

　背筋を冷や汗が伝った。レジスは平民出身で歳若くて階級も低い。第二皇子の部下ではなく、第四皇女の参さん謀ぼうであり、過去には帝国第一軍の騎士団と内戦同然となって死亡者も出していた。

　法的には不問に付ふされたとはいえ、彼らの同僚を死なせている。

　反面、ハイブリタニア王国との戦争では、周囲から認められる戦果を挙げ、この作戦にはラトレイユから直々に部隊へと招かれていた。

　第一軍の面々からすれば、〝気に入らない奴だが表だって批判はできない〟というのが実情だろう。

　そういう抑圧された負の感情は、あからさまな嫌けん悪およりも恐ろしい──とレジスは思う。

　やっぱり辞退しておけばよかったかな？　と弱気になった。

　しかし、いろいろ利害を考えての参加だ。

　今さら帰るわけにはいかない。

　レジスはアルティーナのために、ラトレイユのことを調べる必要があった。皇帝の死にまつわる疑惑。今後の政策。

　それと、これは個人的なことのうえに大変情けない話だったが──レジスがアルティーナの待つ第四軍に戻るためには、三等文官への昇級試験に合格する必要があった。落ちれば延々と追試だ。ところが、この試験には実技がある。

　剣もまともに振れないレジスが受かるわけがない。

　ラトレイユは帝国軍の総督であり、今回の作戦を試験代わりにするくらいの権限を持っていた。

　──因縁のある帝国第一軍に参加し、ラトレイユのことを調べつつ、グレボヴァール城塞都市を奪還する作戦を成功させて昇級試験を免除してもらい、第四軍に戻る。

　要約すればシンプルだが、頂が雲に隠れた大山を登るかのような不安と重圧を感じるレジスだった。












　帝都ヴェルセイユ。

　フランツィスカは首をひねってしまう。

　──ベルガリア人には緊張感とか恐怖心とかないわけ？

　宮殿の周辺は警戒が厳重だが、街は城門すらなく、拍子抜けするほど簡単に入れてしまった。

《吊られた狐ルナルパンドウ》傭よう兵へい団だんのフランツィスカは、軽けい装そう鎧よろいを姉に預け、自慢のショートボウを蓋ふたつきの籠かごに入れて、一人で通りを歩いていた。

　年頃の娘らしいヒラヒラした服とスカート姿だ。

　傭兵団の証であるペンダントを今は服の胸元に仕舞っていた。

　都市の南門から、まっすぐに宮殿正面へと幅広い石いし畳だたみの大通りが続いている。枝道も直線的でわかりやすい。

　──他国に攻めこまれるかもなんて、まったく考えてないんだ。すごい自信じゃん？

　この街に住んでいる者たちは、〝ベルガリア帝国の首都まで攻めてこられる敵国などありえない〟と信じているようだった。

　だから、城壁もない。

　フランツィスカの感覚からすると、不安で落ち着かないのだが、遷せん都としてから数百年もの間、彼らの考えは一度も覆くつがえされていなかった。

　ハイブリタニア王国が寸前まで迫ったものの、結局は撤てつ退たいしているのだから、今のところは正しいのだろう。

　ベルガリア帝国は嫌になるほど豊かだった。

　大通りの左右には商店がならび、これでもかと商品が並んでいる。大勢の市民が行ゆき交かっていて、どいつもこいつも身なりがよかった。

　数度の会戦があったうえに皇帝崩ほう御ぎよの直後だから、黒一色の喪も服ふく姿すがたもいるけれど……とにかく、これだけ大勢が貴族ということはないはず。つまり、平民でさえ服装に気を使えるくらい余裕があるのだ。

　そして街のいたるところに兵士がいた。

　敵国を警戒しているわけではなく、治安維持のためだろう。

　万が一フランツィスカの顔を知っているヤツがいると面倒なので、前髪で目元を隠して、あまり兵士のほうは見ないようにした。

　フランツィスカはゲルマニア連邦北部の出身だ。冬は長く雪に閉ざされる貧しい国で、主産業は傭兵の出稼ぎだった。

　ハイブリタニア王国には行ったことがないが、これほど豊かな国ではないだろう。

　民の富は兵の力だ。

　こんな国に、どうして戦争をふっかけたのか？




　フランツィスカは脇道に入って、しばらく行った先で煉れん瓦が造づくりのカフェテリアに入る。

　店内に視線を巡らせると、若いのに超然とした雰囲気の女性と、まだ十歳ほどの女の子が、向かい合って樫かしの椅子に座っていた。

　姉のイェシカと、妹のマルティナだ。

　フランツィスカは店員に珈琲コーヒーを頼んでから、彼女たちの待つ席へ向かった。

「お待たせじゃん！」

「オネェ、お帰りですよー」

　妹のマルティナが椅子から立ちあがって、抱きついてくる。

　そいつを身体で受け止めた。














「えへへ！　マルティナちゃん、待たせてゴメンね！」

「ぜんぜん待ってないですからー」

　静かに珈琲を飲みながら、ぼそっと姉のイェシカが言う。

「……五分の遅刻よ？」

「うっ……しょ、しょうがないじゃん？　べつに遊んでたわけじゃないし」

「座ったら？」

　店員が珈琲を運んできた。

　マルティナを席に座らせて、フランツィスカも椅子に腰を下ろす。

　ショートボウの入った籠は足下へ。それと、預けておいた軽装鎧を入れた革袋も引き取った。けっこうな大荷物だ。

　まず一口、珈琲を飲む。

　ふわっ、と広がる香りと、舌を楽しませる苦味と、わずかに残る酸味。そして、わずかに甘い？

「めっちゃ美う味まいな!?」

　注文したときには〝珈琲で取る金額じゃないだろ帝国燃えろ〟と思ったフランツィスカだったが……贅ぜい沢たく品ひんである砂糖まで入っているようだ。

　もう珈琲とは別の飲み物だった。

　お菓子みたい。

　イェシカが静かに尋たずねてくる。

「……それで？　収穫はあったのかしら？」

「ふふんっ、トーゼンじゃん？　この街にゃあ、ベルガリアの士官がいくらでもいるし、アタシの色香でイチコロってね。なんでもペラペラしゃべったわよ」

　フランツィスカは脚を組み替えて、しなを作ってみせた。

　引き締まった腰と、脚線美を強調する。

「ふわぁ、オネェかっこいい！」とマルティナが賞しよう賛さんし、キラキラと憧あこがれの目を向けてくる。

　イェシカが小首をかしげた。

「……そ？　ナイフで脅おどすのが、色香？」

「見てたんかい!?」

「やっぱり、そうなのね」

「うぐっ……建物の陰に連れこむまでは、色気だし！」

　声が大きくなったので、イェシカが左右に視線を送る。

　──おっとと。

　彼女たちはゲルマニア語で会話しているが、ベルガリア人でも理解する者はいる。フランツィスカは声のトーンを落とした。

「とにかく、良い情報と悪い情報があるわけよ。どっちから聞きたい？」

「……それ……悪いほうから聞く人っていないのよ？」

　言われてみれば、そんな気もする。

「良い情報はね──アニキは縛り首になってないわ。あれくらいの大物なら、周りに宣伝するみたいに大々的に処刑するもんなんだって。でも、第四軍からそんな話は出てないから、逃げられたか生かしてるか……可能性が一番高いのは、雇やとったんじゃないかってさ。第四皇女は戦力増強に熱心らしいね」

　イェシカが前に言っていた。




〝その気があるなら、翌日には処刑してる……まだ処刑してないのは、きっと手て駒ごまとして欲しいから〟




　フランツィスカとしても納得はしているのだが……

「第二皇子ラトレイユと第四皇女アルジエンテイーナの政争は、決着がついた感じなわけよ。皇帝が崩ほう御ぎよしたらしいじゃん？　継承順位的にも軍での実績からしても、決まりっしょ。つーか、もう即位を宣言したっぽいし？」

　イェシカが週刊新聞をテーブルに置いた。

　少し前に出た号外もある。

「正式な葬儀の前だったから、明確な即位まではいってないわ。〝父上の遺志を継いでベルガリア帝国にさらなる繁栄を約束する〟とだけ」

「ふーん？」

　フランツィスカはベルガリア語で話すことはできるが、読むことはできなかった。単語を拾い読みできる程度だ。

　ちなみに、姉イェシカは十三ヶ国の言葉がわかる。彼女に言わせると、ここらの国の言葉は大半が古代帝国の共通語から派生しており、方言くらいの違いしかないらしい。その古代帝国はベルガリア初代皇帝に滅ぼされたらしいが。

「……それで？　悪い情報ってなにかしら？」

　イェシカの問いに、フランツィスカはため息をついた。

「第四皇女はボネイル要よう塞さいから、ヴォルクス要塞へ戻ったみたい。帝都には寄らなかったんだって」

「……そ」

　フランツィスカたちが、バスティアンたちと馬車に揺られ、戦場と思おぼしき場所を迂う回かいしているうちに、帝国第四軍は別方向へ行ってしまったわけだ。

　あまり気にした様子のないイェシカに、フランツィスカは苛いら立だってしまう。

「アネキの占いとかでわかんなかったわけ!?」

「……占いなどしなくても……帝国第四軍の位置なんて、どうでもいいことだもの」

「なんで!?　アニキがいるのは！」

「場所がわかれば助けられるのかしら？」

「うっ……」

　たしかに、距離の問題ではなかった。

　この三人で第四軍に乗りこんでも、兄ギルベルトや捕ほ虜りよとなっている仲間を助けられない──とイェシカは予言している。

　姉はいつも自分たちと違うものを見ている、とフランツィスカは感じていた。

「じゃあ、どうすんの？」

「帝都には情報が集まるわ。まず《吊られた狐ルナルパンドウ》の残りと連絡を取ること」

「そっか！」

　先日の会戦で敗れはしたものの、あれは傭兵団の一部だった。ハイブリタニア王国軍第一師団に七○○人ほど残している。

「……まぁ、たった七○○人で救出作戦は無理なのだけれど」

「ダメじゃん!?」

　イェシカが空を見上げた。

　日が傾いて、西のほうから茜あかね色いろに染まりつつある。もうすぐ夕飯の時間だった。

「……そう……彼らだけでは無理よ……でも彼らは意志と力を持っている。それは無視できない、星なの。星の輝きよ……そして、近くに在あるのはマーガレット女王と、その腹ふく心しん……さらに、帝国の第二皇子と第四皇女……それぞれが輝く星……地上の星々を見るのに、この帝都という場所は、とても都合がいい。星を見て未来を占うのが私の役目だから」

「よーするに、まだまだ情報収集ってこと？」

「大丈夫。私たちは兄様に近づいてるから」

「ハァ……まぁ……アネキが言うなら信じるけど……」

　第四軍はヴォルクス要塞に向かっている。距離だけなら、どんどん帝都から離れているのだった。

「オネェ、元気ないです？」

　マルティナが心配そうに顔を覗きこんでくる。

　大丈夫だよ、と頭をなでてやった。

「んーでもさー？　《吊られた狐ルナルパンドウ》の連中と連絡を取ろうにも、どこにいんの？　この調子だとハイブリタニア軍って、国に帰るんじゃない？　あいつら連れてかれちゃう。もしくは、どっかで捨てられてるわ」

「まず、あの戦力を切り捨てるほどオズワルド・クルサード大佐は愚おろかではないわ」

「かもしれないけど、マーガレット女王はアレじゃん？」

　フランツィスカは頭をつついた。

　イェシカも否定はしない。

「そうね。おそらく、マーガレット女王は引き上げないわね。もうすこし軍人から情報を拾ってみてちょうだい。おそらく、ゲルマニア連邦側で何かしてるはず……」

「なんでそう思うわけ？　また星？」

「……開戦前、ランゴバルト王国と使者を頻ひん繁ぱんにやり取りしてたもの。ここで利用しなくて、なんのための根回しかしら」

「たんに、逃げるための手助けを求めただけかも？」

「マーガレット女王がそれほど物わかりのいい性格なら、ベルガリア帝国への遠征部隊に同行なんてしてないの。ハイブリタニア軍主力は一度も負けていなくて戦力的には摩ま耗もうしていないし」

　なるほど……

　自分の部隊が無傷なのに、補給線を断たれての撤退だ。

　なにかしてやろう、と考えるのも、わからなくはなかった。

「でも、それなら、ボネイル要塞で撤退しなきゃよかったんじゃん？　けっこう優勢だったらしいよ？」

「……そこで判断を誤っていたら、この戦争は、もう終わっていたわね。帝国第一軍と戦っているうちに第四軍が背後に現れて、さほど戦争に慣れていないハイブリタニア王国の兵士たちは逃げ出していたでしょう」

「まぁ、そうなるか」

　帝都にも予備の戦力があったし。

　宮殿まで手を伸ばす前に、後ろから詰められていた可能性は大いにある。

　帝都に辿り着けば勝ちというわけではないのだし──とイェシカが付け足した。

　姉は占い師を自称しているが、実際のところ軍師のような物言いをすることが多かった。

「挟きよう撃げきを読んで、マーガレット女王は兵を引いた。けれど、ゲルマニア連邦のランゴバルト王国から補給を受けられたら、状況は変わるから……素直に手ぶらで国に帰る女性ではないでしょうね」

「ハイブリタニア軍を動かしてんのって、オズワルドってヤツじゃないの？　クルサード大佐だっけ？」

「彼は王女に心しん酔すいしてるだけね……純真なのよ……もう戦争の趨すう勢せいは見えているけれど、マーガレット女王が望むことを知っているから、そのように軍を動かしているわ」

「負け戦だってわかってて？」

「……フランツィスカだって、《吊られた狐ルナルパンドウ》は負けたけれど兄様のためにがんばっているじゃないの」

「ア、アタシは、あんなんじゃないし！」

「……私たちはお金のために戦争をしてる。それが生きるために必要だから」

「そのとおりじゃん！」

「……マーガレット女王も必要なのよ。生きるために」

「なにが？」

　イェシカが肩をすくめた。いつにも増して冷めた口調で言う。




「……暇ひま潰つぶし、でしょうね」




　ギッ、とフランツィスカは奥歯を嚙かんだ。

「ぶっとばすぞ、あの糞くそ女おんな」

「……だから、ハイブリタニア軍は《吊られた狐ルナルパンドウ》を連れて国に戻ってしまったりはしないわ……帝都にいて情報を早く得られれば、連絡を取る機会は増えるし、力があれば選べる行動も増える。そうして、準備を進めておくの……兄様を救う機を得られるまで」

　それが一番重要だった。フランツィスカはうなずく。

「うん、絶対に助けよう！　アタシたちのアニキだもん！　家族だもん！」




　またイェシカが空を見上げる。夕焼けで雲が赤く燃えていた。

「……第二皇子ラトレイユの星が、強く輝いてる。彼は、今、とても強い力を持っているようね」

　まだ星なんか見える時間じゃないけどねえ？　と思いつつフランツィスカは首をかしげる。

「帝国が勝つってこと？」

「それは当然ね。もう戦争の趨勢は見えているから、占う価値もない……でも、帝国がなにを失うのかまでは、曖あい昧まいとしすぎてるわね……戦争が続いてるのだから、なにかは失うでしょう」

「まぁ、そりゃそうか」

「……マーガレット女王は、結局、ハイブリタニア王国に帰ると思うわ……なにかを手にして、なにかを失って」

「あの糞女、こんだけのことしといて帰るのかよ」

「……でも、彼女の星の西方には──おそらく祖国には、暗雲が漂ただよってる。どうするのかしらね？」

「まぁ、ハイブリタニアのゴタゴタは、アタシらにはカンケーないし？」

「……そう、ね」




　ぱっ！　とマルティナが両手を挙げる。

「バスティアンオニィちゃん！」

　フランツィスカが顔を向けると、バスティアンがカフェに入ってきたところだった。
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　茶髪で、どっちかというと細身の青年だ。まだ十六歳で、フランツィスカと変わらない。

　今はサングラスをかけていた。

　彼も素す性じようを隠す理由があるようだ。

　その隣には、金髪の少女も一緒だった。背が低くて、体型もぺったんこだが、こちらも同い年らしい。エリーゼという。

　フランツィスカは馬車の中での会話を思い出す──




　あのとき、イェシカが平坦な口調で、エリーゼに尋ねた。

「……ところで……どうして、留学生などと噓うそをついているのですか？」

「なっ!?」

　馬車の中が緊きん迫ぱくする。

　バスティアンが腰を浮かせた。

　フランツィスカはバスティアンの実力を目の当たりにしていたので、気が気ではなかった。戦いになったら勝てない。

　エリーゼは落ち着いていた。

「……どうして、噓だなどと思ったですか？」

「帝都は明日にも戦場になるかもしれません……ベルガリア人に貴女あなたがハイブリタニア人だと気づかれても危ないし、ハイブリタニア軍に間違って殺されることもあるかもしれない。ただの留学生が今の帝都に向かうなんて危険すぎます」

「……なるほど。たしかに、浅せん慮りよな誤ご魔ま化かしだったですね」

　彼女は納得した様子でうなずく。

　あっさりと噓であることを認めてしまった。

　それから、ぽつぽつと考えつつ話す。

「えっと……詳しくは言えませんが……私はハイブリタニア王国から逃げてきたです。いずれは戻るつもりですが、いつになるかは国の状況しだいですね。ベルガリアの帝都に行くのは、バスティアンの目的のためなのです」

　バスティアンが腕を組んでうなずいた。

「まぁ、俺にも、どうしたらいいのか、よくわかってないんだけどな！　ただ、帝都に戻らないとダメな気がしてるだけで」

　エリーゼが苦笑する。

「そんな曖昧な理由で戦地になるかもしれない帝都へ？　って思うかもしれませんが、こういう人なのです」

　──馬鹿じゃん？　とフランツィスカは思ったけれど、助けてくれた恩人でもあるので言わなかった。

　イェシカは目を伏せる。

「……私たちは、ハイブリタニア軍に従軍していました」

　いきなり姉が打ち明けたものだから、フランツィスカは身を固くした。

　バスティアンとエリーゼが、驚いた様子でマルティナのほうを見る。

「その子も？」

　ぱっ、と彼女が両手を挙げた。

「はーいです！　マルティナもがんばりましたですよー」

「そうか……大変だったんだな……」

　どう解釈したのだろうか。とにかく、傭兵だとは思われなかったらしい。フランツィスカは密かに安あん堵どの吐息をついた。

　イェシカが虚きよ実じつを織り交ぜて話す。

「……私たちは帰る故郷もなし。帝都の知り合いを頼るつもりでいます」

「そういうことだったのか」

　バスティアンは納得した様子だったが、エリーゼのほうは信じ切っていない顔をしていた。

　──こんな仮面をかぶった身の上話を馬車のなかでやり取りしたのだった。




　その相手、バスティアンとエリーゼが、こちらのテーブルにやってくる。

「よお、待たせちまったな」

「……調べ物というのは、もういいのかしら？」

「なんとかなったぜ。そっちはどうだった？　帝都の知り合いってのは？」

　イェシカが言いにくそうにして、マルティナに視線を送った。

　意味ありげな仕し草ぐさだ。

　何かを察して、エリーゼが誘う。

「マルティナちゃん、このお店のケーキは食べたですか？」

「ううん？」

「とっても美お味いしそうなのです。よかったら、どうですか？　買ってあげるです」

「ホントに!?　やったあ！」

　ちなみに、ここのケーキというのは、ブリオッシュのことだ。砂糖をまぶしたパンである。

　普通のパンに比べれば高級品だが、庶民でもどうにか手が届くくらいの贅沢品だった。

　フランツィスカも好物なのだが……ここは我慢しておく。

　彼女たちが席を離れていった。

　上手くやるものだな、と感心してしまう。

　イェシカの今の演技の目的は二つ。演技の苦手なマルティナを遠ざけること。それと、洞どう察さつ力りよくがあって賢そうなエリーゼを会話に参加させないことだった。




　テーブルを囲んでいるのは、フランツィスカとイェシカ、それとバスティアンの三人だけになる。

　イェシカが頭を下げた。

「……お気遣いをいただき、ありがとうございます」

「いいさ。子供に聞かせたくないことだってあるよな……んで、なにがあったんだ？」

　イェシカがわずかに沈んだ口調で話す。

「……残念ながら、知り合いは不在でした……近所の方の話だと……ご主人が戦争で亡くなって、奥さんは三人の子供を連れて故郷に帰ったのだとか」

　当然、噓だ。

　ゲルマニア連邦の傭兵をやっていた自分たちに、帝都の知り合いなどいない。

　しかし、バスティアンは同情したらしく、残念そうな顔をした。

「そうか……うーん……これから、どうするんだ？」

「困りました。路銀も多くはありませんし」

　これは本当だった。

　裕福なら傭兵などやっていない。

　たとえ、大陸最強などと謳うたわれる《吊られた狐ルナルパンドウ》でも、貴族令嬢のように宝石を持っていたりはしなかった。

　姉妹三人でゲルマニア連邦まで戻るくらいの金はあるが、自分たちの今の目的は、兄ギルベルトを助け出すことだ。

　しばらくは帝都にいる必要があった。

　イェシカはテーブルのうえにある空になった珈琲カップを見つめる。

「……どう……しましょうか……手紙で、別の知り合いに頼ってみます」

「その人は帝都の近くに住んでるのか？」

「……いいえ。ゲルマニア連邦です。でも他に頼れる相手もおりませんし。妹たちに、つらい生活をさせるのが心苦しくはありますが」

　うーん、とバスティアンが腕組みして、うなった。

　彼は身なりからして、貴族だ。

　服の布地は上等なものだし、サングラスは高級品だった。

　要するに〝たかろう〟という魂こん胆たんなのだろう。イェシカは淡々と話している。ことさら涙をみせたり、悲しそうに振る舞ったりしない。それが、かえって本当に困っているように見えるから不思議だった。

　フランツィスカは演技が得意ではない。荒事専門だ。

　マルティナについていけばよかった、ケーキ食べたい──などと思いつつ、せめて姉の交渉の邪魔をしないよう、うつむいていた。この貴族のボンボンから数日ぶんの宿泊費くらいは引き出したいところだ。

　よし、わかった！　とバスティアンが膝ひざを叩いた。

「俺の屋敷に泊まるといい。周りがうるさく言うかもしれねえけど、一緒に旅して一緒にメシを食った仲だ。それを女三人だけで放り出せなんて言わないだろ。いや、言わせねえよ。まぁ……客人の扱いにはならないかもしれねえけど、どうだ？」

　まさかの展開に、フランツィスカは目を丸くした。

「それ本気!?　アタシらが何者か知ってるわけ!?」

　思わず聞いてしまった。

　テーブルの下で、イェシカに足を蹴られる。余計なことを──という意味だった。

　面めん目ぼくない。

　バスティアンが苦笑する。

「なにも知らねえよ？　俺は勘が悪いから、善人か悪人か見抜くなんてできないし……そのせいで、でっかい失敗をしたこともある。でも、だからといって、どいつもこいつも疑うなんて嫌だろ」

「……アンタ、変わってるね」

「そうか？」

　話していたら、マルティナとエリーゼが戻ってきた。

　手には木の皿と、五つに切り分けられたケーキが乗っている。

「オネェのぶんも買ってもらったですよー」

「おお!?」

　思わずフランツィスカは声をあげてしまった。

　恥ずかしい。

　しかし、ずっと戦地だったから、ここ二ヶ月くらい甘いものなんて食べていなかったのだ。

　エリーゼが尋ねる。

「バスティアン、話はどうなったですか？」

「ああ、なんか遠くの知り合いと連絡を取る必要があるらしくてさ。しばらく、うちに泊まったらどうかって言ったとこだ」

「なにを考えているのですか、バスティアン!?」

「なんだよ、反対なのか？」

「当然なのです。出会ったばかりの年頃の女性を家に招くなど、破は廉れん恥ちなのです！」

「そ、そんなつもりはねえぞ!?」

　バスティアンが顔を赤くした。

　フランツィスカは両手を左右に振る。

「ああ、いや！　そういう気遣いとかいいから！　アタシら気にしないし！　泊まれるの助かるし！　ま、まぁ、たしかに？　アタシはかわいいけど？　ソイツは変なことしたりしなさそーだし？」

　イェシカがいつものように、相手を見ているのか遠くを見ているのかわからない表情で、つぶやく。

「……彼を取ったりしないから、大丈夫です」

　今度はエリーゼが顔を赤くした。

「そ、そ、そんなつもりじゃないのですよ!?　私は紳士としての常識の話を！　っていうか私たちは、そういう関係じゃないのです！」

　マルティナが我われ関かんせず、とケーキを口に運んでいた。

「あま～い！」

　バスティアンが席を立つ。

「と、とにかく！　部屋はたくさん余ってるから、大丈夫だ！　べつに俺の部屋に泊めるわけじゃねえんだし」

　そう言われて、エリーゼが引き下がった。

「……わかったです。私もバスティアンの家にお世話になるのだから、他の方を泊めることを否定はしません。みなさんに失礼でないのでしたら」

　フランツィスカは首を左右に振る。

「失礼なんて、とんでもない！　屋根さえありゃ、天国みたいなもんじゃん！　雨の野営とか夜間行軍とかに比べたら！」

「……そうね」

「おふとん、あるですかー!?　あるですかー!?　てんごくですかー!?」

　ケーキを頰ほお張ばりながらマルティナが両手を挙げる。

　断る理由などなかった。

　バスティアンが苦笑する。

「問題なさそうだな。それじゃあ、行くか。ちょっと夜に用事があるから、そこらのことは早めに済ませちまいたいんだ」

　彼が店の外へと向かう。フランツィスカたちは後に続いた。
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　みんなして夕暮れの通りを歩く。

　フランツィスカはちょっとだけ考えてしまう。

　──アタシがバイルシュミット辺へん境きよう連れん隊たいの足止めに成功していたなら……レジス・オーリックという軍師が前線に出てくることはなく、ハイブリタニアの補給線が無事で、帝国第一軍を破り、帝都を占領していたとしたら……？

　この道を兄ギルベルトと、姉妹たちで歩いたのだろうか。傭兵団のみんなと。

　顔に出さないように気をつけつつも、悔しさに握りしめた拳が震えた。

　真正面に見える豪華な門へ。

　ずんずん、とバスティアンが歩いていく。

　宮殿ル・ブラヌが近づいてくる。

　貴族たちが住む屋敷を通り過ぎて、とうとう宮殿正門まで来てしまった。まるで芸術品みたいに意い匠しようの施ほどこされた門だ。

　しかも、一応は戦時中のはずなのに開いたままだった。こんな華きや奢しやな門など、戦時に役立つとは思えないが……

　ベルガリア帝国はなんでも芸術品にしてしまうなぁ、とフランツィスカは呆あきれる。

　それに比べて、ゲルマニア連邦の文化は質しつ実じつ剛ごう健けんだった。レリーフなど無駄なデコボコとしか見なさない。

　フランツィスカは故郷の質素さに慣れているが、ベルガリア帝国の煌きらびやかさに憧あこがれも持っていた。その絢けん爛らん豪ごう華かの極地ともいうべき宮殿が目の前にある。

　思わず感かん嘆たんの吐息を漏もらした。

　しかし、こんな場所になんの用があるのか？

「ね、ねえ？　ちょっと、アンタ。なんで宮殿なんか来たわけ？　観光？　観光なの？」

「えーっと……なんと言えばいいかなぁ……うーん……」

　ぼりぼり、とバスティアンが頭を掻かいた。

　サングラスを外す。

　緋色の瞳ひとみが夕陽に照らされ、なお赤く輝いていた。




「ここが俺の家なんだよ」




「ふぇ？」

　フランツィスカは理解が追いつかなくて、固まってしまう。

　イェシカは気づいていたのか、驚いた様子がなかった。

　マルティナは「おー!?」と驚きつつもよくわかっていなかった。

　そして、エリーゼがため息をつく。

「……もうすこし、早く教えてくれると思ってたですが」

「はは……なんとなく、エリーゼは気づいてると思ってたから、改めて言うのも変だろ？」

「それでも、ちゃんと言って欲しいものなのです」

「そうか？　わかってたなら同じじゃね？」

「ムッ」

　わあわあと言い合っていたら、門番をしていた兵士が近づいてきた。

　銀色の上等な軽装鎧を身に着けている。

「オホン！　失礼だが、君たちは？　この場所に何の用かね？」

　やや威圧的な声だった。

　フランツィスカはベルガリア帝国の兵士が相手というだけで身を固くしてしまうが、バスティアンは堂々としたものだ。

「ああ、ちょうどいい。ベルジュラック侯こう爵しやくに取り次いでもらえるか？」

「なんだって？」

「まだ式典省の大臣をやってると思うんだけどな……クビになってなけりゃ」

　その言動をいぶかしみ、門番がまじまじと見つめてくる。

「…………茶髪に……え？　紅の瞳……？　き、君……いや、貴方は……まさか……!?」

　バスティアンが照れたような顔をしつつも、前髪をかきあげる。

「これ、自分で名乗るの恥ずかしいな──ハインリヒ・トロワ・バスティアン・ドゥ・ベルガリア第三皇子だ。祖父のベルジュラック侯爵を呼んでくれ」

　門番が音がするほどの敬礼をした。

「も、申し訳ございませんでしたーッ!!　なにとぞ寛大なご処分をッ!!」

「いいから、いいから。こんな有様で帰ってきたら、わからなくて当然だろ？　それよか早く頼むよ」

「了解いたしました！」

　その場でキッと背を向けると、駆け足で門へと戻っていった。

　なにが伝わったのか、他の門番たちが飛び上がって驚き、何人かは散っていく。

　ほどなく、大勢のメイドが足早にやってきた。

　そして、もう一人──胸に勲章をいっぱいつけ、腕に喪も章しようを巻いた貫かん禄ろくのある老人が駆けてくる。

「バスティアン!?　本当にお前か!!」

「よお、じいちゃん。帰ったぞ」

「生きておったのか！」

「ひでえな……」

　やってきたのは、ベルジュラック侯爵だった。彼は式典省の大臣であり、第三皇こう妃ひの父親であり、バスティアンの祖父だった。

「この馬鹿者が！　貴様、あちらの学校を飛び出して、そのままいなくなったそうだな!?」

「あ……」

　そういえば、エリーゼを追いかけて教室から走り出てから、学校には連絡を取っていなかった。

「その直後に開戦じゃ……儂わしは、てっきり……」

「はっはっは！　俺が死ぬわけないだろ？」

「ハイブリタニアでは何事もなかったのか？」

「いやぁ、ちょっと兵隊に斬られたり撃たれたりしたけど……そういや、マーガレット女王に会ったぞ。腹心と決闘してきた。オズワルドっつーんだけどさ。むちゃくちゃ強かった」

　くらくら、とベルジュラック侯爵が地面に膝をついた。

　周りのメイドたちが、「お確かに！」「気をお確かに！」「鎮痛薬を！」と騒ぎ出す。

　端はたで聞いてるフランチェスカとて、〝何を言ってるんだコイツは!?〟と思わずにはいられない。

　バスティアンの実力を見ていなかったら、たんなる冗談だと思っただろう。しかし、彼ならば軍隊とも渡り合えそうだ。実力は兄ギルベルトにも迫るのではないか。

　老貴族がバスティアンを睨にらむ。

「ま、まさか今回の戦争……貴様のせいでは、あるまいな？」

「……まぁ、止められなかったのは、俺のせいだけどな。マーガレットは戦争やりたがってたよ」

「貴様の話を聞いてるだけで、儂の心臓が止まりそうじゃ」

「そいつはよくないな。話を聞いてるだけでも大変だなんて。運動不足か？」

「たわけ！　内容が問題なんじゃ！」

「はっはっはっ……そんなに面白かったか。俺の逬ほとばしる文才が会話にも滲にじみ出ちゃったかな？」

「うぬぬ、歩く国際問題めが。そんな失態がラトレイユ殿でん下かの耳に入ってみろ。牢獄に放りこまれるやもしれんぞ」

「なに？　兄貴、今、そんなにピリピリしてんの？」

「皇帝陛下が崩御され、大きな戦争があったばかりじゃからな。帝国軍にもかつてない損害が出たということじゃ」

「なるほど……そのあたりについて、詳しく聞きたいんだが？　親父は老衰で死んだっていうんだけど、おかしくね？　嫁さんもらったばっかりだったんだろ？　年越しのパーティーで肉だって食ってたんだぜ？」

「む……」

　老貴族が、フランチェスカたちを見る。

「そちらのお嬢さんたちは？」

　露骨な話題の逸そらし方だったが、何者かと気になるのは当然のことだ。

　なんと答えたものか。

　バスティアンが、エリーゼとフランチェスカとイェシカとマルティナを見た。

「こいつら、俺の友達だ」

「……友達じゃと？」

「外国から来てて、泊まるとこがないらしいんだよ。宮殿には部屋が余ってるだろ？　しばらく泊めてやってくれね？」

　老貴族が眉み間けんのシワを深くした。

「くっ……たわけめが」

「ダメかな？」

「式典省の大臣に、皇族が〝友人として遇ぐうせよ〟と言っておるのじゃぞ？　ダメなわけがあるまい。ダメでないから問題なんじゃ」

「ん？」

「はぁ……皇帝陛下が崩御され、大勢の兵士が戦没した国難の折に、よりによって敵国ハイブリタニアに留学していた第三皇子が、四人も女性を連れて帰ってきたなどと……新聞沙汰の醜しゆう聞ぶんじゃ」

「まあまあ、俺のやったことが新聞沙汰になるのは、いつものことだろ？」

「ううぅ……心臓が！」

　そんなやりとりをしつつも、老貴族はフランチェスカたちを招き入れてくれた。




　宮殿ル・ブラヌ──

　ため息しか出ない内装だった。

　バスティアンは平然としていたが、フランチェスカたちは圧倒されて声も出ない。

　なんという豪ごう華かさか。

　この宮殿を訪れたことがあって、それでもベルガリア帝国に戦争をしかけたのなら、マーガレット女王というのは馬鹿というより自殺志願者ではないか、とさえ思う。

　あるいは、彼女はこの宮殿が欲しかったのかもしれない。

　バスティアンは老貴族と話があるとかで、別室へ向かった。

　希望を伝えると、エリーゼには一室が、そして、フランチェスカたちにも三人部屋が与えられた。

　急な来客のために式典省のある区画には常にいくつか部屋が用意してあるのだとか。

　フランチェスカは与えられた部屋に入り、目め眩まいがした。

「マジかよ……」

「意外と大物だったのね」

「アネキは気づいてたのかと思ってたよ」

「……星は、そこまでは語ってくれなかったわ」

「むしろ、それ最初に言えよって、届くなら蹴ってるね」

「……星を？」

「星を。はぁ……今夜は、どこかの馬小屋にでも潜りこむかと思ってたのに……天てん蓋がい付つきのベッドに、金の刺し繡しゆうの入った布団とはね……」

　わぁぁぁ、とマルティナがベッドに飛びこむ。

「藁わらのニオイがしないですー」

　イェシカが「高級なマットレスは中に綿を入れるのよ」と教えた。

　有名ではあっても傭兵は貧乏なものだ。当然ながら、フランチェスカとて綿のベッドになんて寝たことがなかった。

　あまりに贅沢すぎて、高こう揚ようしていた気分が、逆に落ちこむ。

「アタシ、床でいい」

「……どうしたのかしら？」

「アニキが捕まって苦労してんのに……こんな……」

「……馬鹿ね。疲れを残して必要なときに力が出せなかったら、兄様を救うことはできないわ。無意味な遠慮はやめるのね」

「そ、そうだけど……」

「貴女がそんなこと言うと、あの子も床で寝るって言うわよ？」

「あ……」

　ふと見れば、もうマルティナはベッドの中で寝息をたてていた。まだ夕方なのに、かなり疲れていたのだろう。

　イェシカが部屋の隅にある豪華な椅子に腰掛ける。刺繡のされた布張りで、木の足に細かい意匠が施されている。この姉には妙に似合っていた。

「……食事は部屋に持ってきてもらえるという話だったから、来たら起こしてあげるわ。しばらく寝ていなさい、フランチェスカ」

「アネキは？」

「……私は考えることがあるから、まだ起きているわ」

「そんなら、アタシも！　考えることとかないけど、武器の手入れとかあるし」

「……メイドが料理を運んできたとき……貴女がショートクロスボウを手入れしていたら、きっと悲鳴をあげるでしょうね」

「うっ」

「……いいから、寝ておきなさい。貴女、ひどい顔をしているわ」

「アタシはいつでもカワイイし！」

　イェシカが微笑ほほえむ。

「……私たちを守るために、ずっと気を張っていたものね。ここは安全だと、星が言っているわ。すこし寝ておきなさい。ありがとうね、フランチェスカ」

「そんなんじゃ……」

　星なんて信じられない。

　けれども、彼女に寝ておくようにと言われた途端、眠気に襲われた。

　──これも魔法なのかな？

　フランツィスカはベッドに横になる。意識が深く深く眠りへと沈んでいくのだった。
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　バスティアンは祖父との会話のあと、軽く夕飯を済ませ、早々に宮殿を後にする。

　ベルガリア貴族らしい服装に着替えて、身なりを整えていた。

　隣にはエリーゼがいる。

「お爺様とのお話は、もう済んだのですか？」

「必要なことは聞いた。あれ以上、話してても朝まで説教されるだけだから、なんだかんだと言い訳して逃げてきたよ」

「……大変なのですね」

「まったくだ」

「お爺様が」

「ぶふっ!?　ま、まぁ……俺だって好きで問題を起こしてるわけじゃないんだぜ？」

「ふふ、冗談なのですよ。それで、なにか気になるような話があったですか？　顔色が優れないようですが……？」

　バスティアンは旅の汚れを香料を混ぜた湯で落とし、上等な服に着替えて、目元はサングラスで隠している。

　昼間よりマシな外見になっているはずなのに──よく細かな表情の変化に気づくものだ、と驚いた。

　ちなみに、エリーゼのほうも、今はベルガリア貴族の女性らしいフリルとレースの飾られた長いスカートのドレスを着ている。濃緑色が鮮やかな金髪に似合っていた。

　普通、服といえば仕立屋が採寸に来てから、仕上がるのは一週間後。上等なものなら一ヶ月後にもなる。ぴったりあつらえたようなドレスをすぐ用意してしまうとは、さすが式典省の大臣は伊達ではなかった。

「その服、かわいいな」

「ひぇっ!?　な、なにを……言うのですか、バスティアンってば」

　唐突な言葉にエリーゼが顔を赤くする。

「よし。次の作品のヒロインは、そんな格好にしよう」

「…………そんなことだろうと思ったのです」

　彼女がため息をついた。

　こんな状況であろうとも、バスティアンは〝未来の最高傑作〟のために、日々ネタを練っているのだった。

　話を戻す。

　バスティアンはなでつけられた髪を、ぐしぐしと掻いた。

「うーん、まぁ、いろいろ聞いたけど……気になってるのは、やっぱり兄貴と親父のことかな」

「皇帝陛下の崩御、改めてお悔やみするのです」

「いや、それをさ……兄貴がヤッたっぽいんだよなぁ」

「え？」

　バスティアンは左右を見渡す。

　ベルガリアで最も広い宮廷前の通りで、日没後でも街灯が明るく照らしているが、皇帝崩御直後の喪中とあって、人の通りは少ない。声が届くような距離には誰もいなかった。

「見たわけじゃねえし、証拠もねえ。だけど、親父と新しい嫁さんが寝室にいたところに兄貴が入っていって……そこで親父たちが死んでるのを見つけたっていうんだ。なんか変じゃね？　しかも、兄貴の重装歩兵が部屋の前を固めて、すぐ入ることができたのは、侍じ従じゆう長ちようと限られた医者とメイドだけだったとか」

「そ、それは、陛下の寝所で、崩御の場とあらば、みだりに人を近づけないのは当然かと思うですが……」

「死んだ嫁さんの主治医まで遠ざけたせいで、実家のエスタブルク王国がキレて戦争になりそう、なんて話もあるんだぜ？」

「戦争に!?」

「まぁ、ベルガリア帝国はいつも戦争ばかりしてるから、他国と険悪になるのは珍しいことじゃねえんだけど。遺体を祖国に帰すのも断り、主治医にも見せないって、おかしいよな」

「……それは、たしかに」

　エリーゼが顔を曇らせた。

　ベルガリア帝国が公式に発表している〝后妃ユハプリシアの死因〟が、事実と異なっている可能性を認めているようなものだ。

　弑し逆ぎやくである。

　エリーゼが憮ぶ然ぜんとした表情で尋ねてきた。

「どうして、帝国の方々は、そんな暴挙を許すのですか？」

「ハイブリタニア王国が、マーガレット女王を裁かないのと同じ理由だろうな。証拠がない。不自然な点はいろいろあるけど、決定的とは言えないらしい。それと、大臣たちの大半が兄貴を次期皇こう位い継けい承しよう者しやとして認めてるってことだろう」

「……そんな……反逆者ではないですか」

「うーん、親父は政治や軍事に熱心じゃなかったからな。ハイブリタニアにも負けそうになったし」

「そういう問題なのですか!?」

「この国が強い支配者を求めているのは間違いない。それが正しいことだとは思わねえけど……弱かったら滅ぼされちまうってのも事実なんだ」

「だから認めるというのですか……」

「侍従長のベクラール侯爵も認めてるし、帝都周辺の大貴族たちは第二皇子派だしな。正しいかどうかより、どちらが得かって話なんじゃねえの？」

「あなたは、それでいいと思うですか？」

　バスティアンは腕組みする。

「うーん……正しいかどうかより、皇帝になって何をするかが重要じゃね？」

「……そういう考え方もあるとは思うですが……」

「だから、俺も正しいと思ったことをやるよ。アイツと約束したからな」

　腰に提さげている革張りのポーチを手でなでた。そこには、ハイブリタニアで出会った友人ロランドの手記が入っている。

　自由主義を唱え、それを伝えるために彼が書いた本だ。

　全ての人は幸福を求める自由がある──そう彼は言っていた。

　そして、今のベルガリア帝国には、自由がない。貴族は贅ぜいを尽くし、平民は搾さく取しゆされ、終わりのない戦争は大勢の財産と生命を奪い続けている。

「変えなくちゃならない。でも、ベルガリア帝国が全て悪いとは思わないんだ。この国をぶち壊したらダメだ」

「そうですね。急すぎる変化は多くの不幸をもたらす、と私も思うです」

「なにを変えて、なにを残せばいいか……それが俺にはわからない。だから、わかりそうな人に話を聞こうと思ってな」

「はい」

　そういうわけで、バスティアンたちは夜の道を歩いているのだった。





　　　†






　貴族の邸宅と貴族向けの店がならぶ中心部を外れ、平民が多く住んでいる外縁区画を進む。

　大通りから細い道に入って、しばらく迷った先に、一軒のパブを見つけた。

　煉瓦を積んだ建物で、大きさは一軒家の倍くらいあってけっこう大きい。

　周りの建物は大半が窓を閉めて、人通りもまばらで静かなのに、この店だけは開け放たれた窓からオイルランプの灯りが漏れている。木製の扉は半開きになっていた。

　中で大勢が話している声が聞こえてくる。

　店の扉には『プロヴァヌス』と小さな看板が出ていた。

　バスティアンは扉を引き開ける。

　天井からオイルランプが吊るされて、店内を明るく照らしていた。

　入って左側にカウンターがあって、店員がコップを拭ふいている。ちらっ、とこちらを見た。

　奥には衝つい立たてがあり、その向こうの席は見えない。半個室になっているようだった。

　中央に大きな丸テーブルがあり、他に四つほど不揃いなテーブルがあり、それらに木のジョッキを手にした男たちが肘をついていた。

　客は大人ばかりだった。

　全部で三十人くらい居るだろうか。

　テーブルの上には料理だけではなく、新聞や本が置かれている。ただのパブではないらしい。

　彼らは議論する口を閉ざして、バスティアンたちのほうをジロリと睨んだ。

　ベルガリア帝国では十五歳から成人として扱われるので、バスティアンもエリーゼももう大人だ。パブに入ることに問題はない。

　しかし、ずいぶん注目を浴びていた。

　エリーゼが怯えたように、バスティアンの服の袖をつまむ。

「あ、あの……本当に、ここなのですか？　入っても平気なのですか？」

　小さな声で耳打ちしてきた。

「そういや、ハイブリタニアは十七歳からが成人だったか。十六歳でパブに入るのは禁止なのか？」

「お酒は大人になってからなのです」

「ベルガリア帝国じゃ、十五歳から大人だから」

「……それは、徴ちよう兵へいして戦場に出しておいて子供扱いするのは問題があるから、と法律を都合よく作っただけでしょう。精神的にも肉体的にも十七歳未満は未成年なのです。他国では十八歳未満や二十歳未満のこともあるです」

「十五歳にもなれば一対一で敵兵を殺せる。敵を殺せるヤツは一人前の大人として扱われるのが当然だ。殺した敵への礼儀でもある」

「そんなこと言ってるから、いつまで経ってもベルガリア帝国では女性の権利が蔑ないがしろにされて……まぁ、それはともかく……捜してる人はいそうですか？」

「つっても、俺も会うのは初めてだからなあ」

　バスティアンは店の奥へと向かう。

　店の客たちが、黙りこんでジロジロと睨んでいた。やはり注目されている。

　──つーか、警戒されてるような感じか？

　カウンターまで行って店員に尋ねる。

「ちょっといいかな？」

「すみませんね、お客さん。この店には貴族のご子息の口に合うような紅茶は置いてませんので」

　言葉遣いこそ丁寧だったが、〝とっとと帰れクソガキ〟と言われたも同然だった。

　地方都市だと、貴族を嫌う平民の店は多いが、帝都では珍しい。

　バスティアンは笑った。

「そう恐い顔をしないでくれよ。人を捜してるんだ。ブールジーヌっていうんだけど」

　名前を出した途端、店員の表情が険しくなった。

　しん、と店が静かになる。

　それまで視線にこめられていた嫌悪感や警戒心が、明確な敵意に変わった。

　客の一人──体格のいい男が長剣を抜き放つ。

　わっ、と他の客たちが、巻きこまれないようにと店の壁際に逃げた。

　長剣を持った男が近づいてくる。

　肩や手に無駄な力が入っていない。シャツから出た太い腕には幾つも傷があり、いかにも戦場を経験していそうな面構えだった。

　おそらく、兵士か、元兵士だ。

「ブールジーヌ先生はここにはいねえ。帰るんだな。ここは貴族のガキが遊びに来るとこじゃねえ」

「ここに来れば、連絡がつくと聞いたんだけどな？」

「帰れ──と言ったぜ」

「断る。俺は、その人に会わなきゃならないんだ」

「死にたいのか、貴族野郎が！」

　男が剣を振りかぶる。

　周りからは「やっちまえ！」という声と、「馬鹿なことをするな！」という声が半々だった。

　剣が振りおろされる。

　バスティアンは動かなかった。

　背中にかばったエリーゼが、「ひっ!?」と小さな悲鳴を漏らしたが、それだけだ。

　目の前を鋒きつさきが通り過ぎる。

　届かない──とバスティアンには、わかっていた。

「俺はケンカしに来たんじゃなく、ブールジーヌって人に用があるんだ。友達との約束があるんでな」

「訳のわからないことを……どんな理由があろうと、先生をお前みたいな貴族と会わせたりはしない！」

　相手が足ひとつぶん踏みこんできた。

　今度は当たる間合いだ。

　バスティアンなら避けられるが、背後にエリーゼをかばっている。万が一を考えると、受け止めたほうがいい。

　しかし、こちらが短剣を抜いたら、もう話し合いは望めないだろう。捜している相手の手がかりは、この店しかない。

　──素手でなんとかするしかないか？

　ぐっ、とバスティアンは右拳を握り締める。

　男が剣を振りかぶった。

　その背後から、鋭い声があがる。




「やめなさい！」




　ビクッと男が動きを止めた。

　店にいた全員の視線が、声の主へと集まる。

　衝立の向こうの席から姿を現したのは、杖をついた女性だった。

　緑色のブラウスのうえからケープを肩に掛け、丈の長いスカートをはいている。市民の一般的な格好だった。

　歳は三十くらいか。

　どうやら、脚が悪いらしく、引きずって歩いていた。

　癖のない茶色い髪をひとつにまとめ、胸の前へと垂らしている。肌は白く、手足は細くて病人のようだった。














　しかし、彼女の眼光に、剣を持った男がたじろぐ。

「先生、出てきたらダメだ！　貴族派の兵士かもしれない！」

「そんな子供が？　剣も持たずに？」

「用心に越したことはない」

「脅おどしつけるだけならともかく、本気で斬りつけたら、もう用心ではなくて暴力だわね。そんなものに守って欲しいとは思わないわよ？」

「ほ、本気で斬るつもりはなかったさ……」

　男が剣を鞘さやに収めた。

　彼女がバスティアンに尋ねてくる。

「貴方、さっき〝友達との約束〟と言ったわね？」

「あ、ああ……もしかして、あんたがブールジーヌなのか？」

「そう呼ばれているわ。貴方が捜しているブールジーヌかは、わからないけれど」

「ジャン・ロランド・ドゥ・ティラソラヴェルデを知ってるか？」

　彼女がわずかに目を見開いた。

　そして、ため息をつく。

「あの子なら、ハイブリタニアに留学したわ」

「ああ、俺はロランドとハイブリタニアで会ったんだ」

「ロランド君が私に、なにか？」

「うーん……そうじゃないけど、そうでもあるっていうか……簡単に説明できることじゃなくてな」

　ロランドのことを思い出すとき、バスティアンは胸が苦しくなる。エリーゼが足元に視線を落とす。

　ブールジーヌが店の奥を指差した。

「話を聞こうじゃないか」

　固かた唾ずを呑んで成り行きを見守っていた客が、意外そうな顔をした。

「先生!?　いいんですか!?」

「……私が話を聞きたいの。誰に憚はばかることがあるの？」

　彼女に反論する者はいなかった。
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　衝立の奥には、丸テーブルがあり、向かい合わせで二人掛けのソファーが置いてあった。

　さらに店の奥に、樽たるや煉れん瓦がや木もく片へんなどが雑然と転がっている。

　バスティアンたちはソファーに腰掛けた。

　彼女は、モルガーヌ・ブールジーヌと名乗った。平民で、帝都の学校で教師をしていたが、今は隠れ住んでいるのだという。

　バスティアンとエリーゼはハイブリタニアで名乗っていたのと同じ偽名を使っておく。まだ相手を完全には信用できなかった。

「隠れてるってことは、誰かから追われてるわけか？」

「ええ、貴族派に狙われてるのよ……この国の政策に表立って異論を唱えたせいで」

「異論って、なんだ？」

「ふふ……三年前に広場でね、〝この国は腐っている！〟と」

「えっ!?」

「一部の権力者が、多くの民衆から搾さく取しゆしている、この現状は正されねばならない。人は生まれながらにして幸せを追求する権利を持っているべきである」

「広場って、あの宮殿前の!?」

「あそこが一番、人が大勢いるでしょう？」

　ブールジーヌがうなずき、バスティアンは冷や汗をかいた。

　彼女の主張は《自由主義》と呼ばれるものだ。

　ロランドは自由主義者だったし、彼が教えを受けたという人物なのだから、思想家だろうとは予想していた。

　しかし、表立って声をあげるなんて……。

「無茶なことをしたもんだな」

「法律には反してないわ」

「ああ……けれど、貴族に目をつけられて、嫌がらせをされたんじゃないか？」

「その日のうちに学校をクビになったわ。理由は、私の勤務態度に問題があったそうよ」

　エリーゼが眉を吊り上げる。

「なんという横暴な！」

　バスティアンはため息をついた。

「ベルガリア帝国で貴族に楯たて突ついたら、そういうことになるよな……」

「そうよ。彼らは平民から搾取することも、平民を破滅させることも、当然だと思っているわ。畑から収穫したり雑草を駆除したりするようなものだと考えているから」

「そんな連中が相手だとわかってて、あえて広場で演説したわけか」

　彼女はうなずいた。

　ものすごく意志の強い女性だ。

「仕事は失ったけれど賛同者が支えてくれたおかげで、自由主義の啓けい蒙もう活動は続けられたわ。私の母はハイブリタニア人で、私は何度もあちらの国に行ったことがあったの。そこで身に付けたことを周りに教えているのよ」

「誰にでも幸福になる自由……か」

「ええ、そんなことを続けていたとき、あの子が私を訪ねてきたわ」

　ロランドの話だった。

　彼は十三歳のとき、商人である祖父と一緒に帝都へ来て、ブールジーヌが広場で演説しているのを聞いたのだという。

　その後、南部に戻った彼は独学で一年学び、さらに教えを請こうために、手を尽くして彼女を捜し出したのだとか。

　ロランドらしい熱心さだな、とバスティアンは納得した。

「あの子は賢いから、砂が水を吸うように学習したわ。ハイブリタニア語も家のほうで身に付けたようね。そして、より深い知識を求めるようになったの」

「それで留学したわけか」

「ええ……戦争になるから危ない、と止めたのだけれど」

　バスティアンは驚いた。

「戦争になるって、わかってたのか!?」

「そうね。ハイブリタニア王国で賛戦派が主流になっていたのは知っていたから、時間の問題だと思っていたわ」

　エリーゼが表情を曇くもらせる。

「こうして開戦してしまったので、その考えは正しかったですが……反戦派の人たちも多かったのですよ？」

「ええ、それも理解しているわ。けれど、開戦の気運は止められないと思っていたの。とても残念なことだけれど」

「……そう、なのですか」

　バスティアンたちは、ハイブリタニア王国がベルガリア帝国に宣戦布告するのを止めるために努力した。結果として失敗に終わったが、そのことを思い出したのだろう、エリーゼの表情は暗かった。

　ブールジーヌが肩をすくめる。

「さて……私自身のことと、ロランド君との関係はこんなところよ？　どう？　貴方たちの捜していたブールジーヌだったかしら？」

「ああ、間違いない」

　最初から別人だとは思っていなかったが、一応、そう返した。

　そして、バスティアンは深呼吸する。

　はっきり言って、オズワルドと決闘したときや、塔から飛んだときよりも緊張していた。

　ブールジーヌはロランドの先生だ。彼の考え方や人生に大きな影響を与えた恩師だった。

　そして、彼女のほうも、生徒の安否を気遣っている。

　この人に、自分は伝えねばならないのか。

　誰かの死を前にしたことが初めてというわけではないが、これほど重苦しく感じたのは初めてだった。

　彼女の目を見る。




「ロランドは……死んだ……」




　ブールジーヌが目を閉じて、しばらく沈黙した。

　それは黙もく禱とうだったのだと気づく。

　彼女は目を開くと、一度だけうなずいて、それ以上の詳しいことを尋ねてきたりはしなかった。

「……ロランド君は志を持っていたわ。どういう最期を迎えたにせよ、それは彼の決断の結果よ。亡くなったときの状況を聞いて、私が勝手に〝本望だったろう〟とか〝悔しかったろう〟とか……そんなことを言うのは決意への冒ぼう瀆とくだと思うの」

「そういう考え方もあるか」

　ロランドは悔しかったし悲しかっただろう、とバスティアンは思っていた。到底、納得できる死に方ではなかった、と。

　しかし、そうと決めつけるのは間違っているのかもしれない。

　ブールジーヌが言う。

「大切なのは、貴方がどう思っているか、よ？」

「……俺は……アイツの遺志を継ぎたいと思ってる。アイツに託されたんだ──世界を前へ。全ての人が幸せを求められる世界へ」

「友人のため？」

「それもある。でも、アイツの言ってることが正しいんじゃないか、とも思ってる。これを読んで、そう思った」

　バスティアンはポーチから本を出した。

　ロランドが遺のこした本だ。

　テーブルに置いた。

　ブールジーヌが手に取る。

　彼女はゆっくりと頁ページをめくり、ため息をついた。

「あの子らしい、理想を追い求めた内容ね」

「間違ってるのか？」

「いいえ……そもそも、思想に正解も不正解もないの。貴方は、これを読んで、正しいと思ったのでしょう？」

「ああ、けれど……俺は充分に理解できていない、と思った。だから、教えてもらう必要があるんだ。できれば、アンタに」

　彼女が苦笑した。

「どう理解しているかわからないけれど……自由主義というのは、貴方のような貴族にとって不利益になる思想よ？」

「不利益ってなんだ？　先祖代々の特権がなくなることか？　そんなもん、俺にとってどうでもいいんだ。俺は人生を懸かけて……これさえ叶えば他に何も要いらない、命さえ投げ出してもいいってくらいの気持ちで望んだことがあった。でも、それは叶わなかったんだ」

　エリーゼを王城に連れて行くという望みも、ロランドを死なせたくないという想いも、届かなかった。

「……周りから、強く反対されるわよ？」

「周りに迷惑がられるのは慣れてる。いいんだよ、俺の気持ちは今さら確認されなくてもとっくに固まってる。俺が必要としてるのは、そういうんじゃない」

「私に学びたい……と本気で思ってるの？」

「冗談で言えることかよ」

　バスティアンの心は決まっていた。

　ぐっ……とエリーゼが物言いたげな顔をする。

　彼女の意見はわかっていた。ハイブリタニア王国と違って、ベルガリア帝国は表向きこそ自由主義を取り締まっていないが、危険な思想として弾圧されている。

　自由主義者であることが周りに知られると、社会的な立場を失う。過去に皇子がそのような思想を持っていたという例はない。

　そして、実権を兄ラトレイユが握りつつある状況では、自由主義者になったバスティアンに何が起きるかわからないのだった。

　それでも──

「俺も学ばなくちゃいけないんだ。アイツの遺志を継ぐってことは、アイツと同じように学ぶってことだろ？」

「しかし、貴族の子供が……？」

「俺はもう子供じゃねえし、ロランドだって貴族だ」

「そうね……あの子のときも、私は迷ったわ。果たして、教えたことが正しかったのかどうか……」

　ブールジーヌが眉間に皺しわを寄せる。

　バスティアンは腰を浮かせた。

「平民じゃなきゃダメだっていうなら、俺は家を出る！　それならいいだろう!?」

　そのとき、衝立の向こう側から、なにやら声が聞こえてきた。
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「この店で騒ぎが起きていると通報があってな」

　話しぶりからして、店に入ってきたのは警けい吏りだった。

　バスティアンは声をひそめる。

「……俺、騒がしかった？」

「……違うわ。連中は貴族派で……私を捜してるの。話は、また今度にしましょう」

　ブールジーヌが杖を片手に、雑然と物の積まれているほうへと向かった。

　手を伸ばす。

　樽の側面が開いた。

　──扉になっている!!

　なんと、使われていない様子の樽は、隠し扉だった。

　地下への階段が続いている。

　店のほうでは、なにやら客たちが警吏と言い合いをしている。

「いや～ここにゃ～何もありませんよ？」

「それを調べると言ってるんだ！　どかないか！」

「なにを捜してるんです？　ちゃんと説明してくださいよ。ワシら協力しますから」

　時間稼ぎをしているわけか。

　ブールジーヌが樽の中にある階段へ、這はうようにして入っていく。足が悪いので速くはないが。

「……私は警吏に顔を見られたくないの。貴方たちはどうするかしら？」

「俺も、行く」

　警吏というのは犯罪者を捕らえるものだ。そして、自由主義者は法律には違反していない。バスティアンには意味がわからなかった。

　もしかすると、この女性は、なんらかの罪を犯して逃げているのだろうか。

　だとしても、せっかく会えたロランドの先生だ。

　もっと話を聞く必要があった。

　バスティアンは樽の中にある階段を下りていった。

「エリーゼ、けっこう急だし、ちょっと濡れてるから、滑らないように気をつけろよ？」

「は、はいなのです」

　おっかなびっくりといった様子で、彼女も下りてきた。

　下は真っ暗だ。

　ブールジーヌが小さな声で言う。

「こっちよ」

「ああ、見えてる」

「……ここ、灯りはないのだけれど？」

「わかってる。だから、サングラスは外してるよ」

　壁に手をついて奥へと向かうブールジーヌの姿が、バスティアンにはかすかに見えていた。

　エリーゼの手を引いて、真っ暗な中を歩く。

　カビ臭い。

　それと、ワインの匂いか。

　地下倉庫だと思われた。しかし、埃ほこりっぽいから、今は使われていないのかもしれない。

　奥に向かって歩く。

　バスティアンは目を閉じて歩いても、自分の移動した距離と方向が、かなりの精度で把握できる。

　パブの建物の地下から外れたはず。

　裏手に、どんな建物があるかは知らなかった。

　とにかく、そちら側の地下に移ったであろうことだけはわかった。

　やはり壁伝いに歩き、木のハシゴを使って地上へと出る。

「ふむふむ……なるほど……脱出用の隠し通路だったわけか。かっこいいな」

「法律違反はしていないけれど、警吏は危険なのよ。なるべく用心しておかないとね」

　別の建物の一階だった。

　真っ暗な部屋から、月明かりのある外へと出て──




　ブールジーヌが身をすくめた。

「……ッ!?」

　倉庫のような飾り気のない建物から出た。細い通りになっている。

　帝都には珍しく石畳ではなく土の地面で、荷運びくらいしか使わないような道だ。

　月明かりだけの薄暗い中に、人影があった。

　黒い軍服を着た兵士たちがいる。

　警吏だった。

　バスティアンは素早くサングラスをかけ、ブールジーヌの隣へと並ぶ。相手は法律を守る警吏だから、そうそう危険はないだろう。けれども、彼女が怯えているから念のためだ。

「……待ち伏せされてたみたいだな？」

「なんてこと……」

　彼女の声は震えていた。

　警吏は全部で五人ほどいて、そのうちの一人が前に出てくる。

　丸顔で柔にゆう和わな表情をした男だった。

「マダム・ブールジーヌですな？」

「うっ……」

「こんな夜中に、どこへ行かれるのですかな？」

「そ、そろそろ、家へ帰ろうかと思いまして……」

「ほほう、家はどちらです？　夜は物ぶつ騒そうだ。お送りしましょう」

「連れもいるので結構よ」

　警吏の男が、バスティアンとエリーゼを一いち瞥べつした。バスティアンはさほど公衆の前に出たことはないから、顔を知っている者は少ない。なにより、こんなところに第三皇子がいるとは思わないのが普通だろう。

　連中の目的はブールジーヌらしく、二人は無視された。

「マダム、この辺りに〝夜盗が出る〟という通報がありましてね」

「そう……恐ろしいわね」

「念のために所持品を改めさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「え、ええ……」

　ブールジーヌがうなずいた。

　バスティアンは警吏に手荷物を調べられるなんて経験をしたことがなかった。これが自由主義者への嫌がらせというものか。

　所持品といっても、ブールジーヌは杖を持っている程度だった。

　何の問題もないはず。

　少し帰宅する時間が遅くなる。その程度のことだ、とバスティアンは甘く考えていた。

　警吏が彼女の腰のあたりに手をやって──

　けげんな表情を浮かべる。

「これは何だ!?」

　男が手を広げると、宝石のついた金のイヤリングが乗っていた。

　ブールジーヌが首を横に振る。

「知りません」

「ほほう？　これは市民から〝夜盗に奪われた〟と訴えのあったものに、よく似ているぞ。どうして、お前が持っている!?」

「私には関係ないわ。貴方が最初からそれを持って、私に近づいてきたのでしょうに。なんて白々しい！」

「お前のポケットから出てきたではないか！」

「私の服にポケットはないわ」

「言い逃れをするか！　よし、連れて行け。屯とん所しよで取り調べをする！」

　ブールジーヌが身を固くした。

　命令を受けた他の警吏が、逃げられないように囲みながら近づいてくる。

「私は知らないわ！　こんなの不当よ！」

「話は屯所で聞く」

「そんなこと言って、私の仲間たちは誰一人として帰ってこなかったじゃないの！」

「黙れ！　破壊主義の扇動者めが！」

　警吏が手を伸ばしてくる。

　──なんということだろう!!

　バスティアンは驚きを禁じ得なかった。

　法律を守るべき者が、このような不正を働くなんて！




　バスティアンはブールジーヌの前に立った。




　警吏たちに対たい峙じする。

「いくらなんでも酷ひどすぎるんじゃないか？　このまま連れて行かせるわけにはいかねえな！」

「……身なりからすると、貴族のご子息のようですが……その女が何者か知っているのですか？」

「それなりにな。俺の友人や大勢が先生と呼んでいるような人だ。お前こそ、そのイヤリングはなんだ？　杖をついた女性が夜盗で、ポケットに盗品を入れたままうろついてただって？　ふざけるな！」

「ぬっ!?」

「そんな雑な作り話が、許せるか！　俺が読者だったら絶対に納得しねえぞ！」

「なにを言っている!?」

「自由主義を語ることは法律では禁止されていない！　それなのに難なん癖くせつけて捕まえるなんて、お前ら本当に帝都の治安を守る警吏か!?」

　相手が舌打ちした。

「どこの貴族か知らないが……主義者ならば放っておけんな。おい、こいつらも連れて行け！」

「俺は貴族じゃねえよ」

「なんだ、平民か。ずいぶんと上等な服を着てやがるな」

「平民でもない」

「……なに？」

　バスティアンはサングラスを外す。

　茶色の前髪をかきあげた。

　緋ひ色いろの瞳を晒さらす。

「俺はベルガリア帝国の第三皇子ハインリヒ・トロワ・バスティアンだ。お前らの顔は覚えた。ただじゃ済まさねえから、覚悟しろ！」

「なっ!?」

　男たちが蒼白になり、互いに視線を交わす。

　困惑と焦燥からか、肩を震わせる。

「……で、殿下ですと？　まさか……」

「警吏ってのは、いつもこんな不当なことをしてるのか？　誰が命令してる？　警吏は軍隊の一部だから上は軍務省か？　まさか大臣の命令じゃないよな？　ブールジーヌを捕まえるってのは、どこから出てる命令なんだ？」

　バスティアンが問い詰めるうち、警吏たちの顔が真っ赤になった。

　血走った目になる。

　やがて彼らの表情は憤ふん怒ぬへと変わった。

「ううぅ……に、偽物だッ！　こいつは偽物に違いない！　殿下がこのような場所で、主義者なんぞをかばうはずがない！」

　叫んだ。

　自由主義において、最も否定されるのは〝皇帝〟という存在だった。

　皇帝はあらゆる法の上に置かれ、その言葉に全ての臣民が無条件に従う義務がある。ベルガリア帝国に所属するということは、皇帝に従うということなのだ。

　その子息である皇子も、多大な恩恵を享きよう受じゆしている。

　だから、自由主義を否定しこそすれ、許容するなどありえない、と警吏たちが考えたとしても不思議なことはなかった。

　バスティアンはため息をつく。

「……やっぱり……立場があっても、なんの役にも立ちやしねえ」

「殿下の名を騙かたる不届き者めが！　不敬罪だ！　この場で処刑してくれるッ!!」

　警吏がバスティアンを偽物だと判断したのか、あるいは処分を恐れて口封じに出たのか。真意はわからない。

　とにかく、先頭の男が剣を抜いた。

　前線の兵士が使うような長剣ではなく、やや短い片刃のサーベルだ。街中では短いほうが使いやすいのと、軽いぶん持ち運びやすい。

　他の警吏たちも剣を構えた。

　バスティアンは腰のベルトに差していた短剣を抜きはなつ。

　帝剣。

　ベルガリア帝国の初代皇帝《炎帝ランペルールフラム》が精霊に授かったと伝えられている精霊銀トリステイ。それを使った七振りの宝剣のことだ。

　バスティアンが持っているのは《帝足音切ノ参ヴイテスペース・トロワ》という。

　精せい緻ちな意匠の柄から伸びる刃は、幅広の根元から先端へと細長い三角形を描いている。

　長さは四Paパルム（三○㎝）ほど。《炎帝ランペルールフラム》の足と同じ大きさの剣なのだとか。

　両刃だが、紙のように薄くて軽い。音すら斬れるほど速く振れると謂いわれていた。

　半年ほど前に宝物庫から持ち出したものだが、すっかり手に馴な染じんでいる。














　もう高揚感はない。

　そのぶん無駄な力も入らない。

　まるで何も持っていないかのように、自然と手を振ることができた。

　警吏たちが剣を構えて突っこんでくる。

「おりゃああああッ!!」

　深夜の路地に響き渡る声だったが、踏み込みは甘いし、剣の振りも遅かった。

　──前線に出ない兵なんて、こんなもんか。

　バスティアンは短剣を振った。

　キィン！　と澄すんだ音が耳じ朶だを打つ。

　足元に、サーベルの刃が落ちる。

　警吏の手にした剣は、根元から折れていた。いや、バスティアンが斬ったのだ。

　相手を睨みつける。

「……次は、お前の首を斬る。守るものがあるときは手加減しない、と決めてるんでな」

「う、ううぅ……!?」

　男が後ずさりした。つられて、他の男たちも怯ひるむ。

　ベルガリア帝国の第三皇子が並外れて強いという噂は広く知られていた。身体能力だけなら総そう督とくラトレイユをも上回るとさえ。

　警吏たちは、何者を相手にしているか悟り、また顔面を蒼白にして震えだした。

　やがて、一人が逃げ出して──

　他の者たちも子供のような悲鳴をあげて逃げていくのだった。





　　　†






　バスティアンは短剣を鞘に収めた。

「あ……ブールジーヌを捕らえろって誰が命令したのか、聞き出しはぐったな」

「ケガは大丈夫なのですか、バスティアン!?」

「ん？　見てのとおり、かすり傷ひとつねえよ」

　心配そうなエリーゼに、普段と変わらない口調で返すと、彼女が安あん堵どの表情を浮かべた。

　しばらく前にバスティアンは重傷を負っている。傷は塞ふさがったものの、まだ本調子とは言い難がたかった。

　ブールジーヌが眉間の皺を深くしている。

「……貴方、本当にバスティアン皇子なの？」

「ああ」

「どういうつもり？　ロランド君の書いた本を読んだなら、自由主義というのがどういうものか、理解しているでしょう？」

「ある程度はな。皇子が自由主義者だとおかしいか？」

「……信用するのは難しいわね。特権を手にしている者が、どうして現体制を破壊しようなどと考えるの？」

「俺は何も手にしてねえよ。こんなこと言ったらムカつくかもしれねえけど……贅沢なんて十歳の頃には飽きてるし、宮廷なんてやっちゃいけないことばかりで息苦しいだけだ。そんなことより、アイツに託された想いを成し遂げたい」

「ロランド君のために？」

「それもあるし……アイツの書いた本を読んで、〝今の帝国は間違っている〟と感じたんだ。でも、俺は不勉強だから、わからない……なにを変えて、なにを変えないほうがいいのか」

「私が帝国そのものを破壊しようと考えているとしたら？」

「どんな話を聞こうと、俺は自分で判断する。正しいと思えば帝国だってぶち壊すよ。今のところ、そんなものが正解とは思えないけどな」

　ブールジーヌがうなずいた。

「これまでのような生活はできなくなるわよ？」

「アンタだって、おとなしくしてれば教師としての生活があったんだろ？　どうして、広場で演説なんかした？」

　彼女はわずかに思考した。

　そして、断言する。

「自分の正義のために」

「それなら、俺と同じだ。なにを失おうと、自分が正しいと思ったことをする」

　ブールジーヌが、バスティアンの隣にいるエリーゼへと問いかける。

「貴女は？」

「……私は……実は、ハイブリタニア王国の人間なのです。いずれ故郷に帰るつもりです。そのときのために、ベルガリア帝国のことを知っておきたいと思っているです。バスティアンの邪魔になるなら一緒には行動しないですが……」

「そう、私はかまわないわ。ただし、さっきみたいな危険な目に遭うかもしれないわよ？」

「へいきなのです。志を持ったら、あれくらいは、よくあることなのです」

　エリーゼが笑うと、ブールジーヌが肩をすくめた。

「たんなる貴族のお嬢さんかと思ったら、警吏に斬りつけられたのを〝あれくらいは、よくあること〟ですって？　ずいぶんな経験をしてきてるみたいね？」

「ふふ……そうかもです」

　森のなかで銃を持った兵士たちに追い回されたり、二人きりで何日も街にさえ寄れない旅をしたり、信頼していた叔父に裏切られたり、敵兵だらけの砦とりでから逃げ出したり、谷に飛び降りたり……

　そんな経験に比べたら、たしかに〝あれくらい〟だった。

　バスティアンは改めて言う。

「ブールジーヌ、俺に道を示して欲しい。そこを歩くかどうかは、自分で決める」

「……貴方は、やっぱり皇子様ね。人に教えを請こうときは、〝お願いします。教えてください〟と言うものよ？」

「うっ……すまない」

　父親である皇帝にすら、そんな言葉遣いをしたことはなかった。言われるのは慣れているが、咄とつ嗟さには出てこない。

　ブールジーヌが目をすがめた。

「貴方が何かを変えたいと望むのなら、方法は二つあるわ。宮殿に戻って、第二皇子ラトレイユに意見を具ぐ申しんするといい……言い方によってはいくつか提案が通って、今よりは国がよくなるかもしれない。いくらか平等で、少しは自由な国にね」

「もう一つの方法は？」

「……民衆を動かすのよ。国というのは、皇帝や貴族がいるから国なんじゃない。民衆がいるから国なの。みんながそれを忘れているだけ……だからこの国を変えるには、まず民衆を変えなくてはならないわ。貴方にそれができる？」

　即答はできなかった。

　言われてみれば当然のような気もするが。

「……民衆を変える、か」

「そのためには言葉遣いくらいは覚えなさい。皇子として命令するなら、宮殿に戻ったほうがいいわ」

「わ、わかった！　いや、えっと……わかりました！」

　宮殿の門番がやるみたいに背筋を伸ばして言った。

　ぷっ、とエリーゼが噴き出す。

「に、似合ってないのです、バスティアン」

「あらら……ごめんなさいね。人には得手不得手、向き不向き、適材適所ってあるものよねえ。言葉遣いは追おい々おいでいいわ。他のことも、いっぱい覚えないとだし」

「笑いながら言うなよ！　そんなに変かよ！　って……他のことも？　じゃあ、教えてくれんのか、ブールジーヌ!?」

「せめて、〝先生〟を付けなさいね？　警吏から助けてもらったし、ロランド君のこともあるもの……私の知っていることでよければ何でも教えるわ」

「よろしく頼むぜ、ブールジーヌ先生！」

　バスティアンは右手を差し出す。

　ブールジーヌも手を伸ばし、二人は握手した。

「こちらこそ、期待しているわ、バスティアン君」




　ふと、エリーゼは振り返る。

　月光の影のなかから、誰かが笑顔で見ていたような──そんな気がしたのだった。












「そこまで！」

　バルタザールの声が響いた。

「ぷはぁ～っ!!」

　息を吐きながら、アルティーナは地面に寝転がる。

　両手両足を投げ出した。

　ぜーぜーと呼吸する。

　下草はやわらかく、空は眩しいほど青い。空気が美お味いしかった。

　皮ひ膚ふのうえを汗がつたって、ぽたぽたと落ちる。

　手が痺しびれていた。

　少し離れたところで、同じように息を荒らげているのは、エディだった。

　彼のほうが、いくらか余裕がありそうだ。座りこんでいるものの、まだ上体は起こしている。

　地面には折れた木剣が置いてあった。

「はー……つかれたー……」

「まったく二人とも、なまっとるの！　これくらいで息があがるとは！」

　元気のいい声をあげたのは、バルタザールだった。

　彼は右腕を包帯でぐるぐる巻きにされ、指まで覆おおわれている。傭よう兵へい王おうギルベルトとの戦いで骨折したせいだった。

　本来なら腕だけの固定で済む怪け我がだったが、指が使えると剣を握るものだから、女医が手まで巻いてしまったのだ。

　剣が握れないので、アルティーナとエディの訓練を見ながら教えてくれていた。

「はぁ……はぁ……バルタザールに、足運びや身体の向きまで教えてもらうの……初めてかも」

「俺も、こんなに細かくアレコレ言われたのは、記憶にないね」

　エディが肩をすくめた。

　場所はヴォルクス要よう塞さいの屋上だった。

　崖をくり抜いた鉱山を利用した要塞なので、当然ながら上には土地がある。近くには水場もあった。

　畑でも作ったらよさそうなものだが、〝殿下の寝所の上で農作業など不敬である〟という理由により、最低限の手入れだけで放置されている。

　アルティーナが気にしなくても、兵士たちが嫌がるのだった。

　信心深い者たちは、〝司令官の頭上に土を盛るのは縁起が悪い〟とも言う。土着の信仰によれば、土は敗北を意味する。

　穴蔵の要塞なのだから、頭上に土があるのは当然だと思うのだが……

　アルティーナの寝所を最上階にして、屋上も司令官が使う場所とすることで、運気を高めているらしい。

　それで多くの兵士が納得するのならば、とアルティーナは屋上を主に訓練の場として利用していた。

　戦時には見張りが立つこともあるが、風が強いこともあって普段は自分たちしか使わない。

　今も、強い風が身体をなでていた。

　風に身を委ゆだねながら、今やった訓練のことを考える。

「……エディって、強いのね」

「ふふん、ホレルナヨ？」

「……バカじゃなければ、そういう可能性もあったのかしらね？　バカじゃなければ」

「二度も言うなっての」

　アルティーナは身を起こした。

　自分の手元にある剣を見つめる。

　改修された《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》だった。柄頭に巨大な重りがあり、まるで金かな槌づちのようだ。握りは太く、手に馴な染じむように革が巻かれていた。

　今時の剣に比べると装そう飾しよくは簡かん素そなのだが、その代わり全ての部位が太くなっている。

　ルーエン市の鍛か冶じ師しエンツオの手により本来の姿を取り戻したものだった。

　改修前の状態に比べると、全体の重量は増しているものの、バランスがよくなったので振り回しやすい。

　以前は鍬くわで畑を耕すみたいに単発の攻撃だったが、今は流れるような動きで連撃を繰り出せるようになっていた。

　しかし、エディの速さに対応できない。勝率は一勝三敗といったところだった。

　おそらく彼はラトレイユと同じくらいの速さだろう。

「うーん……斬り合ってるうちはいいけど、突きが来るとリズムが狂うのよね……」

「戦場では槍やりのほうが強いかもな」

「槍はいいのよ。そういう戦い方の武器だってわかってるから。でも、剣だと斬り合ってるなかで突きが来るでしょ？」

　アルティーナは身振りを交えて話す。

　エディが何度もうなずいた。

「けどさ、あの間合いで突きを出すのは、なかなか難しいんだぜ？」

「エディは突いてくるじゃない？　ラトレイユも同じくらい速かったし」

「そっちが引かないのが悪いんだよ。武器が大きいんだから、結局は間合いを離すのが基本になるぜ？」

「反応、遅いのかなー？」

「まだ剣の動きに意識が行ってる感じだな。相手が突っこんできたら反射的に下がるくらいじゃないと」

「あたし、突っこんでいくのは得意なんだけどね」

「知ってるけどさ。双方の武器が届く間合いなら、やっぱ軽い剣のほうが速いって」

「あ、わかった！」

「ん？」

「この《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》を、エディやラトレイユくらい速く振れるようになれば勝てるわけよ！」

「お、おまえ……それに気づくとは、やはり天才かッ!!」

　エディが驚きよう愕がくの声をあげた。

　アルティーナはドヤ顔して胸を張る。

　横で見ていたバルタザールが、ため息をついた。




　下草を踏みながら、誰かが歩いてくる。

　強い風に、メイド服のスカートを片手で押さえながらやってきたのは、クラリスだった。

「姫さまー」

「あら、クラリス！　もうお昼かしら？」

「お昼は先ほど食べましたよね？」

「えへへ……動いたらお腹が減っちゃって。じゃあ、夕飯でもいいのよ？」

「まだ三時ですわ、姫さま」

「どうして、三時に夕飯が出ないのかしらね？」

「三時は夕方ではありませんから」

「根性ないわね、三時って。まぁ、なんでもいいけど、お腹が減ったわ。お茶にしましょ？」

「……そうですね。手紙も届いておりますし」

「えっ!?」

「レジスさんから」

「それを最初に言いなさいよ！」

　アルティーナが勢いよく立ちあがった。まだ膝ひざが震えているけれど、気合いでシャンとさせる。

　エディも苦笑しつつ立ちあがる。

「んじゃま、今日の稽けい古こは、このへんで」

　バルタザールがうなずいた。

「アルジェンティーナよ……」

「なに？」

「ワシは学びにおいては反復よりも思し索さくこそ重要と思っておる。過去を知り、未来を推測し、今に活かすがよい」

「うん」

「……わかっておるのか？」

「う、うん」

「目を逸そらすでないわ！」

　そう言われても、アルティーナ自身も考えてはいる。ただ、バルタザールには物足りないのだろう。

　考えるのが苦手──と言ってはいられない。

　なにせ、今は代わりに考えてくれる軍師は傍かたわらにいないのだから。
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　要塞の屋上から階段を下りると、見張りの兵士が敬礼した。

　灰色をした岩肌の通路が、松たい明まつの明かりでオレンジ色に照らされている。

　外壁に面した通路を除けば、この要塞は常に地下だ。どれほど外が晴れていても、狭く薄暗い。

　それで兵士たちの気が滅め入いるかというと、そんな暇ひまは与えられていなかった。

　ジェロームがおらずとも、その訓練方法を熟知したエヴラールがいる。アビダルエヴラなど上級士官も、先の連戦を経て以前よりも逞しくなった。

　彼らの指導により、兵士たちは毎日休みなく外へ訓練に出ている。ヴォルクス要塞の兵士九○○○は、今は寄せ集めだが、半年も経たずに精強な部隊となるだろう。

　それと、帝国第四軍が先の戦争で一番の功績を立てたこともあって、配属を希望する者も増えている。どうせ戦うなら勝てる指揮官の部隊がいい──と考えるものだ。

　アルティーナは自分の功績ではなくレジスのお陰だと思っているので、そういった志願者たちに賞しよう賛さんされると、どうにも居い心地ごこちが悪いのだが……

　とにかく、第四軍は先日の戦争で失った戦力を急速に回復し、むしろ増強されつつあった。

　岩肌の通路を誰かが歩いてくる。

　兵士ではなかった。

　銀色の髪に、緋ひ色いろの瞳ひとみの美しい青年。オーギュスト皇子だった。

　服装は貴族の紳士らしい上品なもので、軍装ではなかった。彼は軍人ではなく、皇族ではあるが、もう継けい承しよう権けんを放棄して若隠居の身である。

　──というのが、表向きの立場だった。

　皇子に扮ふんしているだけで、実は妹のフェリシア皇女だ。本物のオーギュストは一年前に亡くなっていた。

　正体がフェリシアであることは重大な秘密であり、アルティーナの部隊のなかでも、ごく一部しか知らない。当然、兵士たちにも隠していることだった。

　だから、彼女は要塞のなかで、いつも皇子の格好をしている。そして、エディは護衛ということになっていた。

「どうしたんですか、オーギュストさん？」

「エディ、また訓練か……ここのところ、毎日だな」

「ちょうどいい相手が帰ってきたのと、教えてくれる爺さんもいますんで」

　バルタザールが深々と頭を下げた。

「不出来な孫が、いつもお世話になっております」

「い、いや、そんなこと……エディには助けられておる。ただ……その……たまには、わ、私の相手もしてもらおうかと……」

「左さ様ようですか。剣を振るしか能のない男ですが、いかようにもお使いください」

　バルタザールがうなずいた。

　エディが苦笑する。

「あ、もしかして、オーギュストさんも剣の稽古がしたいとか？」

「ぜったいムリ！」

　思わず可愛い声をあげてしまうオーギュスト──フェリシアだった。

　へくしゅ！　とエディがくしゃみをする。

　オーギュストが手にしていた白布を差し出した。

　わざわざ持ってきたらしい。

「汗をかいたままにするからだ。拭ふいてあげるから、その……部屋に戻るがいい」

「このあと、お茶にするかって話してたんだけどなぁ」

「まさか汗をかいたままで？　いくら前線の要塞だからといって、そのような不作法はいかがなものかと思うぞ」

「そうですかね？」

「そら、背中を拭いてあげるから、来るがいい」

「いや……自分で拭けるって」

「そんなこと言って、逃げる気だろう？」

　オーギュストが、エディの腕を抱きしめるように摑んで、連れて行ってしまう。

「いや、逃げないって」

「私が拭いてあげると言うのだ。馬みたいに、ごしごし、と」

「ははは……実際に拭くとなったら恥ずかしがって、ぜんぜん力が入れられないくせに。いっつも、くすぐったいんだよなぁ」

「きょ、今日は大丈夫！」

　そんな話をしながら奥へと姿を消すのだった。

　いつもは引っ込み思案なフェリシアだが、男性に扮しているときには、少し大胆になるようだ。あれが皇子として正しい振る舞いなのかどうかはともかく。

　兵士の間では、オーギュスト皇子とバルザック公こう爵しやくは、ただならぬ関係ではなかろうか、などという噂が流れているのだとか。正体がフェリシアである、と気づかれてしまうよりはマシなのだが。

　バルタザールがため息をついた。

　彼も、オーギュストの正体がフェリシアだと知らない。さぞかし二人のことは奇異に見えているだろう。

「……当家は、孫の代で途絶えるやもしれんな」

「あの調子なら、それは大丈夫じゃないかしら？」

　アルティーナの言葉に、バルタザールが首をかしげた。
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　ヴォルクス要塞、鍛冶工房──

　荷車に箱を山積みにして、屈強な男がやってきた。

　傭兵王の異名を持つ、《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団の団長ギルベルト・シュヴァインツェベルクだ。

　人にん足そくとして働いている。

　大陸に名を轟とどろかせた傭兵だったが、今は捕ほ虜りよの身だ。働かなくては縛り首にされる。彼やその部下たちは、ヴォルクス要塞で荷運びや、清掃や、土木作業といった仕事をしていた。

　ギルベルトが荷車を止める。

「……ここで、いいのか？」

　地鳴りのような重たい声だった。戦場で対たい峙じした敵兵が、恐ろしさのあまり失神したこともある容よう貌ぼうだ。

　しかし、出迎えた鍛冶師は笑みを浮かべる。

「おお、ようやく届いたか！　ご苦労だが、すぐに箱を開けてくれ」

「……わかった」

　ルーエン市から来ている鍛冶師、エンツオ・バルドー・スミスだった。熊のような大柄な男だ。














　ギルベルトを怖がる様子はなかった。べつに怖がられたいわけではないから、言われたように荷車で運んできた木箱を開けていく。

　中に入っていたのは石炭だった。

　しかし、妙にくすんでいる。石炭というのは、もっと艶つやがあって黒光りしているものだった。

「……これは、なんだ？　石炭にしては色が違うが？」

「ほう、よく気づいたな。こいつは、ルーエン市から取り寄せた骸がい炭たんだ」

　エンツオが石の一つを摑んで、手触りや色などで質を確かめた。

　ギルベルトは重ねて尋たずねる。

「骸炭とは？」

「鉄を加工するには炉ろで熱するのは知ってるな？　木炭を燃やしてもいいんだが、温度が足りねえことがある。骸炭を使うと温度が上げられるんだ」

「石炭とは違うのか？」

「ああ、石炭じゃダメだな。温度もそうだが、硫黄いおうが出る。あれは鉄を脆もろくしちまうんだ」

「……この燃料は、よく使われてるものなのか？」

「ベルガリアだと一部の鍛冶師が使うくらいか。ハイブリタニアでは盛んに使われてるって話だ。新鉄鋼は骸炭の高炉がないと加工できないしな」

「なんと!?　では、この燃料があれば新鉄鋼を加工できるのか!?」

「ふーむ……この要塞の炉だと難しいな。人力の鞴ふいごしかねえんだ。新鉄鋼をどうこうしようと思ったら、水車を使った鞴が欲しい。そうなると、もう建てる場所から選ばねえとな」

「……ハイブリタニアの技術は進んでいると思っていたが……ベルガリアもたいしたものだ。ゲルマニアが遅れているだけだったのか」

　ギルベルトはため息をついた。

《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団がハイブリタニア王国についたのは、多額の報酬も魅力だったが──新鉄鋼の武器が提供されるという条件も、大きな理由だった。

　優れた武器は戦場で戦果に直結するし、時代遅れの武器は命を縮める。

　もしも、ゲルマニア連邦で新鉄鋼の武器が作れていたら、ハイブリタニア王国に協力する必要はなかったかもしれない。

　エンツオが首をかしげた。

「さて、どうだろうな？　ゲルマニア連邦に新鉄鋼や新式小銃なんてのはないが、炉を最初に作ったのはゲルマニアだって話だぞ。まだ連邦がない頃だが……あと、服のボタンを考え出したのも連中らしいな」

「それも、ずいぶん昔の話ではないか？」

　返事の代わりに、エンツオは肩をすくめた。

　かつての北方の国々には、先進的な発明があったのかもしれない。

　しかし、小規模な内戦ばかり繰り返しているうち、工業でも農業でも後おくれを取ってしまっていた。

　内戦ばかりの状況が続けば、ゲルマニア連邦全体の勢力は低下していく。傭兵家業には都合がよかったが……

　ただでさえ軍事力に勝るベルガリア帝国が、ハイブリタニア王国のように新鉄鋼の武器や新式小銃で武装したら、今の連邦ではひとたまりもないだろう。

　ここ数年、盟主サンプロイセン王国が勢力を増している。今の王は極めて倹約家で軍事的な手腕に優れていた。

　他の国々を吸収して帝国設立を宣言するのではないか、との噂が広がっている。それは生き残るための有効な手段のひとつだった。

　しかし、当然、連邦に加盟している諸国の王は吸収されるのを受け入れるはずもない。

　統一が先か、滅ぼされるのが先か。

　──俺は傭兵だから、べつに連邦がどうなろうと関係はないが……いや、今は傭兵ですらなく、ただの人足か。

　ギルベルトはため息をついた。

　エンツオが炉の前で手招きする。

「よし、ここに骸炭を持ってきてくれ」

「ああ……」

　ふと作業場を見ると、ベルガリア帝国兵の多くに使われている一般的な長剣が置いてあった。ただし、その輝きはまるで銀で造られているかのようだ。握りの革も見たことがない仕上げだった。

　ギルベルトは思わずその剣を手に取ってしまう。

　馴染む。

　まるで手に吸いつくようだ。

　自分には少し軽すぎるが、初めて持った剣なのに、まるで使い慣れた得え物ものであるかのように安心感があった。




「おい！　貴様、何をしている!?」




　一瞬、その剣の見事さに周りへの注意を怠おこたってしまった。

　気がつけば、見張りの兵が槍を構えている。

　ギルベルトの心臓が脈打った。

　自分が連中から警戒されていることは自覚している。捕虜の人足が剣を持つことの意味も知っていた。

　──迂う闊かつな！　見入って手に取ってしまうとは！

　見張りの大きな声に、何事が起きたかと他の兵士たちも集まってくる。

　どうする？

　目の前にいる兵士は一人だ。間合いは五歩ほど。場所は工房であり、作業台だの工具だのがあるものの戦うには不自由のない広さだ。

　見張りの兵士は、他にも二人ほどいるが、こちらを見ているだけで油断していた。

　問題は、こちらの足を繋いでいる鎖だ。

　荷運びくらいなら問題ないが、剣を振るとなると邪魔になる。剣で槍を相手にするなら素早い接近が重要だが、鎖に足運びを邪魔されていた。

　──突かせて、槍を奪うか。

　雑ぞう兵ひようの刺突ごとき、摑み取るなど造ぞう作さもない。

　眉み間けんを汗が伝い落ちた。

　しかし、部下たちはどうなる？　負傷して、治療を受けている者は？

　おそらく皆殺しにされるだろう。

　衝動的な反逆が成功する可能性は、極めて低かった。

　ギルベルトは、槍を持った兵士と睨にらみ合う。

　緊張を破ったのは──

　エンツオの声だった。

「なにしてる？　早く手伝ってくれ」

「えっ!?」

　思わずギルベルトは戸惑いの声をあげてしまった。

　しかし、気にした様子もなく、エンツオが手招きする。

　見張りの兵が声を荒らげる。

「そいつは傭兵王などの異い名みようを持つ要注意の捕虜です！　勝手に剣を手に取ったのを見ました！　反逆です！」

　エンツオが肩をすくめた。

「あ、あー……そりゃあ、オレが頼んだんでさ。おい、早くその剣を持ってきてくれ。骸炭もだぞ」

　見張りの兵は納得していない様子だ。

「鍛冶師殿、離れてください！　そいつは危険です！」

「どんなに強かろうと、一万人も兵隊のいる要塞の中ですよ？　剣一本でどうします？　見張りの兵隊さんもいらっしゃるじゃありませんか。心配は要いりませんよ。そうでしょう？」

「むむむ……」

　たしかに、剣一本で反逆したところで要塞から脱出はできないだろう。普通に考えたら当然のことだった。

　ギルベルトは指示されたとおり、骸炭の箱のうえに剣を置き、荷車を押した。

　剣も骸炭も炉の近くへ持っていく。

　そんなふうに剣から手を離したこともあって、見張りが槍を下げた。

　集まってきた兵士たちも、何事もなかったらしい、と元の持ち場に戻っていく。

　──助けられたのか？

　もう仕上がっている剣を炉の前に持っていく理由はない。誤解されて槍を向けられたギルベルトを、鍛冶師が助けてくれたのだった。

　言われたとおりに骸炭を炉にくべながら、小さな声で尋ねる。

「……どうして助けたのだ？」

「まぁ、目を見りゃわかるからな」

「目だと？」

「武器に命をかけてきた男は、オレの仕上げた剣を見ると、子供みたいに目をキラキラさせて我を忘れちまうことがある」

　そう言われると羞しゆう恥ちを覚えるが……事実だった。

　たしかに、ギルベルトは彼の剣に魅み入いられたのだ。

「……う、む」

　意味のない言葉をつぶやいてから、自分は礼が言いたかったのだと気づいた。

　エンツオが笑みを浮かべる。

「しかし、オメエさん、ずいぶんと有名人なんだな」

「あんな異名を名乗った覚えはないのだが……」

「どうだった？　オレの仕上げた剣は？」

「……いい剣だ……俺には軽すぎるが」

「まぁ、そうだろうな。いつもは槍を使ってるのか？」

「……それも目を見てわかるのか？」

「いいや、筋肉の付き方だな」

　おしゃべりの間も手を動かして、骸炭を炉にくべ終わった。

「よし、火を強くするぞ。鞴を動かしてくれ」

　言われるがままに箱形の鞴から出ている取っ手を摑み、押したり引いたりすることで炉に空気を送りこむ。

「なかなか上手いじゃねえか。うちの弟子より力があるな」

「……力比べで負けたことはない」

「よしよし、その調子で頼むぜ」

　骸炭運びも鞴を使うのも、普通なら弟子がやる仕事なのだが、兵士が大幅に増えたため、少しでも鍛冶ができる者は鉄を叩いているらしい。

　結果、力がありそうな荷運びが、こうして手伝わされているというわけだ。

　初めは単調でつまらない仕事だと思っていたが、一定の強さの炎になるよう空気を送りこむのは、意外と集中力を要求される。

　しかも、すぐ目の前に、鉄が真っ赤になるような温度の炉があるのだ。すぐ汗だくになった。

　鍛冶師が鉄を熱して、叩く。

　叩いて、また熱する。

《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団にも鍛冶師はいたが、格が違うことはすぐわかった。

　ギルベルトは言われるがままにエンツオを手伝う。

　彼は時間と関係なしに働き続けた。

　その日から、ギルベルトは鍛冶の手伝いに呼ばれることが多くなった。
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　バルタザールとも別れて、アルティーナは自室へと戻ってきた。

　しばらくして、クラリスが紅茶とブリオッシュを持ってやってくる。

　その頃には、エリックも現れた。

　金髪の美青年で、歳もアルティーナとそう変わらない。少し前に十七歳になったらしい。

　彼はアルティーナの護衛官だ。

　しかし、先日の戦争の初戦において負傷して、後遺症を患わずらってしまった。

　左手に力が入らない。

　日常生活であれば問題ないが、大きな盾を持ったり、馬の手た綱づなを引いたりするほどの握力はなかった。

　騎士が馬に乗って戦うときは右手で武器を振るい、左手で手綱を操る。ときには逆に持ち替えることもある。片手が使えないのでは騎兵は勤まらなかった。

　今は負傷兵という扱いになっている。

　アルティーナは彼に椅子を勧めた。

　白くて細い上品な椅子だ。

　ヴォルクス要塞を拠点としてからまだ半年も経っていないが、貴族や商人がなにかと贈り物をしてくるので、ずいぶん華やかになっていた。

　色鮮やかな布やレースが飾られて、花か瓶びんに花が挿してある。

　帝都のように金銀宝石で煌きらびやかに飾ることはしていないが、ゲルマニア連邦のヴァーデン大公国が使っていた頃に比べると、まるで別の部屋のようだった。

　ゲルマニア連邦の人々は必要最小限こそ素晴らしいと考えており、不必要なものを排除する価値観を持っている。部屋を飾り付けするのは恥ずべき行為とされていた。

　アルティーナとて無駄な贅ぜい沢たくは嫌いだ。

　しかし、ほどほどの装飾は心を豊かにすると考えている。人はパンだけでは生きられない。

　側面にタイルを貼りつけた意匠の丸テーブルに、クラリスが茶器を並べた。

「今日は、帝都から新しい茶葉が届きました。海路が回復しつつあるのだとか」

「そうみたいね」

　ベルガリア帝国がハイブリタニア王国の新型戦列艦を手に入れた、という噂が広まっており、輸送船を狙った海賊が近海から離れている。

　海賊といっても、正体はヒスパーニア帝国の海軍だ。連中は軍旗の代わりに海賊旗を掲げ、国を挙げて海賊行為をしていた。

　表向きは無関係と主張しているが、海賊の使っている艦も武器も全てヒスパーニア製で、構成員の大半がヒスパーニア人なのだから、無関係であるはずがない。

　当然、両国の関係は極めて悪化している。

　もしも、ハイブリタニア王国が攻めてきていなかったら、ベルガリア帝国は南西にあるヒスパーニア帝国に侵攻していたかもしれなかった。

　アルティーナは白磁のティーカップを手に取る。薄紅色の液体から、心地ここち好よい香りが漂ただよった。

　クラリスもエリックも椅子に座って、三人で丸テーブルを囲む。

　普通なら、メイドや護衛官が司令官と向かい合って座ったりはしない。壁際や戸口の近くに立っているものだろう。

　しかし、私室ならば他の兵士たちの目もない。ことさら上下関係を見せる必要はないので、アルティーナは二人と友人のように接していた。

　クラリスが手紙を取り出す。

「はい、今日はこちらが届きました。それと木箱です。なんでしょうね？」

　戸口のあたりに、木箱が置いてある。大きさは長剣くらいなら入りそうなほどだ。

　んふふふ～、とクラリスが笑う。

「もしかすると、姫さまへのプレゼント～……かもしれませんよ？」

「まぁ、だとしても、中身は本じゃない？」

　アルティーナは肩をすくめた。

　エリックが困った顔をするものの、否定はしない。

　クラリスがため息をついた。

「レジスさん、ある意味で信用されていますねえ。さて、それじゃあ、お手紙を読ませていただきます」

　蠟ろうを割って封筒を開く。

　テーブルに広げた手紙を三人で覗のぞきこんだ。














「いつもながらレジスさんは文字がお上手ですね……えっと……〝アルティーナへ。今日の帝都は晴れているよ〟」

「ちょっと、クラリス!?　なんで朗読すんの!?」

「あら？　声真似は、けっこう自信があったんですが」

「微妙に話し方が似てるのが、余計にイヤ」

「えっと……〝僕のかわいいアルティーナへ。君と会えない日々がこんなにも苦しいなんて〟」

「そんなこと書いてないでしょ!?」

「創作も必要かと」

「手紙を読むのに創作は必要じゃないわよ！」

　アルティーナとクラリスのやり取りに、エリックが少しだけ笑った。

　怪我のことがわかってから、彼はほとんど笑わない。だから、この場に呼んだことで、少しでも元気づけられたならよかった──とアルティーナは思う。

　エリックは護衛官という立場だが、ただ身を守るだけでなくアルティーナが苦しいときや困ったときに傍らで支えてくれた。彼が負傷したときも、レジスを守ってくれた。大切な仲間だ。

　レジスに最初に出した手紙には、エリックの状況を書いて送った。

　ヴォルクス要塞と帝都の間は、かなり距離があり、手紙が届くのには数日かかるので、しばらくはレジスの手紙は近況報告ばかりだった。

　ラトレイユの幕ばく僚りようになったと知ったときは──正直、アルティーナは泣いた。臨時と念を押されていても心が乱れたものだ。

　しばらくは引きずっていたが、今は落ち着いている。

　毎日、ちゃんとレジスから手紙が来ているから、信じられた。

　そして、往復の日数を考えると、そろそろ最初に送った相談の返事が書いてあるのではないかと思われた。

　手紙の最初は、いつもどおりアルティーナに向けた近況報告だ。

　数日中に帝都を発つらしい。ゲルマニア連邦ランゴバルト王国方面へ向かうのだ。

　この手紙は一週間以上前に出されたものだから、今頃はもう出発して、遠征の途上だろうか。

　帝国第一軍の幕僚で、攻城戦ならば、おそらく敵兵とまみえることはない。

　それでも、少しだけ心配してしまうアルティーナだった。




　二枚目の手紙は、エリックに向けたものだった。

　レジスの言葉が書かれている。

『事情はわかったよ、大変だったね。後遺症の話はいくつも読んだことがある。回復したという記録も多いから、諦める必要はない。ただし、何年もかかるかもしれない』

　エリックも女医から同じような話を聞いていたらしい。

「やっぱり、すぐには治らないんですね……」

　ため息をついた。

　続きを読んでいく。

『馬に乗って戦うのは難しいだろう。護衛官は必ずしも騎兵である必要はないが、騎乗して戦えない者を要職に置いていては、全体の士気に関わる。贔ひい屓きされていると受け取られると、エリック自身にとっても部隊が居心地の悪いものになるだろう』

　なるほど、とアルティーナはうなずいた。

　自分は生まれたときから特別扱いをされてきた。宮廷では物心ついたときから嫉しつ妬との的まとであり、軍隊では士官学校すら出ていないのに最初から司令官にされた。

　そのせいで、普通の者の感情というのが、いまいち理解できていないときがある。

　とくに出世欲だ。

　アルティーナは皇帝になりたいと考えているが、それは帝国を変革するために必要だからだ。漠ばく然ぜんと肩書きを変えたいと、思ったことはなかった。

　しかし、現実には兵士たちは、いろいろな理由で何かを目指している。

　エリックだけを贔屓していると受け取られるのは避けなければならない。実力と成果に見合った待遇がなければ、兵士たちはすぐに熱意を失ってしまうのだった。

　先を読む。

『左手が完治するまで、エリックは護衛官を外れたほうがいいだろう』

「……やはり……それしかありませんよね」

　エリックが肩を落とした。

　アルティーナは手紙を指さす。

「待って。まだ続きがあるわ」

『しかし、彼の気持ち次第だが、もしも軍に残るならば、僕は一つ提案したい。今のところ帝国軍では編制されていないのだけれど、近いうちに主流になる兵種があると思っている。その先駆けとして扱いに習熟し、指導者になってほしい』

「え？」

　エリックが身を乗り出した。

　テーブルに置いた手紙を食い入るように見つめる。

『僕はエリックに帝国における《銃士》の先駆者となってほしい。必要な物は送ったから、木箱を開けてみてくれるかい？』

　エリックが木箱の横にしゃがみこみ、上板に手をかけた。左手の握力がないので開けるのに苦労する。

　軍が輸送に使う木箱は蓋ふたなんてシャレたものは付いていなかった。上側の板を釘で打ってある。

　アルティーナは傍らにしゃがみ、手を添えた。

「任せて」

「そ、そんな、姫様に雑用をさせるなど……!!」

「平気よ。あたし、力はあるから」

　上板を摑んで引っ張ると、メギッと音を立てて数本の釘が抜けた。板がひしゃげてしまったが、もともと消しよう耗もう品ひんだから問題ないだろう。薪まきにするだけのことだ。

「あらら……」

　釘抜きを手にしたクラリスが、肩をすくめる。そういうものを用意してあったなら、最初から出してほしかった。

　箱の中にあったのは、油臭いボロ布に包まれた棒状の何かだった。

　手紙に書いてなかったら、長剣だと思ったことだろう。

　エリックが慎重に布を開いていく。

　息を呑んだ。

　それは、ハイブリタニア王国製の後装式小銃だった。

　一緒に弾薬が入っている。

『鹵ろ獲かくしたなかで状態のいいものを三丁ほど送っておくよ。弾薬はまず百発ほどで、なくなったら追加で用意できると思う。今のところハイブリタニア製のものしかないけれど、いずれは帝国内でも同程度の銃や弾薬が生産できるようになるはずだ。ラトレイユ皇子も開発に積極的だからね。そう遠くない将来──戦場の主役は剣や槍ではなく銃になるだろう。扱いに長たけた人材の確保は急務だ。エリックが前向きに検討してくれることを祈っているよ』

　あとは具体的な小銃の扱い方や、手入れについて書かれていた。

　レジスらしく、小さな文字の細々とした注意がいっぱいで、アルティーナは自分には無理そうだな、と思ってしまう。

「……戦場の主役にねえ？」

　先の会戦で、アルティーナは銃の有用性を嫌になるほど見せつけられた。

　しかし、レジスの策があったとはいえベルガリア帝国は勝ったのだ。

　日々、剣の腕を磨いているアルティーナとしては、なかなか簡単に受け入れられることではなかった。

　エリックはどうだろうか？　彼も幼少の頃から厳しい訓練に耐えて剣技を身に付けたはず。

　急に銃を使えと言われて、納得できるものだろうか。

「エリック、無理はしなくていいからね？」

「……あ、その……無理といいますか……ちょっと驚いてしまって。銃なんて、戦場では最初の威い嚇かくくらいにしか使いません。どうして戦場の主役になるのか……あっ、もちろん、レジスさんのことだから深い考えがあると思うんですが」

　ベルガリア帝国の銃は、撃つまでの手間が大変で、威力も弱い。

　エリックはハイブリタニア軍の戦い方を見ていないので、余計に理解できないのだろう。

　アルティーナはラフレンジュ会戦のことを話して聞かせた。

　帝国第七軍が壊滅的な損害を受けた戦いだ。あの戦いでハイブリタニア王国軍が使っていたのが、まさに目の前にあるこの小銃だった。

「ベルガリア帝国がどれくらい銃を作るかはわからないし、本当に銃が戦場の主役になるのかも、わからないけれど……レジスは戦争が変わるって思ったんでしょうね」

　エリックは真剣な顔をして聞いていた。

「……なるほど……ハイブリタニア王国軍の銃により多大な損害を被こうむった、という話は聞いていましたけど、そんなに一方的だったんですか」

「わかっていれば、もう少しマシな戦い方ができたと思うけどね」

　彼が考えこむ。

「たしかに、ボクには……これしかないのかもしれません……ただ、剣を捨てるというのは……なかなか簡単には決断できませんね」

「両方とも訓練したら？」

「……レジスさんのお話だと、ボクに期待されているのは、たんなる銃兵への転向ではないですよね。新式小銃の指導官に……ということなので」

「そうね」

「中途半端な訓練では、人に教えるほどの技術は身につかないでしょう」

「んー……そうかも？」

　ベルガリア帝国にも前装式の小銃はある。あまり重用はされていないが、銃の扱いに慣れた者は他にいるはずだった。

　彼らは槍を持たせてもあまり活躍できない新兵や農兵だから、銃を持たせているに過ぎない。

　戦場の花形は騎兵。そして、槍兵。次に弓兵だ。砲兵や銃兵は軽んじられていた。

　銃や大砲より、食料を運ばせたほうがいい、と考えている指揮官もいる。

　そのため、ベルガリア帝国には《銃士》という言葉もなかった。銃兵のことをそう呼ぶのはハイブリタニア王国だけだ。

　エリックがつぶやく。

「……ボクがやられた……《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団の兵士は、ショートクロスボウの使い手でした」

「よく覚えてるわ」

　アルティーナは、フランツィスカという名前を忘れたことはなかった。あの夜のことは今でも鮮明に記憶している。

　彼女の動きに翻ほん弄ろうされ、劣勢を強いられた。助けに来てくれたエリックが撃たれ、熱くなって《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》で立たち木きに斬りつけてしまい、壊したのだ。

　──あの戦いは、負けだった。

　先の戦争ではレジスの策により《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団の団長ギルベルトを捕らえることができた。しかし、妹のフランツィスカには逃げられている。

　今頃は、どこにいるのだろうか？

　元々ゲルマニア連邦の傭兵団らしいから、国に帰ったか。あるいは、兄を助けるためにヴォルクス要塞の近くに来ているか。

　エリックにとっても、フランツィスカは忘れられない存在であるようだった。

「……あの傭兵は、どれほど接近されようと、ショートクロスボウだけで戦っていました。あれくらいにならないと、指導官なんて言えませんよね。レジスさんが、〝銃が戦場の主役になる〟と考えているなら、銃の先端に刃を付けて戦うようなものは考えていないはずです」

「そうね、銃剣って結局は槍よね」

　ベルガリア帝国の銃は、再さい装そう塡てんに手間がかかる。そのため、最初の一発を撃ったら、銃の先端に刃を付けて槍のように使って戦った。その刃を銃剣という。

「もちろん、兵士なら剣も使えるのが当然だとは思いますけど……ボクに期待されてるのは、きっと銃を撃って戦うことなんだと思うんです」

「中途半端はよくないわね」

「撃ったあとに槍として使うなら、今の銃と変わらないですからね」

　戦場の主役とは言えない。

　しかし、これまで剣や槍が有用とされてきた戦場で、本当に銃が活躍できるのか。

　エリックは箱の中に横たわる鉄の塊を見つめる。

「……ボクは……」

「ん？」

「レジスさんを信じようと思います」

「エリック、本当にいいの？」

「……姫様のお役に立てるかどうかはわかりませんが……精一杯、この新しい銃を使いこなせるよう努力します」

　彼は箱の中から銃を摑みあげた。

　アルティーナはうなずく。

「わかったわ、エリック。あなたがどんな武器を使っていようと、あたしは頼りにしてるから」

「……姫様……もったいないお言葉です。ボクは、必ずや姫様をお守りいたします」




　この日、この場所で、ベルガリア帝国において初の《銃士》が誕生した。




　いくつかの偶然が重なったこの出来事は、帝国における銃の普及に大きく影響することとなる。

　ハイブリタニア王国の新式小銃は、多大な戦果をあげつつも最終的には敗北したため、他国は銃の導入に慎重になった。

　しかし、帝国においては、全く別の評価を受ける。

　というのも、アルティーナ本人は全く無自覚だったが、彼女は救国の英雄であり、その動向は多くの軍人や貴族から関心を寄せられていたのだ。

　そんな彼女が、身辺警護に銃士を採用した。

　新式小銃は〝皇女を守る名誉ある武器〟として、地位のある人々に広く望まれることとなる。

　そうして、他国に先んじて新式小銃が広まったことは、ベルガリア帝国の運命を大きく変えていくのだった。












　夜の風が、窓を叩く。

　グレボヴァール市から五Liリユー（二二㎞）離れた山中だった。

　初夏の森はうっそうと葉が繁り、視界は悪い。まるで神話に出てくる森の民シヤーマンにでもなったかのようだ。

　彼らは、木と土と水と風の精霊と交信し、妖精たちと暮らすという。

　月の光すら届かない森の中にいると、そんな存在が現れるのではないか、という不思議な気持ちにさせられた。

　帝都とグレボヴァール市の間には、しっかりと街道が通っている。

　だから、第一軍は街道に陣を張っているのだが、見通しのいい場所に本陣を置くと、敵側の偵察に簡単に見つかってしまう。

　本陣の場所を知られたら、少人数による奇襲を受ける危険性があった。そのため、今は森の中に本陣を置いている。

　相手にとって不慣れな土地ではあるが、敵軍は一度、この第一軍に対して本陣奇襲を成功させていた。油断はできない。

　レジスが使っているのは、ごく一般的な上級士官用のテントだった。湿った土のうえに板を敷き、そこに折りたたみ式の机と椅子とベッドを並べて、周囲を陣幕で覆おおっている。

　多くの兵士たちは、地面に布を敷いて寝ていた。身体に掛ける布があればマシなほうだろう。

　テントを用意するほど好待遇な上級士官が一人増えると、荷運びが一○○人は必要になると計算された。その荷運びのための食料などを運ぶ荷運びも必要になる。

　ちなみに、このテントには屋根がない。雨が降ったらずぶ濡ぬれだ。

　ベルガリア帝国の北部は雨が少なく、降ってもすぐ晴れ、空気が乾燥しているから濡れてもすぐ乾く。軍隊が雨を凌しのぐために手間をかけることは希まれだった。司令官であるラトレイユの使うテントくらいだろう。

　もしも平原に広く布陣するなら、第四軍で使っていたような家型のテントを用意することもある。あちらのほうが快適だが、森の中では使えなかった。

　指揮官は事前に布陣する場所を決めておき、それに合ったものを運ばせるのだ。




　テントの入り口となる垂れ幕が、静かに揺らされた。

　レジスは書物から顔をあげる。

「誰かな？」

「……レジス様、わたくしですわ」

「ああ、どうぞ」

「夜分に失礼いたします」

　垂れ幕を押して入ってきたのは、ファンリィーヌ・ウェロニカ・ドゥ・ティラソラヴェルデだった。

　黒髪を腰まで伸ばし、黒いワンピースを腰のところでリボンで縛っている。

　戦地には似つかわしくない貴族の令れい嬢じようなのだが、レジスの護衛官という名目で軍務省から派遣され、こうして遠征にまでついてきていた。

　本来は帝都にいる間だけの〝お目付役〟のはずだったが、なにやら興味を持ったらしく、志願して従軍している。

　彼女はトレーを持っており、焼きたてのパンや珈琲コーヒーが載のっていた。

「……レジス様、今夜も起きてらっしゃるのですね。お節介かもしれませんが、夜食をお持ちしました」

「やあ、いい香りがするね。ありがとう」

「どういたしまして」














　レジスは机のうえの書類を足元の木箱の中へと戻す。二重になっていて、雨に降られても書類が濡れない工夫がしてあった。

　ファンリィーヌが机のうえにトレーを置く。

　パンだけでなく、オレンジと平桃もあった。そして、木製のマグカップに色の濃い珈琲がいれられている。

　レジスは珈琲に口をつける。

　ほどよく熱い液体が、身体を温めてくれ、眠気を払ってくれた。

「美お味いしいよ」

「ふふ……それは、よかったですわ」

「ファンリィーヌさんは家でも自分で夜食を用意したりするのかい？」

「普段はやりませんが……覚えましたの。女なら、旦那さんに出す夜食くらい自分で用意したいと思うものではありませんか」

「貴族の令嬢としては珍しいね。何事も積極的なのは、いいことだと思うよ」

「……ありがとうございます。レジス様は今日も読書ですか？」

「うん。第一軍の幕ばく僚りようになったから、今まで読めなかった資料を読むことができるようになったんだ。今のうちに目を通しておかないとね」

　レジスはパンに手を伸ばした。

　戦地なので堅焼きパンだが、バターが塗ぬってあって美味しい。戦地でバターなんて、贅ぜい沢たくな夜食だ。

「ファンリィーヌさんは言わないんだね。僕が夜通し本を読んでると、みんな早く寝るように言うんだけど」

　オイルランプのオレンジ色の光のなかで、ファンリィーヌが微笑ほほえんだ。

　起伏のある身体が影で強調され、昼よりも艶なまめかしく映る。

「それは、みなさんがレジス様のお身体を心配してのことですわ」

「いや、もちろん、理解してる。感謝もしてる」

「わたくしも、レジス様の健康を願っております。けれども、我が身に替えても成したいと思うこと……あるものではありませんか。それを邪魔するようなことはしたくないのです」

「……なるほど」

　そういう価値観もあるな、とレジスは感心した。

　ただ優しいだけの女性ではない。ファンリィーヌはしっかりとした考えを持っているようだった。

　オレンジを口にする。甘酸っぱくて美味しい。

「ファンリィーヌさんは食べないのかい？」

「わたくしは、そろそろ休ませていただきますから。レジス様、第一軍の方々には、もう慣れましたか？」

「まぁ、仲は悪くないと思うよ……表面的にはね」

「それはようございました。前にお話ししたとき、ずいぶんと心配なさっておいででしたから」

「……たぶん、白狼騎士団の人たちは、快く思ってないだろうね」

「帝都の近くでの小こ競ぜり合あいは、だいぶ話題になっておりました。第一軍の騎士のなかには貴族の子弟もおりましたし」

　そのときの団長も副団長も亡くなっている。

　当然、犠牲は出したくなかったが、ジェローム率いる黒騎兵団は五○○騎で、白狼騎士団は一○○○騎だった。一歩間違えれば壊かい滅めつさせられていたのは、こちらだったわけで、手加減などできなかったのだ。

　現在の白狼騎士団の団長は、新しく登とう庸ようされた者で、レジスに対するわだかまりはない様子だった。

　しかし、あの争いを経験した騎士のなかには恨みを持っている者もいるに違いない。油断はできなかった。

「今のところ、ラトレイユ皇子が幕僚として迎えてくれたから……僕への恨みより、彼への忠誠心が勝っているみたいだけどね」

　あれほど部下を統率できている指揮官をレジスは他に知らなかった。

「ラトレイユ皇子は皇帝に即位されるのですよね？」

「そうなるんじゃないかな。ハイブリタニア王国との戦争が終われば……そして、たぶん、この戦いで終わると思うよ。城じよう塞さい都市に籠ろう城じようしているようだからね」

「……どういうことでしょうか？」

　ファンリィーヌは優秀で、政治にも強いが、軍事には疎うとかった。

　レジスはパンをかじりながら説明する。

「攻城戦は、攻め手が城内に入ったらだいたい終わりだ。そこから逃げ出せる兵の数は、そう多くない。充分な戦力が残らなければ、誰が率いていようと野盗と同じだからね。戦争終結を宣言してもいいだろう」

「なるほど。絶対に勝てるのですか？」

「んー……攻城戦で守る側が勝利するというのは、攻め手の戦力を大きく削そいで、撤てつ退たいに追いこんだときだね」

　あるいは、援軍が来るまで守り切ったときだ。

　ハイブリタニア王国からの援軍はないだろうが、この地で何ヶ月も戦況が膠こう着ちやくしていたら、周辺諸国がベルガリア帝国に攻めてくるだろう。

「堅けん牢ろうな城塞都市だと聞いておりますわ」

「うん、グレボヴァール市はかなり立派な要よう塞さいだね。どうして敵の手に落ちてしまったのか不思議なくらいだよ」

「まだわかっていないのですね」

「いや……脱出してきた者たちから事情は聞けているらしいんだけど……僕は客分だから、まだ知らされてないんだ」

「まあ、失礼だこと」

「明日あたり、作戦会議の場で聞けるんじゃないかな。情報をまとめてもらう立場は初めてだから戸惑うけど、新しい場所では新しいやり方に慣れないとね」

　衝突してまで自分に合わせてもらいたい、とも思わない。

　ただ落ち着かないだけだ。

　ファンリィーヌが別のことを尋たずねてくる。

「……レジス様は、アルジェンティーナ皇女を皇帝に推していると思っておりましたが、ラトレイユ皇子に協力してよかったのですか？」

「まぁ、まずグレボヴァール市の民衆を助けるのが優先だ。それと、ハイブリタニア王国との戦争を早期に終結させることだね。手をこまねいていると、近隣諸国が押し寄せてくるかもしれない。これらは政治闘争と切り離して考えないといけないんだ」

「そうですわね」

「そのうえで、ラトレイユ皇子とアルジェンティーナ皇女の政策が、そこまで大きく違っているのかどうか──見極める必要がある。目的は権力を握ることではなく、ベルガリア帝国の方針を変えることだからね。覇は権けん主義から平和主義へゆるやかに変わっていくのがいいと思う」

「ラトレイユ皇子は典型的な覇権主義者だとお見受けしますが？」

「以前はね。このハイブリタニア王国との戦争は被ひ害がい甚じん大だいだった。そして、戦争は銃の登場で変わっていくだろう。時代は変わるんだよ。皇子の考えも変わってくれるんじゃないかと。って、これは希望でもあるんだけど……」

「変わらなかったら、いかがなさいますか？」

「うーん……難しい質問だね。ラトレイユ皇子が領土拡大のために覇権主義を貫くというのなら、僕は何かしらの手を打たなければならない。でも、その頃には、彼は皇帝になっているだろう」

　このグレボヴァール城塞都市の奪だつ還かん作戦を成功させて、ラトレイユは皇帝に即位するはずだ。

　レジスはため息をついた。

「即位のあとで、どうこうするのは、かなり難しいんだけどね……」

　ファンリィーヌが不思議そうに首をかしげる。

「そういえば、ラトレイユ皇子が即位された場合、アルジェンティーナ皇女は皇こう位い継けい承しよう権けんを失うのですよね？」

「そうだね。皇位継承について法律はないけど、そういう〝仕し来きたり〟になってる。今だと強い発言権を持ってるのは侍じ従じゆう長ちようで、彼は貴族省の出身だ。軍務省と式典省の大臣も歴任している。現役の大臣たちとの繋がりも強い。侍従長が認めないと言えば、有力な大貴族たちも認めないだろう。そういう意味では帝国には、議会的なものは実質的には存在してるわけだね。明文化された法律はないけれど」

「帝国の絶対権力者である皇帝陛下の即位を侍従長が取り仕切るというのは、奇妙な感じもいたしますね」

　ファンリィーヌが声を潜めた。もともと大声で話していたわけではないが、より一層の注意を払う。

　彼女の釈然としない気持ちには、レジスも同感だった。

「先代の皇帝に重用されていたからといって、それが既き得とく権けん益えきになっているのは問題だと思うね。まぁ、それはともかく……第二子の即位により、第四子が継承権を失うという仕来りについてだけど──」

「はい」

「ベルガリア帝国が特殊なだけで、ハイブリタニア王国やヒスパーニア帝国やゲルマニア連邦の加盟国では、たいてい子孫がいなければ兄弟に継承権があるんだ。こんな感じで──」

　レジスは適当な紙に、さらさらと文字を書く。




　皇帝の子孫　→　皇帝の弟　→　弟の子孫　→　次の弟　→　次の弟の子孫……




　しかし、ベルガリア帝国では、皇帝になった者の兄妹の継承権を認めない。




　皇帝の子孫　→　皇帝の弟妹の子孫　→　次の弟妹の子孫……




「どうしてかというと、だいぶ昔に帝国が滅びかねないほどの暗殺劇があってね。要するに、兄弟で殺し合ってしまったんだよ」

「皇族の気質……の問題でしょうか？」

「そうだね。全員ではないけれど、皇族は一いつ騎き当とう千せんの武力を持っていて、不屈の精神力を持ってると思う。それが悪いほうに働いてしまうことがあるのかもしれない」

　レジスは少し昔話をすることにした。
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　記録が曖あい昧まいで、研究者によって意見が異なるが──

　おおよそ、五○○年ほど前、まだ帝都が西方にあり、中央も南部も東部も異国の土地だった頃の時代だ。

　歳の近い三人の皇子がいたらしい。

　彼らは赤せき髪はつ紅こう瞳どうで体格にも恵まれており、『まるで初代皇帝が三人もいるかのよう』と評されたとか。

　戦場においては三人とも甲乙つけがたい活躍を見せ、帝国の版はん図と拡大に大いに貢献したという。

　今の帝都があるあたりに住んでいた異民族を東方に追いやったのは、彼らの時代だ。

　誰が皇帝になってもベルガリア帝国は盤ばん石じやくかと思われた。

　病により時の皇帝が崩ほう御ぎよしたため、当然のように長兄が即位する。彼は弟たちに命令する立場になった。

　しかし、議題があれば異なる意見があるものだ。

　追いやった異民族の反攻や、自然災害による飢き饉きんに対して、皇帝と弟たちの意見は対立してしまう。

　そして、暗殺が起きた。

　第二皇子が皇帝を殺害した──と言われている。証拠はない。

　多くの疑惑を持たれつつも、継承順位に従って第二皇子が新皇帝に即位した。第一皇子が即位してから、わずか半年後のことだったらしい。

　当然、第二皇子も優秀だったから、帝国は揺るがなかった。

　ところが、さらに半年後──

　第三皇子が、第二皇子の弑し逆ぎやくを暴あばいた。

　詳しいことはわかっていない。おそらく、暗殺に関わった者を捕らえたのではないか、と考えられている。

　皇族を裁く法はない。

　司法の判断ではなくて、もはや〝その場で止める者がいなかった〟というだけの話なのだろう。皇帝である第二皇子が、第三皇子により処刑された。

　これで終わればよかった。

　しかし、第三皇子より、第二皇子の子孫のほうが皇位継承に相応ふさわしいと主張する貴族が出てきた。

　第二皇子が亡くなったのなら、その子孫が優先的な継承権を持つ。

　しかし、皇帝を弑逆した第二皇子の即位は無効──というのが仕来りだ。第一皇子が暗殺されたときに遡さかのぼって自分こそが継承するべき、と第三皇子は主張したが……

　第二皇子派たちを黙らせるには、第三皇子の勢力は小さすぎた。

　結局、国を二分する内戦に突入してしまう。

　現在の研究によれば、仕来りとしては第三皇子が正しかったと言われている。

　残念ながら、結果は第二皇子派の勝利に終わった。

　第三皇子は国外へ逃亡して、別の国を興おこしたとも、ひっそり天てん寿じゆを全まつとうしたとも、実は戦場で果てたとも言われている。

　結果として、ベルガリア帝国は優秀な指導者を三人とも失ってしまった。

　大規模な内戦により数々の問題は放置され、異民族による反攻や飢饉で大勢が亡くなった。

　即位した新しい皇帝が若いながらも優秀であったから、帝国は再び力を取り戻すのだが……国家存亡の危機に瀕したのは間違いない。

　第一皇子を暗殺した第二皇子の長男が、新皇帝になったのは事実だ。

　今の皇族はその子孫であり、その気性を受け継いでいる。

　だから、同じ失敗が起きないように〝兄弟は即位した皇帝を支えること〟という仕来りができたらしい──と何冊もの本に書かれていた。
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　レジスは少しぬるくなった珈琲を飲み干した。

「……僕としては、血で全てが決まるという考えには否定的なので、過去の兄弟の争いを持ち出して、それを元に制度を作ることには疑問を覚えるけどね」

「そんな故事からの仕来りだったのですね」

「まぁ、皇帝に子供がいれば、いずれにしても兄弟より子供が優先されるから、そこは他国と変わらないよ」

「あ、そういえば……失礼ながら、ラトレイユ皇子が皇帝になったあとも子供を作らず、そのまま崩御された場合は、どうなるのですか？　アルジェンティーナ皇女の子供が？」

「んー……オーギュスト皇子の子供が生まれれば、第一継承権が与えられるね。それまでは、皇帝が空位になって、過去には皇帝の母親が代理を務めたこともある。今だと、ラトレイユ皇子の母親──つまり、皇こう后ごう陛へい下かだ」

「母親!?」

「即位じゃなくて、代理だよ？」

「そんなことがあったのですね……」

「今の帝国は一○○万人を越える大国だけど、三○○年以上前はずっと少なかったし、そのくせ戦争ばかりしてたから、負け戦でうっかり皇帝も皇子も討たれたりね。皇族に連なる者の子供が生まれたら、それがまた皇帝になって……」

「よく続いておりますね」

「はは……赤髪紅瞳の子孫が生まれているから、きっと初代皇帝の血は受け継がれているんだろうけど」

　ふむー、とファンリィーヌが思案する。

「あ……だとすると、ハイブリタニア王国は、今回の戦争でマーガレット女王が討たれたりしたら、その姉妹が新女王に？」

「うん、あちらの国には議会があって、継承権についても明文化されてる。ファンリィーヌさんの言うとおり、マーガレット女王が崩御した場合、従妹いとこのエリザベス王女が継承するんじゃないかな？　実の姉妹はいないし……いや、そもそも、ハイブリタニアの議会は国王廃位の権利を持ってるか。ベルガリア帝国との今後を考えて、マーガレット女王が生きていても廃位させる可能性があるね」

「変わりそうですね。エリザベス王女は、どんな方かしら？　もう戦争なんてないといいのですけれど……」

「公おおやけの場に姿を見せたことはないんじゃなかったかな。まだ十六歳で、ハイブリタニアでは成人してない扱いだから」

「そうですか」

「誰が女王をやるにせよ、あの国は大変だよ。ベルガリア帝国は戦後賠ばい償しようを要求するだろうから。和わ睦ぼくの条件を呑むなら、多額の賠償金か、先進的な工業技術の提供か……拒否するなら戦争になるかな？　僕は侵攻には反対だけど……ラトレイユ皇子はどう考えるかわからない」

　ファンリィーヌがうなずいた。

「そのとき、殿下がどう決断するかが、レジス様の関心事なのですね？」

「まぁ……そうだね……僕としては、ラトレイユ皇子が平和的な外交を模も索さくしてくれることを期待してるんだけど……」

「もしも、ラトレイユ皇子が即位したあと、覇権主義を貫いた場合は、どうなさるおつもりですの？」

　彼女の瞳ひとみに、オイルランプの灯りが映った。オレンジ色の炎が、黒色の瞳のなかで躍おどっている。

　レジスは手をこまねいて、この事態を招いてしまった。

　ラトレイユの即位は阻止できないだろう。

　彼が新皇帝となって、さらに戦線を拡大していくとしたら……？

「……そのとき、僕は……やれることをやるよ。もう傍ぼう観かんはしない。具体的なことを言えなくて、申し訳ないけれど」

「……いいえ。わたくしこそ女が政治のことを訊くなど、お恥ずかしいかぎりです」

「ファンリィーヌさんと話して、頭の中が整理できたよ。ありがとう」

「ふふ……読書の邪魔をしてしまいましたね。そろそろ休ませていただきます。レジス様、また明日」

「ああ、おやすみ」

　彼女は深々とお辞儀すると、テントから出て行った。




　レジスはため息をつく。

　──もしかすると、自分は五○○年前の兄弟の争いを再現することになってしまうのかもしれない。

　ベルガリア帝国史に残る極めて悲惨な出来事だ。

　五○○年後の歴史書には、大罪人として自分の名前が載るかもしれない。

「……願わくば……争わずに済むといいのだけれどね」

　兄妹の争いなど見たくはない。

　自分が軍師として役立つ機会など、永遠になければいい。ずっと〝役立たず〟と罵ののしられながら本を読んでいたい。そんなふうに考えるレジスだった。
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　帝国歴八五一年七月五日──

　昼過ぎ。

　ベルガリア帝国第一軍は、ハイブリタニア王国とランゴバルト王国の連合軍に占領されたグレボヴァール城塞都市まで六○Arアルパン（四二八七ｍ）の距離へと迫った。

　大砲は届かないが、山道の先には緑の草原に灰色の城壁が見えている。

　人並み外れた視力の持ち主であれば、ハイブリタニア軍とランゴバルト軍の旗を見つけることもできた。

　情報通り、占領されているようだ。

　レジスは昼食を済ませた後、本陣のほうへと歩いた。

　帝国第一軍の兵士たちは、どの兵士も鍛きたえられており、しかも粗野なところがない。数日の遠征を感じさせないほど規律が保たれている。裸同然でうろつくような者はいないし、博ばく打ちやケンカは見かけなかった。

　武器の手入れをしたり、訓練をしたり、仮眠を取ったり……

　極めて士気が高い。

　前にレジスが帝都で対たい峙じしたときには奢おごりや油断が感じられた。

　しかし、先日のハイブリタニア王国との戦いで大きな損害を出したせいだろうか、いい意味で緊張感があった。




　設営された作戦会議室に入る。屋根のある円形の大型テントで、中には円形のテーブルがあった。

　ただし、椅子はない。

　会議は立って行うようだ。

　指定された時間に入ったつもりだったが──

　中には一人しかいなかった。

　軽けい装そう鎧よろいをつけたラトレイユだ。

　レジスは慌てて懐中時計を取り出す。

「す、すみません、時間を間違えましたか!?」

「いいや、指定した十三時の五分前だ……全く問題ない」

「他の方々が、いらっしゃらないようですが……？」

「うむ、他の者たちには、会議を十四時から始めると伝えてあるのでな」

　いつもと様子が違う。

　大型テントの中でラトレイユと二人きりでいると、妙な焦燥感を覚えた。

　もしかすると、なにか気に障って、ここで始末されるのではないか。

　いいや、ここまでの働きっぷりを考えると、役立たずとして帝都に追い返されるのかもしれない。

　よく考えると、本ばかり読んでいた気がする。

　斬首か、幕僚失格か……？

　ラトレイユがテーブルに手をついた。

「レジス殿は、まだ部隊に馴な染じめておらぬようだ」

「……失格のほうか」

「ん？」

「あ、いや、えっと……僕の働きが、ご期待に添そえていないようですね？」

「はっきり言えば、そうなるな。卿けいはル・リュセの丘では、淀よどみなく意見を述べていたが最近の会議では話を聞いているばかりだ」

「……それは……とくに意見を挟む必要もないほど、滞とどこおりなく運営されていましたので」

「俺としては、周りの者に遠慮しているのかもしれぬ、と考えた」

「ご心配をおかけして申し訳ありません」

「そこで、会議に先んじて、レジス殿の意見を聞いておこうと思ってな」

「……はい」

「これを見てもらおうか」

　テーブルのうえに地図が広げられる。

　まだインクの臭いがした。

　どうやら、得られたばかりの情報が記入されているようだ。

　城塞都市グレボヴァールは、険しい山を越えた先にある地方都市で、丘陵の底にある。

　谷底というほど左右の土地が切り立ってはいないが、馬車が苦労するほどの斜面ではある。山間の盆地にある街だった。

　この立地のおかげで、風車を回す風と、川を流れる水が途絶えたことがない。

　いつも南西から流れてくる山風が、北東へと抜けていく。

　そして、大きな川も同じように流れていた。戦列艦が浮かべられそうなほど川幅が広く、水底も深い。この川はゲルマニア連邦を横切って、西の海へと続いていた。

　流れも速いので、ここを泳いで対岸まで渡れるのは、よほど泳ぎが得意な者だけだろう。

　ベルガリア帝国の内陸部は雨が少なく、これだけ水量のある川は貴重だ。

　ゲルマニア連邦ランゴバルト王国に対する備えというだけでなく、この潤じゆん沢たくな水を使った産業もグレボヴァール市の特徴だった。

　大山の南側にあるモルドル市と並んで、製紙、製鉄において国内でも有数の生産量を誇る。そして、優れた品質のブドウも有名だった。

　この北方戦線の要よう衝しように、ベルガリア帝国はビュスロウ中将率いる第三軍を駐留させていた。

　しかし、ビュスロウ中将はハイブリタニア王国との戦争で戦死。

　第三軍は戦力の半数以上を失っていた。

　それでも、守備隊には一万以上の兵士が残っていたはずだが、陥かん落らくした今となっては捕ほ虜りよになっているか、討たれたか。とにかく戦力としては数えられなかった。

　ふむふむ……とレジスは地図を見つめる。














　ラトレイユが地図を指さしながら、敵軍の配置などを説明していった。

「偵察によれば、ハイブリタニア王国とランゴバルト王国の連合軍は大半が要よう塞さい部ぶにいるようだ。その数は三～四万と予想される」

「攻城戦なのに攻め手のほうが数が少ないというのは、かなり厳しいですね」

「もとより、まともな作戦ではない。だからこそ、卿を呼んだのだ」

「いや……それは……」

　レジスは冷や汗をかいた。

　今さら言っても仕方ないが、あらゆる不利を覆くつがえす魔法なんて存在しない。

　あれこれと考えて用意はしてきているが、それが役立つかはわからなかった。

　ラトレイユが左目を閉じ、右目で睨にらみつけてくる。

「そのために、工作兵を五万も連れてきたのであろう？」

「ええ、そうですね……情報どおりの地形なので、役に立ってくれると思います」

　工作兵といっても、彼らは兵隊ではない。

　帝都周辺で集めた人足で、半数以上は今回の戦争で家や農地や財産を失った難民だった。

　この遠征に参加すれば、報酬が支払われる。それは、本人と街に残した家族がしばらく生活できるだけの金額だった。

　働き手を出せない家族については、また別に支援が必要だが。

　とにかく、戦災者の救済措置も兼ねた策だった。

　レジスは地図を指さす。

「グレボヴァール市の市民は、ここに？」

　要塞の南方に広がっている街の部分だ。円形の城壁を持つ要塞に対して、直線的な壁に守られている。

　城壁は円形が優れている、とされていた。

　角があると、そこが二つの方向から集中攻撃を受けるからだ。

　しかし、円形の壁は街を作るときには使いにくさがある。そのため、要塞部分は円形の壁にして、街部分は直線的な壁にしたのだろう。

　さらに街の西側に拡張された部分がある。これは製鉄が盛んになったときに建設された部分で、それ関係の建物が多いらしい。

　その拡張された街をラトレイユが指さした。

「街から脱走してきた者によれば、市民はこの製鉄街に押し込められており、大きい街のほうは兵士たちが使っているようだ」

「脱走できた者が!?」

「うむ」

「それは、隠し通路かなにかあるんでしょうか？」

「いや……壁の補修を命じられた人足が、川に飛びこみ、そのまま川上へ泳いで逃げたそうだ」

「あの川を!?　ずいぶんと泳ぎの達者な人ですね！」

「ああ、他の者には、そうそう真ま似ねできぬであろうな。精強をもって鳴る第一軍にも、それだけの者が何人いるか……」

「少しはいるわけですか？」

「無論のことだ」

　さすが、帝国の精鋭を集めた部隊だ。

「捕虜の場所はわかりますか？」

「市民と一緒にはされていない。要塞か街か……」

「普通に考えたら、街でしょうね？」

「で、あろうな」

　要塞さえ陥落しなければ敵軍に負けはない。なにかの手違いで捕虜が反逆しても、壁を挟んでいれば大きな問題にはならなかった。

　それと、広さの問題もある。

　グレボヴァールの要塞に三万の兵士を常駐させると、それだけで寝泊まりする場所はいっぱいだ。井戸や竈かまどの数も足りない。

　捕虜は街のほうで、どこかに閉じこめられている可能性が高かった。

「……皆殺しにされていなければ、な」

　ラトレイユのつぶやきに、レジスは暗あん澹たんたる思いでうなずく。

　これは戦争だ。

　敵軍に捕まった兵士が、生かされているかどうかは、相手の事情しだいだった。

　レジスは尋ねる。

「グレボヴァールが陥落した経緯は、わかりましたか？」

「うむ、陥落したときに脱出できた兵士もいたのでな」

　ラトレイユによって、グレボヴァールが陥落したときの様子が語られた。
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　帝国歴八五一年六月十一日──

　夕暮れのことだった。

　南側、ベルガリア帝国領の広がる側の見張りが、山やま間あいから走ってくる一団を見つけた。

　山の影が落ちていて判然としなかったが、旗は赤地に黄金色の太陽だ。

　このグレボヴァール城塞都市に掲げられているのと同じ帝国第三軍の旗だった。

　つまり、第三軍の仲間が走ってくる。

「ビュスロウ中将だ！」

　見張りは叫んだ。

　さらに別の者が指した。

「追われてる！」

　山間から、第三軍を追う一団が姿を現していた。

　守備隊はハイブリタニア王国軍の旗を見たことはなかったが、伝え聞いての知識はあった。

　旗には白地に赤線が二本入っている。

　ハイブリタニア軍は発砲し、逃げている第三軍の最後尾では撃たれて倒れる者もいたという。

　要塞守備隊を預かる司令官は、ただちに迎撃部隊を出撃させた。

　それと、街の門を閉ざして、万が一、迎撃部隊が突破されたとしても敵を街に入れないようにする。

　全く問題のない模範的な対応だ。

　日々の訓練どおり、兵士たちも迅速に行動した。

　迎撃部隊は、逃げてきた第三軍の仲間をかばうように布陣する。

　追いかけてきたハイブリタニア軍は一万近く。すぐに出撃できた迎撃部隊は三○○○程度で、まともに戦えば敗北は必至だった。

　さらに、逆の北方に、ランゴバルト王国の部隊まで現れた。

　一刻の猶ゆう予よもない。

　逃げてきた第三軍を早く要塞に入れなくては……

　しかも、門の前まで来たその部隊の者が、「ビュスロウ中将が負傷された！　早く開門しろ！　軍医を呼べ！」と怒鳴ったという。

　帝国軍の軍規に従えば、友軍に見えても要塞に招き入れる前には、身元の確認が必要となる。

　この場合は、要塞守備隊の司令官が、ビュスロウ中将か幕僚の存在を確認しなければならなかった。

　司令官は『開門待て』の命令を下すべきだった。

　しかし、彼は通常通りの手続きを踏もうと門の窓へ向かったという。その間、ずっと門の外にいる兵士が「早く開門を！　軍医を！」と叫び続ける。

　迎撃部隊がハイブリタニア王国軍から銃撃を受けて、無視できない損害を出す。

　さらに、ランゴバルト王国軍が迫る。

　このときの状況は、正確には判明していない。

　しっかりと確認をする前に、門を開けてしまったのは確かだった。

　切迫した雰囲気に流されて門兵が独断で開門してしまったのか。あるいは、司令官が命令してしまったのか。

　とにかく、逃げてきた部隊を入れるため、門が開いた。

　偽物の第三軍は旗を投げ捨て、槍やりを構えて突撃してきたという。

　ハイブリタニア王国軍の兵士が偽ぎ装そうしていたのだ！

　要塞西側の門が制圧されるのに、そう時間はかからなかった。

　三○○○ばかりで出撃した迎撃部隊は、要塞の混乱により増援も支援もなくハイブリタニア軍に殲せん滅めつされてしまう。

　そして、北門も制圧されて二万のランゴバルト王国軍が突入してきたところで、一部で抵抗していた守備隊も、白旗を揚げたのだった。

　この報告をした兵士は西側城壁の守備兵で、要塞内で白旗があがったのを見たところで剣も鎧も捨てて川に飛びこみ、やはり泳いで逃げたという。
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　レジスは額に指先をあてる。

「うーん……その判断が、理解できないわけではありませんが……」

「下らない手に引っかかったものだ、とも言えるが……要塞守備隊を欺あざむくために味方の部隊に発砲するとは、尋常ではないな」

「兵士数名と引き替えに、敵軍を欺けるなら、という計算でしょうけど。まともな軍隊のやることではありませんね」

「あのように非道な命令を出したら、兵士たちの忠誠心を失うと思うのだがな？」

「……そうですね……まぁ、兵を動かすのは忠誠心ばかりではない、ということでしょうか」

「いかにも、あの男のやりそうな手ではあるが……」

「オズワルド・クルサード大佐ですか」

「うむ」

　ラトレイユが苦々しげにうなずいた。

　彼もボネイル要塞で、悪あく辣らつな手にかかって大きな損害を被っている。

　火か薬やく樽だるの中に兵士を潜ひそませ、外からの合図で火を付けさせたのだ。当然、火を付けた者は跡形もなく吹き飛んだだろう。

　ハイブリタニア王国軍の実質的な司令官であるオズワルドは、そうした味方を犠牲にするような策を好んで使っているようだった。

「敵軍は知っていたのでしょうか？　第三軍の将兵にとって、ビュスロウ中将の求心力は、よほど高かったはず。それを利用されたわけですが……」

「ふむ……帝都攻略が成らず、陸の退路も断たれた場合に、グレボヴァールを攻略することは考えの内だったのかもしれぬな」

　レジスもあれこれ用意しておくほうだが……本当にグレボヴァール攻略の準備をしていたなら、恐ろしいほどだ。

　ランゴバルト王国の協力が得られるのなら、ここを攻略せずに、川を下って海に出て、帰国するほうが妥当なはず。

　あるいは、馬で運んでもらってもいい。ランゴバルト王国は馬の生産が盛んで、騎兵が優れていることで有名だった。

　レジスは推測する──ハイブリタニアがグレボヴァールを攻めたのは、新女王の気まぐれなのではないか？

　それくらい、彼らがグレボヴァールを攻略する意味が見いだせない。

　しかし、今聞いた話からすると、オズワルドはグレボヴァール攻略のために充分な下準備をしていたように思える。女王の気まぐれさえ予想していたのか。

　あるいは、なにかしら意味のある作戦行動なのか。

「……わからないな」

「なんのことだ、レジス殿？」

「あ、いえ……オズワルド・クルサード大佐が何を考えているのか、どういう性格なのか、ちょっと見えてこなくてですね」

「会ったこともない敵だ。当然のことではないのか？」

「うーん……本を読めば作者の性格がわかるように、策を見れば指揮官の性格が読めるものなんですけど……手強いです」

「そういうものか？」

　ラトレイユは懐かい疑ぎ的てきなようだった。

　レジスとしては、それほど妙なことは言っていないつもりだったが、彼はそういう物の見方はしないようだ。

　まして、オズワルドの考えが読めないのだから、説得力はないだろう。

　──なにが目的なんだろう？

　味方の兵士を生いけ贄にえにするような策は悪辣ではあるが、実直な性格のベルガリア帝国軍人には効果的だった。彼は頭がいい。局所的な戦術では非常に優れている。

　にもかかわらず、大局的な戦略においては、あまりに無む謀ぼうなことを繰り返していた。まるで自分から窮きゆう地ちに飛びこんでいるかのようだ。

　戦争による経済の活性化をするにしても、わざわざ近隣諸国のなかで最大最強を誇るベルガリア帝国に挑む必要はなかった。

　たしかに、新式小銃を活かした戦術は見事だったが、本当に三万程度の軍勢で帝都に到達できると思っていたのだろうか。

　堅けん牢ろうなグレボヴァールを瞬く間に攻略した手腕は素晴らしいが、本来ならば撤退すべき戦況だ。

　たしかに、あの要塞を堅守できれば、ベルガリア帝国の評価を地に落とし、周辺諸国の挙兵によって形勢を逆転できる可能性はある。

　そうさせないために、レジスは全力を尽くすつもりだが……

　あるいは、捕虜を使って、自分たちがハイブリタニアに帰国するまで手出ししないよう交渉してくるだろうか？

　ラトレイユが交渉に乗る可能性は低いと思われた。帝国軍にこれだけの損害を与えた敵国の指導者を捕虜と引き替えに逃がすというのは考えにくい。

　うーん、とレジスはうなった。

　ラトレイユがため息まじりにこぼす。

「……ビュスロウは守備隊司令官の人選を誤ったな。たとえ、上官の命が危うかろうと、敵の策の恐れがあるからには要塞の守備を優先すべきだ。そういう者を選ばなくてはならなかった」

「そうですね。時間をかけずに確認を取る方法もあったと思いますし……」

「ほう？」

「例えば、迎撃部隊と一緒に、中将や副官の顔を知る者を門の前に待たせてもよかった。敵兵だった場合は命がありませんが、要塞が落とされるよりは死者が少ないでしょう」

「妥当な策だ」

「冷静に考えれば、すぐに思いついたでしょうけど、焦ってしまったのでしょうね」

「で、あろうな」

　レジスは地図にある都市の部分を指でつつく。

「まずは市民の救出ですね。ある程度の被害はあるでしょうけど、大勢の人質がいるのでは兵士たちも戦いにくいですから」

「占領された都市の住民は殺されたものとして考えるのが、常道ではないか？」

「そういうことは、せめて助ける努力をしてから言っていただきませんと」

　ラトレイユが一瞬だけ驚いた顔をした。

　それから、腕を組んで、しばらく目を閉じて考える。

「……むろん……俺とて無む為いに民を失うことを快くは思わぬがな」

「はい」

「レジス殿には案があるのか？」

　彼が右目だけを開けて、そう尋ねてきた。

　顎あごに手を当ててレジスは少し考える。

「うーん……」

「さしもの名軍師といえど、そう簡単には思いつかぬか」

　思わずレジスは噴き出しそうになった。

「め、名軍師ですか……？」

「卿の実績であれば、そう評されるのに不思議はなかろう」

「いや、僕は知っているだけですよ。あの街から市民を救出する方法は、いくつかあります」

「いくつか、だと!?」

「どれがいいか迷っていただけで……」

　ラトレイユが目を見張った。

　レジスは頭を掻かく。

「その……本に書いてあったことを知っているだけなんですが……」

「俺も兵法書は多く読むが、そのような策が書かれたものは知らぬ。いったいどこの国の本だ？」

「いや、あまり宮廷にはないような本だと思うんですが……」

　レジスが好んで読んでいるのは娯楽小説や戯ぎ曲きよくや随ずい筆ひつといった創作だった。文字さえあれば何でも読んでしまう癖を持っているが、やはり新しい発想があるもののほうが面白いと感じるのだ。

　ラトレイユの副官のジェルマンが、そうした娯楽を帝国にとって不要なもの、と断じていたくらいだから、おそらくラトレイユも読まないのだろう。

　彼の書斎の本棚にも、レジスが好むような本は置かれていなかった。

　──まぁ、次期皇帝といわれる皇子の本棚に、例えば『悪役たちの物語』が置いてあったら、ちょっと不安になる。『食糧』と書かれた箱に、女の子が入っているようなストーリーだ。

　なんとも身の毛がよだつ。

「えっと……僕の知識の出所はともかく、提案できる策はあります」

「うむ、それでは具体的なことは、皆が来てから聞くとしよう」

「わかりました」

　そろそろ、他の者たちが来る時間になるか。

　ラトレイユが苦笑する。

「ふっ……やはり、レジス殿は他の者たちとは違っているな」

「僕が知ってるのは、もう広まっている知識ばかりですよ」

「いや、策のことではない。俺は総そう督とくで皇子で剣にも長けている。従う者は多いが、意見してくる者は少なくてな」

「え？　僕、なにか失礼なことを言いましたか？」

「ふふ……先ほど、俺が〝占領された都市の住民は殺されたものとして考える〟と言ったとき、〝せめて助ける努力をしてから言え〟と言ったではないか」

「そ、それは……」

　レジスはたじろいでしまう。

　たしかに、不ふ遜そんな物言いだったか。

「卿が有能なのはわかる。しかし、なぜアルジェンティーナは礼節をないがしろにし、無ぶ礼れいを許すのか……と愚おろかしく思えたこともある。こうして話してみると、わからないでもない」

「えっと……」

　レジスは怒られているのか、褒ほめられているのかわからず、曖昧にうなずいた。

　礼節についての話なら、間違いなく咎とがめられているのだろう。

　しかし、ラトレイユは初めて見るくらい穏やかな表情で笑っていた。

「この立場になると、誰も俺に説教などせぬ」

「あ、いや、説教だなんて……」

「よい、レジス殿の言は正しい。困難であろうというだけで努力を放棄するなど、批判されるべき怠たい惰だだ。諫いさめてくれたこと、深く感謝する」

「うーん、作戦が失敗したら、無理をしないという判断が正しかった──ということになりそうですが……？」

　ラトレイユが首を横に振った。

「司令官はあらゆる可能性を検討しなくてはならない。しかし、どうも俺は結論を急ぎすぎるようだ。これからも、拙せつ速そくを戒いましめてくれ」

「は、はい」












　グレボヴァール城じよう塞さい都市──

　中庭の池は川から引いてきた水で、淀よどまぬように流れが作られており、空気を冷たいものへと変えている。

　庭に面したテラスには、強い日差しを遮さえぎるように庇ひさしが付けられ、寝そべるようにして使う浅い角度の椅子が並べてあった。

　粗い網目織りの布張りで、風通しがいい。

　七月の暑さを忘れるような快適な場所だった。

　その椅子のうえに寝そべって、絹のドレスを纏まとった女性が果物を口にする。

「ふふ……やっぱり、ベルガリアの城はいいわねぇ」

　ハイブリタニア女王マーガレット・スティルアートだった。

　傍かたわらには、メイドがワイングラスを持っている。これは占領したベルガリア人の使用人だった。

　他にもワインのボトルを持っている者や、他の果物を持っている者など、マーガレットの意のままに提供するべく控えている。

　唯一、この場にいる男性は、椅子から数歩ぶん離れたテラスの入口付近に立っていた。

　白い軍服を着て、腰には細い片刃の長剣を提さげている。

　参さん謀ぼうのオズワルド・クルサード大佐だった。

「輝けるマーガレット女王陛下におかれましては、このグレボヴァールの城がお気に召されたようで大変ようございました」

「ええ、今頃はル・ブラヌ宮殿かと思っていたのに、こんな北の端の山奥の城だなんて、滑こつ稽けいよね。ままならないわ。まったく希望が叶わなかったわ。わたくしの意にそぐわない、というのが唯一この城で気に入っているところよ？」

「……申し訳もございません。小官の力不足にて」

　オズワルドは深々と頭を下げる。

　ハイブリタニア軍は帝都ヴェルセイユの目前までは迫った。

　しかし、届くはずだった補給の代わりに、部隊全滅の報がもたらされ、さらに第四軍が背後に迫っているという。

　オズワルドは比ひ喩ゆではなく死刑を覚悟して撤てつ退たいを具ぐ申しんしたのだった。

　マーガレット女王は今まで見たことがないほど爆笑し、大喜びする子供のようにはしゃいだ。

　彼女は戦争を暇ひま潰つぶしでやっている。

　ハイブリタニア王国の繁栄も、ベルガリア帝国の豪華な建物も財宝も、なにもかもがどうでもいいのだろう。恵まれた家柄と、恵まれた容姿と、恵まれた能力と……全てを手にしてしまった彼女は生きることに飽きて、退屈だけを倦あぐんでいた。

　マーガレットが椅子のうえで身をよじる。

　ドレスが崩れて白い太ふと股ももが露あらわになった。

「はぁ……ベルガリアはまだ攻めてこないのかしら？　バカンスにしては長すぎないかしら？」

「昼に敵軍は三マイル先へと布陣いたしました。兵は二万ばかりと少なく、工作兵を多く連れているという情報もあります。なにかしら用意してから攻めてくるかと」

「ふふふ……楽しみねえ？」

「偉大なるマーガレット女王陛下に御心配をおかけすることは起こらないかと存じます。どうぞ、健すこやかにお過ごし下さいませ」

「退屈で死んでしまいそうよ？」

「それでは、演奏隊を呼びましょう」

「もう一○○回は聞いたわ」

「珍しいワインもございますれば……」

「どれも大差ないわ。美お味いしくてつまらないもの」

「捕ほ虜りよの拳闘など野や趣しゆでありますが……」

「どっちが死のうと興味ないわ」

「では、一方は小官めが」

「それもつまらないわ。貴方は誰が相手だろうと苦戦しつつ勝つでしょ」

「……申し訳ございません」

　そのとき、テラスから建物へと続く扉が、盛大に押し開かれた。

　若々しく力強い声が響く。

『おお！　ここにおったのか、マーガレットよ！』

　ゲルマニア語だった。

　入ってきたのは、ビチッと軍服を着こんだ軍人──ランゴバルト王国の新国王パオル・ラングシュルツだった。

　歳は二○代半ばで、精せい悍かんな顔つきだが、まだ若い。

　もう世界の全てを知り尽くした大人のように振る舞って、ときには人生さえ語るが、まだ全ての老人が知っていることさえ知らない。つまり、老いを知らなかった。

　彼自身は極めて規律正しい人物で、髪は一本のほつれもなくオールバックにし、教本のように軍服を纏い、胸にいくつも勲くん章しようをつけている。

　正しい歩幅で、正しい発音で、彼は常に正しい。ゲルマニア連邦は顔の洗い方やフォークとナイフの使い方にも教本があるというが、その通りに行動する人物だった。

　しかしながら、さすがのゲルマニア連邦にも女性の趣味については指導がないようで──パオルはマーガレットを甚いたく気に入っていた。

　初めて会ったときに求婚して以来、ずっと求婚し続けている。














『見ろ！　街で珍しい衣装が見つかったぞ。お前は珍しいものが好きだ。喜ぶがいい』

『あら、そう……でも一番珍しいのは貴方よ、パオル？』

　マーガレットが流りゆう暢ちようなゲルマニア語で返すと、彼は嬉しそうに目を細めた。

　オズワルドは薄笑いの笑みを崩さない。

　同盟国の王に対して敬意のこもった礼をしていた。

　しかし、内心では疑問に思う。

　今のマーガレットの返事は、褒め言葉か罵ば倒とうかでいえば、おそらく後者が近いのではないか。

　それがわからないほど愚おろかな人物とは思えないが、パオルは喜んでいる様子だった。

　たしかに、珍しい。

『マーガレットよ、今日も変わらず大変に素晴らしいな。ところで、余が昨日やったドレスはどうした？　あれはとてもよいものだ』

『気に入らなかったから、捨てたわ？』

『そうか。あれはくだらないものだ。捨てて正解だな』

『ねえ、ベルガリア帝国はまだ攻めてこないのかしら？　せっかく拠点を占領したのに、戦争が起きないなんてつまらないわ』

　パオルが思案顔になった。

　彼はマーガレットに鼻の下を伸ばし、キリッと背筋を伸ばしつつも露になった太股をチラチラと見るような男だったが、軍事の才能は欠乏していない。

『夏を過ぎれば、ゲルマニア連邦の他の国々も侵攻準備を整えて参戦してくる。東方エスタブルク王国が宣戦布告したという情報もある。ヒスパーニア帝国は及び腰だが、北方と東方で戦線が膠こう着ちやくすれば、参戦してくる。餌に食いつくピラニアのような連中だからな』

　彼は常に断定口調で話した。自分は正しいと信じ切っているのだ。未確定の推測は口にしない。

　予想を口にする暇があるならば、情報を集めて検討せよ──というのがゲルマニア連邦の気風だった。

　パオルの分析は、オズワルドの見解と一致する。

　やはり、無能ではない。

　マーガレットが非難めいた視線を向けた。

『他国なんかどうでもいいのよ。いつ、いっぱい死ぬのかしら？　死体の山ができるのは、いつ？』

『ベルガリア帝国は工作兵を五万──』

『そんなことは、さっきオズワルドから聞いたわ』

『ふむ』

　パオルが不機嫌そうな顔になり、オズワルドのことを見た。

　恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。

『……僭せん越えつながら、先ほど戦況分析をご所望になられましたので』

『よい、卿けいはハイブリタニア軍の参謀だ。司令官に報告することに、なんの問題もない。さて、いつベルガリア帝国が攻めてくるかだったな。不明だ』

　潔い回答だった。

　マーガレットが肩をすくめる。

『退屈で死にそうよ』

『それは困る。余の后きさきになってくれなければ』

『あら、そう……でも、小国の王の后だなんて、女王よりも退屈しそうだわ』

　同盟国の王に向かって、いきなり小国などと言うものだから、オズワルドは内心で冷や汗をかいた。

　しかし、パオルは気にしてない様子だ。

『余は小国の王では終わらぬ。最近、サンプロイセンが他国を支配下に収めつつある。連中がそうするのならば、こちらとて容赦はせぬ。このグレボヴァールを足がかりに、ベルガリア帝国の領地を切り崩し、周辺諸国を併合し、いずれはサンプロイセンも呑みこんでくれる！』

『ゲルマニアの王になったら考えてあげるわ』

『うむ！』

　パオルが自信ありげな顔でうなずいた。

『余とマーガレットの婚こん姻いんのためにも、まずは目の前のベルガリア軍を叩かねばならんな。そうと決まれば、こちらから打って出るか。敵は二万、こちらは三万。負ける道理がない』

　冗談ではない。

　ランゴバルトにとっては全体の何分の一かの戦力だろうが、ハイブリタニア王国の余剰戦力は、今、このグレボヴァールにある一万ばかりだ。

　今回の戦争で二万の兵と、主力の戦せん列れつ艦かんを失ってしまっている。

　しかもハイブリタニア兵を我が物のように扱われるなど、受け入れることはできなかった。

『失礼ながら具申いたします。ハイブリタニア兵は長駆の遠征にて疲ひ弊へいしており、貴国の精せい鋭えいと並び立つのは困難でございます』

　つまり、出て戦うなら自分の軍隊だけにしろ、というわけだ。

　パオルが思案する。

『ふむ……まだ回復に時間がかかるか』

『ベルガリア軍は帝国第一軍、ラトレイユ皇子の旗が出ております。彼らは帝国一の精鋭部隊。騎兵も多く、平地での戦は不利となるでしょう』

　ただでさえ兵士たちには厭えん戦せんムードが漂ただよっている。高い士気を保つのは難しかった。

　発案が却下されて不機嫌そうな顔になったパオルだが、彼は愚王ではないようだ。

　話題を切り替える。

『そういえば、第一軍には、ある軍師が同行していると報告があったが……何者か知っているか？　オーリックというらしい』

『それは……』

『わざわざ密偵が報せてきたということは、帝国で名のある軍師だ。しかし、余は名前を聞いたことがない』

『ヴォルクス要よう塞さいを攻略した軍師ですな』

　興味深そうにパオルが目を見開いた。

『なんと。かの要塞が陥かん落らくしたという情報は来ておったが、ベルガリアの第四皇女だという話だった。違うのか』

『第四皇女マリー・カトル・アルジェンティーナの幕ばく僚りようであり、ヴォルクス要塞攻略の策をはじめ、我が軍の補給線を断った……危険な人物です』

『ふむ。侵攻してきた部隊の補給路を断つのは常道だ』

『左さ様ようですな』

　戦列艦の部隊を帆はん船せんだけで壊かい滅めつさせたり、都合よく霧きりを作ったり……悪魔と契約しているのかと思うような手腕の持ち主だ。

　しかし、どれほど言っても、負けた言い訳としか受け取られないのでは意味がない。

　ラトレイユ皇子だけなら、搦からめ手てでどうにでもなると思っていたが、かの軍師がいるとなると一筋縄ではいかないだろう。

『名のある軍師がいるというのなら、なおのこと時間を与えるのは下策だ』

『恐れながら……疲弊した兵士を要塞の外で戦わせるほどの下策ではないかと存じます。グレボヴァールの造りはやや特殊で街のほうの防備が甘い。工作兵による攻城兵器で、南側の城壁を狙ってくるでしょう』

『都市側を落としたところで、要塞との間には外と変わらぬ城壁があるが？』

『それでも、市民を優先するかと。オーリック卿きようはそういう人物だと聞いております』

『ふむ……第二皇子ラトレイユの奴めは、どうか？』

『……彼がオーリック卿の言げんを軽んじるのであれば、そもそも幕僚に迎えたりはしないでしょう。先の会戦の手腕を評価しての登とう庸ようかと』

　レジス・ドゥ・オーリックは、アルジェンティーナの軍師で、彼女が軍務の素人しろうとであることもあって、ほぼ指揮権を預けられていたという。

　それほど重用していた参謀を譲ゆずったということは、もうラトレイユ皇子に抗あらがうつもりはない、という意思表示か。

　あるいは、この作戦を帝国存亡に関わる一戦として、軍師を同行させることで協力したのか。

　軍師オーリックが同行しているという情報はあるようだが、第四皇女がいないという情報はなかった。旗が見えないので可能性は低いが……もしかすると、帝国第四軍まで来ているかもしれない。

　敵軍に黒騎士ジエロームまでいるとすれば、なおのこと要塞の外に出て戦うのは下策だった。




　オズワルドは夢にも思わない。

　彼の才知をもってしても──レジスが実技試験の免除と引き替えに出向している──などと想像することは困難だった。

　ベルガリア兵は飼い犬ですら精強だ、と周辺諸国に信じられているのだから。




『都市側を占領されれば、建物の陰から容易に城壁までの接近を許すこととなり、防衛は困難になりましょう。グレボヴァール市において最も防備の甘い製鉄街南端こそが、敵軍の狙いになるかと存じます』

『確実か？』

『敵軍の狙いを予測したものですから、確実とは申せませんが……』

『であれば、余の兵は出せぬ。外で敵軍に突撃するというのならばともかく、敵が来るか来ないかわからぬ場所へなど！』

『わかりました。ハイブリタニア軍の銃士隊を配備しましょう』

『大砲は要塞に残せ。ここが落ちなければ、負けはない』

『……承知いたしました』

　どうして、ハイブリタニアの大砲の配置を、ランゴバルト王に命令されなければならないのか。

　オズワルドはパオルの部下ではない。

　しかし、すでに彼はマーガレットを娶めとったつもりででもいるのだろう。ハイブリタニア軍を我が物のように扱っていた。

　とはいえ、言葉の問題でしかない。

　オズワルドとて大砲は要塞側に残すつもりだったし、ハイブリタニア兵を全てマーガレットの周りから外すようなことも考えていない。

　いくつか策を検討したが、新式小銃であれば、いかなる攻城兵器が来ようとも、対処できる。

　むしろ、五万もの工作兵を用意したということは、たんに攻城兵器を使うということではないのかもしれない。

　ヴォルクス要塞には穴を掘って侵入したという。

　川の近くは土を掘ると水が出るから、それは不可能だ。

　ひとつの案として、このグレボヴァールの南側に、砦を築くという手があった。

　帝国軍としては戦線が安定したところで第一軍を撤収させられる。

　要塞を攻略するよりは、周辺諸国に対する威圧はないが、他国の侵攻さえ思い留まらせることができれば大局的には充分だ。

　その策でこられたら、パオルの言うように要塞を出て攻めるしかなくなる。戦わずして戦略的価値を喪そう失しつさせられたのでは、敗北に等しい。

　相手の策により、平原で戦うしかなくなった場合──

　敵兵二万しかいない。いくらなんでも帝国第一軍は自分たちを高く評価しすぎているように思えた。

　帝国の別の部隊が増援に？

　その場合、ゲルマニア連邦の他の国々が侵攻するのと、どちらが早いかということになる。

　いずれにしても、今は我慢するべき時だった。




　ふわぁ～、とマーガレットがあくびをする。

　オズワルドは心臓が跳ねるのを感じた。ここで出撃命令など出されたら、まったく戦略が崩れてしまう。

　しかし、彼女は軍略談義そのものに飽きたのか、手で追い払うような仕し草ぐさを見せた。

「汗をかいたわ。水を浴びるから、用意させてちょうだい」

「かしこまりました」

　オズワルドは内心で安あん堵どの吐息をつく。

　そして、パオルを慇いん懃ぎんに追い出して、メイドたちに水浴びの用意をさせるのだった。












　帝国歴八五一年七月二十日──

　レジスたちが帝都を発たってから、半月以上が経過していた。

　野営暮らしは不便さもあるが、攻城戦であれば二ヶ月や三ヶ月は当たり前で、半年に及ぶこともある。

　兵士たちからは不満の声は、さほどあがっていなかった。

　ただし、今回の奪還作戦は半年も時間をかけるわけにはいかない。

　ラトレイユ自身が遠征し、帝国第一軍という精鋭部隊を投入しているのだ。

　三ヶ月以上かかれば、他国の動向は読めない。

　ゲルマニア連邦のランゴバルト王国以外の国々や、南西のヒスパーニア帝国などが、侵攻してくる可能性もあった。

　長期遠征には準備が必要となる。武器や食料の調達をして、遠征ルートの下調べをして、多くの荷運びを雇やとわなくてはならない。

　今、ベルガリア帝国が苦戦しているように見えても、すぐに攻めてくるというわけにはいかないはずだった。

　共謀して攻める準備をしていたり、たまたま侵攻が重なったりすれば別だが……

　ハイブリタニア王国はゲルマニア連邦の一部の国と共謀していた。開戦のときには、ヴォルクス要よう塞さいにヴァーデン大公国が攻めてきた。

　今はランゴバルト王国と連合を組んでいる。

　他の国々は様子を見ているが、八月が過ぎて、九月まで奪還に時間がかかってしまうと、おそらく侵攻してくる国があるのではないか──そうレジスは踏んでいた。

　そこまで時間をかける気はないが。




　夕暮れ。

　昼間の熱気が薄れ、すごしやすい気温になってきた。太陽は西の空に傾き、空はオレンジ色に染まっている。

　山の影が伸びて、グレボヴァール市の西側半分が暗くなっていた。

　もうすぐ山の向こうに太陽が隠れるだろう。

　レジスは屈くつ強きような兵士たちに囲まれていた。

　右を見ても左を見ても、鎧よろいに身を包んだ兵士たちが槍やりと盾たてを持って、前進の命令を待っている。

　隊列は、中央に歩兵が並んでいた。左右を騎兵が固めている。

　レジスがいるのは、歩兵の中央であり、本陣があった。周りの上級指揮官たちは全身鎧を身に着け、騎乗している。

　レジスは馬に乗れないので徒歩で走るしかなかった。鎧はあれこれ言い訳して着けていないが、腰には久しぶりに剣を提さげている。はっきり言って邪魔くさい。

　第四軍では馬車の中か、アルティーナの馬に乗せてもらっていたが……当然ながら、ここではそんな特別扱いはされない。

　作戦の成否より、自分が行軍についていけるかどうかのほうが心配だった。

　時間だ。

　静せい粛しゆくにせよ、とラッパが鳴らされた。

　しん、と静まりかえる。

　二万の兵士たちと、その後ろにいる工作隊を前にして、鎧姿で馬に乗ったラトレイユが声を張りあげる。

「ベルガリア帝国の兵士たちよ！　敵は卑ひ劣れつなるハイブリタニア王国と、その侵攻に乗じて浅はかにも我が領土に踏みこんできたランゴバルト王国である！　奴らは要塞の兵たちを欺あざむき、実力ではなく欺ぎ瞞まんをもって不当に都市を占拠した！　自己を過信し、無謀にも帝国領へと入りこみ、謀略を巡らせる醜悪なる連中に、裁きの雷いかずちを下さねばならぬ！　帝国第一軍の精鋭たちよ、正義は我らにあり！」

　おおおお！　と兵士たちが応える。

　槍を突き上げて、「ラトレイユ皇子万歳！　帝国万歳Vive l'empire！」と叫んだ。

　ラトレイユが剣を抜く。

　帝剣《帝意破軍ノ弐アルメヴイツフア・ヴオロンテ》だ。軍隊を勝利に導くといわれる、真っ直ぐに伸びた片刃の剣だった。

　風を斬る。

　鋒きつさきがグレボヴァール城じよう塞さい都市へと向けられた。

「全軍、前進ッAvance de l'armée!!」

　ラトレイユの声を伝令が広げ、ラッパが吹き鳴らされる。

　部隊が整然と前進を始めた。

　レジスも足を動かす。

　進軍の速度は歩兵に合わせられている。

　それでも、レジスはついていくのが精一杯だった。

　歩兵たちは金属の鎧をまとい、長大な槍を持ち、大きな盾まで持って、前後左右と歩幅を合わせているというのに、速い。

　レジスは走らなければ、ついていけないほどだった。

　数歩もいかないうちに息があがってしまう。

　足がもつれる。

　もう死にそうだ。

　この戦争で最初の戦死者は自分かもしれない。死因は転倒。──嫌すぎる。

　ラッパの音に合わせて足を動かすのだが、そのラッパがどんどんテンポを上げていた。

　もう駆け足に近い。

　どういうことだ。要塞まで六○Arアルパン（四二八七ｍ）ある。

　作戦では、四○Arアルパン（二八五八ｍ）まで前進して、そこから前半分の歩兵だけが前進。敵側が迎撃部隊を出してきたら、左右の騎兵が突撃する手て筈はずだった。

「ぜぇ、ぜぇ……も、もう、突撃してるのか……？」

　間違えて、突撃する前半分の歩兵部隊に混じってしまったのではないか、と不安になる。

　白馬に乗ったラトレイユの姿があるから、間違いないと思うのだが、レジスに知らされず全軍突撃に作戦が変わったのではないか、と勘ぐってしまう。

　ずるずる遅れてきて、とうとう本陣の後ろの歩兵のところまで遅れてしまった。

　頭に鉄てつ兜かぶとを被った重装歩兵が、戸惑った声で言う。

「どうしましたか、参謀殿!?」

　レジスのことは作戦に先駆けて、〝第四軍より出向してくれた軍師で、兵二○○○でヴォルクス要塞を攻略した策士〟と喝かつ采さいをもって紹介されていた。ハイブリタニア王国との戦争でも活躍したことは、広く知られている。

　しかし、今のレジスは息も絶え絶えで、軍師というより行き倒れのようだった。

　ろくに出歩くこともなくいつも本ばかり読んでいる者が、いきなり軍隊の進軍に放りこまれたらこんなものだ。

「はぁ……はぁ……いや……ちょっと……息が……」

　レジスは呼吸が苦しくて胸を押さえた。

　もう限界だ。

　しかし、止まったら後ろの兵士たちに蹴り倒されかねなかった。軍隊が通った後には、踏みに踏まれて毛皮の敷物みたいになったレジスが残るだろう。

　吐き気がしてきた。

　ガッ！　と肩をつかまれる。

　鉄兜の重装歩兵だった。

「おいっ！　馬車にお運びしろ！　参謀殿が、ご病気のようだ！」

　隣の重装歩兵がうなずく。

「うむ！　ちょっと歩いただけで、こんなに青い顔をされておるとは！」

「息が荒いから、肺の病気じゃないか？　おい、急げ、急げ！」

　彼らにとっては、おしゃべりしながら移動できるくらいの速さで、ちょっと歩いただけだったらしい。

　さすがは精鋭を集めた第一軍の兵士たちだった。レジスがひ弱すぎるのかもしれないが。

　負傷者を速やかに退避させるため、本陣の最後尾には二頭引きの馬車が走っていた。

　そこに放りこまれる。

　木の荷台のうえに、厚手の毛布が敷しいてあった。それでも、ごつっ、と頭を打ちつけて目が回る。

　中には軍医がおり、慌てた様子で顔を覗のぞきこんできた。ずんぐりとした体型で、ベルガリア人にしては珍しく太っている。

「大丈夫ですか、参謀殿!?」

「死にそう……」

「なんと！」

「はぁ……はぁ……こんなに速く走ったのは、ひさしぶりだ」

「ん？　どこで走ったのですかな？」

　軍医が首をかしげる。

　こうして、レジスはグレボヴァール市民救出作戦において第一号の負傷兵となったのだった。
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　ラトレイユが声をあげる。

「後衛部隊、停止せよ。前衛部隊は、そのまま前進せよ！」

　グレボヴァールから四○Arアルパン（二八五八ｍ）の距離で部隊の半分が止まり、前衛部隊だけが前進を続ける。

　だいぶ回復したレジスは、医療用の馬車の荷台から戦況を観察した。これは二頭引きの幌ほろ馬ば車しやで、御ぎよ者しや台だいに上がると、馬に乗っているのと同じくらい遠くまで見える。

「敵軍は……出てこないか」

「あの、参謀殿？　お身体のほうは？」

　軍医の言葉に、恥ずかしいとは思いつつ、レジスは正直に言う。

「もう平気だ。たんに進軍についていけなかっただけだよ。第一軍の歩兵の前進が、あんなに速いとは思わなかった」

「なるほど……ご病気でなくて何よりでした」

　彼はやわらかい物腰で、医者らしい感想を述べた。

　これが、アルティーナなら自分の馬に乗れと言っただろう。ジェロームならそれでも帝国軍人か！　塵ごみめ！　と罵ば倒とうされたことだろう。

　そういえば、ジェロームは無事だろうか、と東方への支援を頼んだ将軍のことを思い出す。

　慣れない土地で、苦労しているか。あるいは、周りを苦労させているか。

　アルティーナだけでなく東方にも手紙を出してみようかと思う。ジェロームは返事など書かないかもしれないが。

　ドォン！　と砲声があがった。

「……撃ってきたな」

　グレボヴァールの要塞部分から、白煙があがる。

　前進する第一軍の歩兵も大砲を運んでいるが、まだ遠い。

　ベルガリア帝国は先日の戦いでハイブリタニア王国軍の大砲を鹵ろ獲かくした。四一式エルズウィック砲といい、射程が四五Arアルパン（三二一六ｍ）ある。

　しかし、弾に限りがあることや、砲兵が後装式の運用に慣れていないことから、従来の中型大砲を持ってきている。これの射程は二八Arアルパン（二○○○ｍ）ほどだ。

　敵方は壁の上から撃ってくるぶん、さらに射程が長い。撃ち合いをするには、一方的に撃たれつつ近付かなければならなかった。

　とはいえ、ラフレンジュ会戦で大敗したときのような大きな損害は出していない。

　歩兵部隊は散開して、砲撃による被害を最小限にしていた。

　密集隊形に砲撃を受けるのは、第七軍が経験しており、被害甚大な悪手だとわかっている。

　帝国軍とて馬鹿ではない。砲撃に対する研究と訓練は充分に積んでいた。

　第一軍歩兵は散開して前進し、敵軍が密集隊形で迎撃してくるのならば接敵の直前に、こちらも密集する──という戦術を会え得とくしていた。

　こうしたことは、アルティーナ率いる第四軍であれば、レジスくらいしか言い出す者がいない。

　けれども、第一軍にはジェルマンなどの軍師がおり、智将と評される者もいる。第七軍が大敗したときの戦術を検証し、対策を考えたのは彼らだった。

　それくらい優秀だから、会議の大半をレジスは聞くだけで済ませていたわけだが。

　砲兵部隊の指揮官が号令をかける。

「撃ち方、始めッ!!」

　ベルガリア帝国側も充分に距離を詰めたのだ。砲声が轟き、グレボヴァールの城壁に砲弾が直撃した。

　灰色の砂煙が広がる。

　石壁が砕けた破は片へんを受けて、ハイブリタニアの兵士たちが倒れ伏した。

　土の地面に当たった場合よりも、石壁に当たったほうが周囲へのダメージは大きいようだ。

　砕けた破片が、近くにいる兵士たちを襲う。

　威力も射程も敵方が勝り、しかも高所から撃ちこんでくる。圧倒的に劣勢かと思われたが──

　そんなことはなかった。ベルガリア軍の砲撃が、確実にハイブリタニアの大砲を潰つぶしていく。

　なにか秘密があるわけではなく、単純に砲兵の腕が違うのだ。

　ハイブリタニア兵も充分な訓練を積んでいるのだろうが、帝国兵二○万のなかから選りすぐられた第一軍の砲兵は別格だった。

　性能差を腕で覆くつがえす。




　レジスは御者台に立って戦況を眺め、驚きよう嘆たんしていた。

　──砲兵の練度で、ここまで差がつくとは！

　テネゼ侯こう爵しやく軍ぐんにいたときは蛮ばん族ぞくを相手に威い嚇かくのように撃つばかりだったし、第四軍というかバイルシュミット辺へん境きよう連れん隊たいでは槍や剣が重用されて砲兵の練度は高くなかった。

　弓矢が練度で大きく差がつくのだから、大砲や小銃も練度しだいだろうとは考えていたが、予想以上の差だった。

　目に見えて、相手の攻撃が弱くなる。

　それと同時に、敵軍の意識が、こちらの大砲に集まっていた。

　──そろそろだ。

　レジスは馬車を転げるように降りた。

　ちょうど、前線から運ばれてきた負傷者たちとすれ違う。何度見ても見慣れるものではない。

　血を流して、手や足がなくなった兵士たちの姿は、レジスの気力を奪い取ろうとする。

　しかし、気力を奮ふるい起こして、走った。

　待機している歩兵たちの間を抜け、本陣にいるラトレイユのところへ戻る。今度は倒れそうになるほどの距離はなかった。

「殿下！」

「むっ……レジス殿か。姿が見えぬから、どうしたかと思っていたぞ」

「すみません。えっと……前進のときについていけなくて……負傷者用の馬車に乗せられてました」

「前進のときに……？」

　ラトレイユが首をかしげた。

　隣にいるジェルマンが尋たずねてくる。

「体調がお悪いのですか？　流れ弾が？」

　彼らには理解できないだろう、たんなる前進についていけないほど体力がない者がいるなど。

「えっと……まぁ、体調が悪いというか……そんなようなもののような……と、とにかく！　今が好機です！」

　レジスは敵陣を指さした。

　ラトレイユがうなずく。

「ふむ、左さ様ようか。たしかに敵方の砲火は、こちらの砲兵に向いているようだな。よし、ジェルマンよ、攻城兵器を前へ！」

「ハッ!!」

　すぐに命令が伝達される。

　ラッパが変わった調子で吹かれた。

　後方に控えていた歩兵の一部が、前進をはじめる。

　彼ら工作隊は兵士ではない。戦災者たちだ。

　しかし、ベルガリア帝国の男たちは大陸最強という自負がある。それに、自分たちの家や畑を燃やしたハイブリタニア兵への怒りもあった。そういう者たちが志願してきている。

　男たちが喊かん声せいをあげて攻城兵器を押していく。

　巨大な荷台に、バネと木材を組み合わせた装置が載っていた。

　投石機だ。

　大砲が登場する前に使われていたもので、前時代的な兵器だった。

　バネの反動で石を飛ばす装置で、大砲に比べると、あまりに非力だ。石は充分に重たいが、砲弾に比べれば軽い。

　石の大きさがバラバラなので狙いもつかない。

　さほど効果のない兵器だった。

　おそらくハイブリタニア王国軍の兵士たちからは、古くさい兵器の登場に指を差して笑われていることだろう。

「止まれー!!」

　命令が下された。

　最初から予定していた距離まで、六台の投石機が接近する。狙いは製鉄街だ。要塞から距離もあるため銃や大砲で攻撃を受けにくい。

　まずグレボヴァール市内に拠点を確保すれば、攻城戦は有利に進むだろう。

　そのとき、投石機にハイブリタニア軍から大砲を撃ちこまれた。

　派手な音があがる。

　一台、投石機が破壊された。土台に被弾し、車輪が外れ、倒れてしまう。押していた工作兵たちが、悲鳴をあげて逃げ出した。

　もう太陽は山の向こうに沈んでいる。

　まだ空は赤いが、地面は薄暗くなっていた。

　砲撃の熱で火のついた投石機が赤々と燃えだして周りを照らす。逃げ惑う工作兵たちを浮かび上がらせた。

　その撃ってきた大砲に向けて、ベルガリアの大砲が集中砲火を浴びせる。

　ハイブリタニアが反撃してきた。また大砲同士の撃ち合いになる。

　結果として、残る五台の投石機は攻撃の対象から外された。

　レジスの考えたとおりだ──古い投石機であれば、敵軍は攻撃してこない。より脅きよう威いに見える大砲へ敵方の注意は逸そらされていた。

　ラトレイユが命令を下す。

「放てッ!!」

　投石機を操作するのは、訓練を積んだ兵士だ。

　命令が伝わると、次々と留め金が外される。

　押し潰されていたバネが伸びて、荷車一台ぶんより長い木製のアームが、スイングした。先端にある石を投げる。

　その石には、ロープがくくられていた。

　木製アームを避けた場所に置かれていたロープが、どんどん引っ張られて伸びていく。

　ロープは横にも渡してあり、帆船のシュラウドのようになっていた。それが重たいぶん射程は短くなったが……

　どうにか、城壁を越えた。

　幅広の川を跨またぎ、ロープが城壁の上にまでかかった。

　作戦どおり、成功だ。

　工作兵たちが喝かつ采さいをあげる。

　それまで散開していた歩兵たちが、次々とシュラウドの橋に殺到する。これまで大砲に耐えるばかりだったが、ようやく攻め手に移れたのだ。

　まるで勝利したかのように声をあげ、槍を構えて走って行く。

　ロープの橋は地面とは違う。なかなか走って渡るというわけにはいかない。踏み外せば堀となっている川に真っ逆さまだ。

　ところが、兵士たちの多くは走って渡っていく。

「おおおおおおおおおッ!!」

　いくら事前に練習を実施したとはいえ、たいしたものだった。

　しかも、足元がかなり見にくい薄暗い時間だというのに。

　兵士が突入して城門を開ければ、騎兵が突入できる。そうなれば、少なくとも製鉄街は確保できるはずだ。

　遠くから眺めていてジェルマンがうなずいた。

「殿下、我が軍の兵士たちが、シュラウドの橋を使って次々と城壁へ！　この調子なら、城門を確保できるかもしれませんな！」

「ふむ……敵軍の動きは、どう思うか？」

「応戦を受けておりますが……大砲や小銃でロープが一本や二本切られたところで、問題はないでしょう！」

「左様か」

　ラトレイユとジェルマンのやり取りに、レジスは違和感を持つ。

　そこに、なにか言うことはしないが……

　今は、それよりもハイブリタニアの対応が重要だ。

　──どう応じてくるか。

　たんなる骨こつ董とう品ひんだと思った投石機により、シュラウドの橋をかけた。小銃や大砲ではシュラウドは損傷しても切断はされにくい。

　続々と兵士が橋を渡って、城壁を越えようとしている。

　中に入れば、門を確保するのは時間の問題だろう。

　接近戦になれば、ベルガリア兵にハイブリタニア兵が勝てるわけがない。
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　もう夜と言ってもいい時間だった。

　薄闇のなかで、ベルガリア帝国第一軍の兵士は、とうとうグレボヴァールの城壁の上に辿り着く。

　すでに銃と弓で、城壁の上の敵兵はかなり減らしていたが、まだ残っている者もいた。

　そいつが銃を向けてくる。

　兵士は槍を突き出した。

「せいやああああ──ッ!!」

　ハイブリタニア兵の心臓に、穂ほ先さきが届く。貫いた！

　鮮血が城壁を濡らす。

『ごばっ！』

　口から赤黒い塊かたまりを吐き出して、敵兵が倒れた。

「うおおおおおおおおッ!!」

　雄叫びをあげて、ベルガリアの兵士たちが城壁の上に立つ。




　銃声が響いた。




　何発もの銃声が轟き、槍を手にしたベルガリア兵の鎧に無数の穴が開く。

「ゲウッ!?」

　城壁から見下ろしたグレボヴァール市の製鉄街には、数千の銃士隊が待ち構えていた。

　指揮官が片腕を挙げる。

『撃てッ!!』

　ハイブリタニア語の号令だった。

　再び銃声があがり、さらに城壁の上に辿り着いた兵士たちが、ばたばたと倒れる。

「うお！」

　なかには、城壁の街側に飛び降りた者もいた。

　鎧を着て高所から落ちたら、ただでは済まない。

　踏み固められた土の地面のうえで、メキッと膝ひざが音を立てた。

「ぐおっ!!　うっ、ぐっ……!?」

『ベルガリア兵だ！』

　城壁の下には、槍を持ったハイブリタニア兵が何人も待ち構えていた。

　降りてきたベルガリア兵は、立つこともできない。

「や、やめ……投降！　投降する！」

『殺せッ!!』

　よってたかって、槍を突かれた。




　遠目に見ていたジェルマンが悲鳴のような声をあげる。

「殿下！　城壁の上で、中から撃たれています！　かなり数の敵兵が、製鉄街の中に配置されているようです！」

「そのようだな……」

　ラトレイユが身体を捻ひねる。レジスに視線を向けてきた。

　──どうするのだ？

　そう問う目だった。

　レジスは懐ふところから懐中時計を取り出す。

　もう辺あたりは薄暗い。目をこらして、どうにか時計の針を読んだ。

　時間は……

　少し早い。

　しかし、無視できないほどの被害が発生しつつあった。完全に暗くなってしまうと、撤てつ退たいを指示したところで、シュラウドの橋を渡った兵士たちは、もう戻ってくることすらできなくなるだろう。

　レジスの背筋を冷や汗がつたった。

　ここで〝撤退〟を指示してしまえば、今は気が楽になるだろう。

　しかし、これだけの被害が無駄になってしまう。

「……もうすこし、待ってください」

「くっ……あと何分ですか!?　歩兵部隊が全滅してしまいますぞ!?」

　ジェルマンが声を荒らげた。

　実際には、シュラウドの橋を渡れる者も限られているので、全滅はしないだろうが、撤退の判断が遅れれば、数千人の命が失われる。

　レジスは時計を睨にらんでいた。

　吐き気がする。

　膝が震えた。

　懐中時計が故障しているのではないか、と思うくらい針が遅く感じる。

　早く。

　ふと顔をあげると、周りが死体に埋め尽くされ、立っているのはレジスだけ──そんな幻視を一瞬だけ見た。

　時計の針が、予定の時間に達する。

　レジスは叫ぶ。

「撤退を！」

「撤退せよッ!!」

　ラトレイユが間髪を容いれずに叫び、すぐジェルマンが声を張りあげる。

　伝令が駆けだし、ラッパが吹き鳴らされた。

　──撤退！　撤退！　撤退！

　城壁の上から兵士たちがシュラウドを駆け下りてくる。川に落ちた者は、鎧を着ているから助かるまい。

　投石機は放置された。

　グレボヴァール城塞都市から勝利の雄叫びがあがる。

　ベルガリア帝国第一軍は足を引きずりながら、要塞から距離を取った。

　ジェルマンがつぶやく。

「……敗戦ですな」

　暗闇のなか、負傷者のうめき声が呪じゆ詛そのように聞こえてくるのだった。





　　　†






　テントの中央にあるテーブルに、大きなオイルランプが置かれていた。

　ラトレイユと幕僚たちが、灯りを囲んでいる。

　皆の顔に疲労感と焦燥感が浮かんでいた。

　騎士の一人が、ため息をつく。

「まだ正確には数えられていませんが……おおよそ二○○○の兵を失ったと思われます。戦果としては、敵大砲を三○門ほど撃破しました」

　敵軍の大砲は一○○門以上あった。

　ここまでの移動で、どれだけ残っているかはわからないが、それほど大きな戦果とはいえない。

「……作戦は……失敗ですな」

　別の騎士がうめくように言った。

　幕僚たち一○人ほどの視線が、末席へと向けられる。

　テーブルを囲む輪から一歩ほど下がり、レジスは立ち尽くしていた。

　背筋が震える。

「……すみません」

　そんな言葉だけが口をついて出た。

　騎士の一人が声を荒らげる。

「謝罪して済むことか！　敵兵は要塞部分に配置されているのではなかったのか!?」

　レジスは何も言えなくなった。

　年配の騎士が窘たしなめる。

「落ち着け。殿下の御前であるぞ」

　逆に言えば、ラトレイユの前でなければ、年配の騎士にも言いたいことがあるのだろう。

　当然のことだ。

　彼らは多くの部下を失ったのだから。

　幕僚たちが静かになったところで、ラトレイユが口を開いた。

「レジス殿、損害が出たのは間違いないとして、卿けいにとってはどうなのだ？」

「そ、それは……失う兵なんて少ないほうがいいに決まってますが……」

「ふむ、聞き方が悪かったか。レジス殿にとって、この損害は予想外のことであったのか？」

　レジスは鼻はな白じろむ。

　答えにくい質問だった。

　しかし、噓うそをつくわけにもいかない。

「……予想していたことではありました」

　なんだと!?　といきり立つ騎士の肩を、周りの者たちが摑んで抑えた。

　今にも剣を抜きそうなほどの怒りを感じる。

　ジェルマンが咳払いした。

「兵を失って殺気立つのはわかります。しかし、我々に必要なのは、兵たちの死を徒と為いにしないためにも、この戦に勝利することでありましょう？　どうか冷静に話し合いに参加していただきたい」

　若い騎士が深呼吸する。

「ふぅ！　わかっている！　しかし、聞き捨てならん！　こいつは損害を予想していたと言ったぞ。つまり、製鉄街に銃歩兵が配置されていたことを予想してたと？」

　再び幕僚たちの視線が集中砲火を浴びせてきた。

　レジスは答えられない。

　言い訳はしたくなかったが、ただ〝予想していた〟と言うのは、あまりに相手の感情を逆さか撫なでする。レジスとて理性的に議論がしたかった。

　ラトレイユが肩をすくめる。

「レジス殿が、予想していたにもかかわらず無意味に兵たちを失う策を打った、とは思えぬが……言葉が足りなければ、誤解を生むこともありえる。部隊の司令官としては、幕僚の不信感は取り除いておきたいのだが？」

　彼の意見は妥当なものだ。

　考えを全て述べるべきなのだろう。

　しかし、レジスは不安だった。相変わらずの自信のなさが、言葉を詰まらせる。

　考えを明かしたところで、さらに反感を買ってしまうのではないか？　説明しても理解されないのではないか？

　アルティーナの軍師をやっていたときは、周りが説明を求めることが少なかった。

　要塞に向かって届かない大砲を撃つよう指示しても、砲兵隊の指揮官は何も言わなかった。帝都の近くに油を撒まくよう指示したときも。平原を夜通し湖の水で濡らすように指示したときも……

　アルティーナやジェロームや各部隊の指揮官は、レジスの提案どおりに命令を出してくれた。

　──いや、説明したけど、ろくに聞いてもらえなかったのか。

　たんに細々した話を聞くのが面倒だったのかもしれない。

　レジスはまだ帝国第一軍のなかで信頼されていないのだから説明を求められる。それだけのことか。

　深呼吸する。

　ここにいるのは帝国軍のなかでも特別な精鋭たちだ。

　一年前のレジスであれば、会話する機会さえ与えられなかっただろう。そう思うと緊張するが、だからこそ話せばわかってくれるに違いない──と自分に言い聞かせた。

「……僕の予想として……敵の主力は要塞側に配置されているだろう、というのはありました。それは当たっていたし、当然のことです。問題は……製鉄街にどれほど戦力が配置されているか。それと、配置の仕方でした。敵兵が城壁の上にいたならば数を把握できたんですが、城壁の上ではなく、その向こう側に銃歩兵を並べていた。まるで、こちらの策を知っていたかのようです」

　ラトレイユが表情を険しくした。

　ジェルマンが首を傾げる。

「……もしや、レジス殿は内通者の可能性を疑っておいででしょうか？」

　ざわっ、幕僚たちが互いの顔を見合わせた。

　今度は壮年の騎士が声をあげる。

「我らの忠誠を疑うか!?」

　レジスは後ずさりして、首を左右に振った。

「いえいえ……とんでもない。製鉄街を目標にすると決めたのは、今朝のことです。まぁ、僕は市民が製鉄街に捕らわれていると聞いたときから、そこを第一目標に作戦を考えてましたが……それを提案したのも、みなさんに命令が下されたのも、今朝の作戦直前の会議だったではありませんか」

　そのあたりのことは、彼らも覚えているだろう。

　ラトレイユは黙っている。

　ジェルマンが幕僚たちの意見を取りまとめるように、うなずいた。

「レジス殿のおっしゃるとおりですな。作戦を伝えられた直後に、すぐ出陣となりました」

「はい。作戦会議のあと、すぐ兵を並べて全軍前進となったので……そんな短時間で、要塞に閉じこもっている敵軍に情報を伝達するのは、不可能と考えていいかと。まして、こちらが投石機を改造した攻城兵器を使うなどの詳細を伝えるには、手紙を届けるか、伝令を走らせるしかありません」

「あの戦場で、そんな者がいれば、ずいぶん目立ったでしょうな」

「不可能ですね。ありえないことを不安がるのは馬鹿げたことです。もっと、正しい危険に目を向けるべきでしょう……たとえ、それがより恐ろしいことだとしても」

「より恐ろしいこと？」

「……策を読まれていた、と考えられます。おそらくは、ハイブリタニア軍の実質的な司令官であるオズワルド・クルサード大佐によって。僕の提案した〝攻城兵器を使ってシュラウドの橋をかける策〟が予期されていた」

「つまり、レジス殿が読み負けた──とおっしゃるのですか？」

　作戦失敗の責任を取るのか、という問いだった。

　そういうことになるのだろう。

　レジスは出世欲も矜きよう恃じもないが、処罰は恐ろしかった。今回は北方への左さ遷せんだけでは済まないかもしれない。

　しかし、事実は事実なので受け入れるしかない。

「……間違いなく、この作戦については読み負けました……ハイブリタニア軍は驚くほど完璧にこちらの策に対応していました。普通なら守備兵は城壁の上に並んで、地面へと攻撃してくるものです。それなのに、あちらは銃歩兵を城壁を越えた向こう側に配置していました。しかも、かなりの数だったとか」

　反論はない。

　自分たちの意図した作戦についても、どんな結果になったのかも、全員が理解していた。

　ラトレイユが話を引き取る。

「現状認識について齟そ齬ごはなかろう。レジス殿は先ほど〝損害を予想していた〟と言ったな？　読み負けていることも予想していた、と？」

「……可能性は、あると思っていました。偵察によって、こちらが投石機を用意していることは知っていたでしょうし」

「シュラウドは慎重に隠しておいたが……？」

「同じことを考えたか、知っていたのかもしれません」

　レジスの策は、すでに書籍に書かれて広まっていることばかりだ。新しい発明などない。

　敵将が知識人であれば、勘付かれてしまうこともあるだろう。

「ふむ……相手が悪かったか」

　意外にも、レジスのことを非難する者はいなかった。

　幕僚たちの間に、不安と焦燥が広がる。

　ジェルマンがうめいた。

「……オズワルドという男は、いったい何者なのでしょうな？」

　そういえば、第一軍はボネイル要塞で敵の策により、大損害を被っている。

　敵に対する恐怖感が再び湧きあがっていた。新式小銃や大砲よりも知略こそが恐ろしい──そんな雰囲気だった。

　若い騎士が口惜しそうに机を叩く。

「我々は！　大陸最強のベルガリア帝国軍ではないのか!?　なぜ勝てない!?　砦を守っては負け、攻めては負け！　銃ではなく知略でも劣るというのか!?」

「落ち着くのだ、殿下の御前であるぞ？」

「ううぅ……だからこそだ！　あまりに自分が情けないではないか！」

「う、む、そうだがな……」

　窘めた壮年の騎士も言葉を失った。

　他の騎士が尋ねてくる。

「参謀殿には！　次なる策はあるのでしょうや!?　それとも、もう打つ手なしでありますか!?」

「ええっと……僕としては、それなりに手は打ってあるんですが……」

　軍服のポケットから、懐中時計を取り出した。

　──そろそろ、かな？




「ご報告！　ご報告がございます！」




　テントの外で兵士が声をあげた。

　末席にいたレジスは、ラトレイユのほうを見る。彼は反応しなかったが、ジェルマンが「入れ」と答えた。

　伝令兵が垂れ幕をよけて、中へと入ってくる。

　膝をついて、木の短剣を差し出してきた。

「これを！」

　末席にいるレジスが受け取る。

「これは、どこで？」

「参謀殿に指示されたとおり、下流にて工作隊が網を張っておりましたら、これが！」

「そうか……それはよかった……」

　周りの幕僚たちが、レジスの手元を覗きこんでくる。

「ただの、木剣か？」

　若い騎士がけげんな声で訊いてきた。

　ぱっと見には、たんなる木製の短剣だ。

　レジスは柄のところに刻んである一文を指さす。

『succèsスクセ』

　やろうとしていたことが成功した──というような意味だった。

　木製の短剣だから、親が男児に与えたオモチャで、縁起のいい文言が掘ってあるのだと考えれば納得できそうなものだ。

「これが川を流れていても、情報伝達の手段だと考える者はいないでしょうね」

「む？　すると、これは手紙のようなものだと？」

「はい。製鉄街に送りこんだ士官に、まず潜入が成功したら、これを流すように言い含めておきました」

　ジェルマンが言い添える。

「卿らも知っているかと思いますが……帝国第一軍のなかでも、とくに優秀な兵として騎士爵にも叙されたジャン・ユリス・ドゥ・ヴァレイズ三等武官です」

「おお、あやつか！」

　若い騎士がうなずいた。

　人選のとき聞いた話だと、第一軍のなかで駆け競べや、剣の競い合いや、筆記試験などで、幕僚を除いて最も優秀な成績を収めたのがヴァレイズだという。

　まだ十七歳だというのに優れた青年だ。

　壮年の騎士が、あごを撫でた。

「ほう、すると……あのヴァレイズが、製鉄街部分に潜入できたということか？」

　レジスはうなずく。

「シュラウドの橋をかける作戦が失敗した場合に備えて、手を打っておきました」

「なんと……驚いたな。いつの間に潜入を……？」

「城壁を越えようとする帝国軍に、敵兵が意識を集中しているときです。シュラウドの橋の作戦が成功して門を占領できていれば一番でした。しかし、策が失敗する可能性を考えて、潜入する兵士も送りこんでおいたんです。この土地は風が強いので、風に乗せて空から書を送りこむ手も考えてありましたが……あまりに目立って、伝えたい情報が敵軍にも筒抜けになってしまうので……」

　他にも、砲弾に細工をしたり、鳥を使ったり、楽器を使ったり──と世にある物語において〝味方へ情報を届ける手段〟は無数にある。

　しかし、確実性において人を送りこむほど確かなことはない。それが成功したことに、レジスは安あん堵どした。

　若い騎士が表情を緩める。

「じゃあ、今日の戦いは無駄ではなかったのだな……門は確保できなかったが……ちゃんと陽動にはなってた。そうなのだな？」

「はい」

「ふぅ……そうか……死んだ連中も報われる。しかし、参謀殿やジェルマン卿はお人が悪い。そんな手を打っていたなら、教えてくださればいいのに」

　ジェルマンが頭を下げた。

「申し訳ありません。この策は、いわばシュラウドの橋が失敗する、と言っているようなものでしたから」

　若い騎士が得心する。

「たしかに！　今から命懸けで作戦を行おうというときに、〝失敗するかもしれないから別の手も用意してある〟と言われたら、部下に何と命じていいやら迷います。及び腰では成功するものも成功しないし、陽動にもなりませんな！」

「左様ですな」

「……ご理解いただけてよかったです」

　レジスもうなずいた。

　それと、言わなかった理由は他にもある。

　潜入作戦が必ずしも成功するとは限らなかったからだ。

　本当に今日の作戦の全てが無駄になった可能性もあった。

　そして、まだ終わっていない。潜入したヴァレイズ三等武官には、さらに困難な任務が待ち構えていた。

　壮年の騎士が尋ねてくる。

「グレボヴァールの市民たちは武器を取り上げられ、おそらくは一部の区画に閉じこめられていることでしょう。果たして、ヴァレイズだけで、救出できますか？」

「もちろん、市民が自力で脱出してくるのは不可能でしょうから──」

　レジスは必要なことを説明しつつも、できるだけ情報は伏せた。

　今回の作戦については、内通者がいたとしても、活動する時間を与えていない。

　しかし、だからといって〝内通者がいない〟ということにはならなかった。

　用心は必要だ。

　幕僚たちに、こちらが用心していることすら悟らせないよう、言葉を選ぶ必要があるのだった。












　ベルガリア帝国軍が投石機を改造したもので、シュラウドの橋をかけた。

　すでに陽は山陰に没して、辺あたりは薄暗い。

　そんな足元にもかかわらず第一軍の兵士たちは不安定なシュラウドの橋を駆けて、製鉄街の城壁の上まで辿り着いた。

　ハイブリタニア軍の銃歩兵に『撃てッ!!』と号令がかかる。

　無数の発砲音があがった。

　城壁の上にいたベルガリア兵が、ばたばたと倒れる。血を噴いて、城壁から落ちて、生きていても待ち構えていた槍そう兵へいにトドメを刺された。

　一方的な戦いだ。

　しかし、ハイブリタニア兵にとっても初めての経験だった。

　ベルガリア兵は大陸で最も強い。

　いくら新式小銃があっても、いくら敵に何倍もの損害を与えていても、ここまでの遠征で自軍側とて何千人も殺されていた。

　城壁を越えられて、門の鍵を開けられてしまったら、ベルガリアの騎兵が傾なだれ込んでくるだろう。

　製鉄街に配置された兵は五○○○に満たない。

　ベルガリア帝国第一軍の騎兵は三○○○もいる。おそらく、勝ち目はあるまい、と思われた。

　ラフレンジュ会戦のとき、背後から襲撃してきた騎兵五○○には、ほとんど仕留められないまま部隊を横断されてしまった。

　ボネイル要よう塞さい攻略戦でも騎兵相手には、撤てつ退たいするしかなかった。逃げた振りをして、人間入りの爆薬樽たるを持っていかせる作戦だったが、策でなくても退いただろう。

　騎兵は強い。

　とくにベルガリア帝国の騎兵は馬が大きく、練度が高く、大陸最強と謂いわれている。そのなかでも第一軍は精鋭なのだ。

　ハイブリタニアの銃歩兵たちは、生き残りたい一心で銃を撃ち、次々と城壁の上に現れる帝国兵を殺していった。




　グレボヴァール市内には無数の水路が走っている。

　製鉄には大量の流水が必要なので、要塞や中央の都市部よりもさらに多くの水路があった。

　造りとしては、城壁の低い位置にある穴から、川の水が入ってくるようにしてある。

　人避けの鉄格子などはなかった。

　理由として、この時代の鉄は水に浸けておくと、すぐ錆びてしまうからだ。

　石で造っても、水流の浸食を受ける。

　なにより、砂や木くずや魚の死骸などで、あっという間に格子が目詰まりしてしまう。

　だから、水路用の穴がある場所には見張りがついて、泳いで穴をくぐる者がいないか見張っていた。

　しかし、城壁の上にベルガリア帝国の兵士が現れたときに、水路を眺めていられる兵士などいるわけがなかった。

　自分の命を奪おうという敵が、目に入る場所にいる。そんな状況で、何日も何日も変化がなかった場所を眺めていられる者などいるわけがない。

　シュラウドの橋で城壁まで帝国兵が辿り着けば、水路の監視どころではなくなる。そのとき同時に、潜入する者を送りこむのが、レジスの策だった。




　薄闇のなかの、用水路──

　普通の人間は無呼吸で一分も泳げれば大したものだが、ジャン・ユリス・ドゥ・ヴァレイズは一○分間近く潜水することができた。

　潜るときには重りを使い、浮き上がるときには、それを捨てる。油を塗った服は水を吸わないため、それほど身体の動きを制限することがなかった。

　川を下り、城壁の手前から潜って穴をくぐり、かなり街の奥まで泳ぐことができる。

　水路の中央で、ヴァレイズは一瞬だけ顔を水面に出した。

「……っ！」

　さすがに呼吸する音がしてしまう。

　一瞬で深く呼吸して、周囲を確認してから、また潜る。

　目に焼きつけた情報を吟味して、敵兵がいないことを確信した。

　水中を進むための重りと、水かきの板を捨てる。

　ヴァレイズは再び顔を出す。

　用水路には、ところどころに階段がついていた。女たちが洗濯をしたり、生活水を汲んだりするためだ。

　その階段を使って、石造りの用水路から地面へと上がる。

　東のほうでは、銃声が間断なく聞こえていた。おかげで軍服から水が大量にこぼれ落ちても、その音を気にする必要はなさそうだった。

　潜入任務なので、軍服はハイブリタニアのものを着ている。ハイブリタニア語の発音まで完璧とはいかないものの、地方出身者と言い張れば通る程度には習得していた。

　短い髪を手で払い、雫しずくを落とす。

「……潜入、成功」

　小さな声でつぶやいた。

　ヴァレイズは懐ふところから木製の短剣を取り出し、水路に放つ。『succèsスクセ』と刻んであった。

　川ほどではないが流れは速い。するすると進んで、すぐに見えなくなった。

　何ヶ所か分岐はあるものの、製鉄街の北側にある排水口から、川へと流れ出ることに変わりはない。

　用水路の下流は下水を兼ねていた。しっかりと街の外に水もその他のものも追い出す構造だ。

　あとは川岸に引っかかるなどの不運がなければ、木剣は川下へと辿り着くはずだった。

　まだ鉄砲の音が続いている。

　怒声や悲鳴も聞こえた。

　ベルガリア軍が攻め、ハイブリタニア軍が応戦しているのだ。

　防水の時計などないから、時刻はわからない。しかし、まだ攻防が続いているということは、自分は間に合ったのだろう。

　あるいは、ベルガリア軍が城壁を越えて門を占領し、自分の役目は不要になったか？

　いずれにしても、ヴァレイズの任務は変わらなかった。

　グレボヴァール市民を救出するまで──

　頭の中の地図と現在地を照らし合わせる。

　まずは、市民が捕らえられているであろう場所を確認する必要があった。情報によれば、北側とのことだったが……

　周囲を警戒しつつ、道を歩く。

　街は死んだように暗くて、まるで山道のように、ひとつの灯りもなかった。頼りは月明かりだけだ。

　このあたりの建物の大半は民家のようだが、住人の気配はなかった。

　銃声が収まる。

　門が開いた音はしなかった。

　すなわち、ベルガリア軍は城門を占領することなく撤退したのだろう。あちらの作戦は失敗だ。

　ヴァレイズの役割は、より重いものとなった。

　慎重に、そして迅じん速そくに行動しなくては……

　銃声が消えて静かになった途端、地面を踏む足音が、すぐ近くから耳に飛びこんできた。

「ッ!?」

　曲がり角の手前で足を止める。

　その直後、建物の陰から、人が姿を現した。

　女だ！

　頭に頭巾をかぶった、いかにも町娘という感じの少女だった。ベルガリアの平民らしく貫かん頭とう衣いを腰布で縛って、腰にはフリル付きのエプロンを巻いている。

　背は低い。

　こちらの姿を見て、目と口を驚きで開く。

　ヴァレイズは地面を蹴っていた。

　左手で相手の口を塞ふさぎ、右手で喉のどを摑んだ。

　敵兵であれば、このまま喉を潰つぶしていたが──この少女は、おそらく救出すべき市民だ。

　建物の壁に相手の背中を押し当てた。

「騒ぐと殺す」

「ンッ!?」

「反抗したら殺す。黙秘したら殺す。俺の言葉をよく聞いて、質問に答えろ」

「ンウゥ…………」

　少女の目が、恐怖に染まる。

　持っていた編み籠が地面に落ちた。中から、堅焼きパンと梨とワインの瓶が転がり出てくる。

　──物売りか。

　敵軍に物を売って商売する被占領地の市民は、そう珍しくなかった。ベルガリア帝国が占領した土地にも、帝国兵相手に商売して財を成した元敵国市民の商人は多い。

　しかし、略奪が起きていないのは予想外だ。

　ハイブリタニア軍は意外と規律が守られているらしい。

　おそらく、市民たちの解放を条件に、なんらかの交渉をすることも選択肢のうちなのだろう。

　ヴァレイズは問う。

「女、貴様はベルガリア人か？」

「ンッ」

「俺はベルガリア帝国第一軍のジャン・ユリス・ドゥ・ヴァレイズ三等武官だ。貴様を救出する。理解したか？」

「……ンッ!?」

　その目は信じられない、と言っているように感じられたが、一応『Ouiウイ』と答えたようだった。

「市民といえども、大声を出したら殺す。理解したか？」

「ンッ」

　ヴァレイズは彼女から両手を離した。

　ただし、右手は腰の短剣に伸ばす。騒がれたら、殺さなくてはならない。

　水路に放った木製のオモチャと違って、こちらは本物の短剣だった。触れただけで血が出るほど鋭えい利りに研といである。

　潜水してきたため、これ以上の武器は持ち込めなかった。

　ヴァレイズは彼女の細い首を睨にらみつける。

　人形のように華きや奢しやだ。この短剣を振ったら、喉を斬り割くどころか、首を落とすかもしれない。

　幸いなことに少女は聡明で、悲鳴をあげたり、無駄に金切り声をあげたりしなかった。

　ヴァレイズは質問する。

「答えろ。市民はどこに捕らえられている？」

「……みんな、北側の区画よ。みんなで何コかの家で暮らしてるわ」














　情報どおりだった。

　脱走者が出ても場所は変えていなかったらしい。

「見張りは？」

「……その区画のあたりに、何人かいるけど」

「できるだけ正確な情報が必要だ」

「あたしが通ってるトコには、今日は四人いたわ。銃を持ってた」

　四人か。

　不意をつけば倒せるが、一発でも銃を撃たれたら騒ぎになってしまうだろう。できれば交戦は避けたかった。

「市民側の代表者と会いたい。可能か？」

「代表者？　それって市長さん？　それなら、もう死んじゃったらしいけど……今は製鉄協会のエライ人が、代表になってるのかな？　うーん……」

　市民の代表者はわかったが、会う方法は要領を得なかった。

「貴様は、どういった手段で捕らえられていた区画の外に出た？」

「商売してんの。お代は、元々あたしたちの物だった食料とかだけどね。生きてくためには仕方ないじゃない？」

　彼女が癖のある金髪をかきあげて、さっき乱れた衣服を整えた。

　まるで子供のように身体が小さいから、力仕事は無理そうだ。

　物資が奪われているのならば、物売りではない。おそらく、メイドのようなことをして稼いでいるのだろう──とヴァレイズは判断した。

　なんにしても、今は彼女の仕事について詳しく聞いている場合ではない。

　見張りを突破して、市民の代表者と会わなくてはならなかった。

　この少女に言伝を頼むことも考えたが……

　危険だ。

　信用できる人物なのか、わからない。

　ヴァレイズをハイブリタニア軍に売って、個人的な利益を優先する可能性もある。

　敵兵への恐怖感から、助けに来た味方を売り渡す民というのは、実際にいるのだった。




『そこ！　どうかしたのか!?』




　ずっと遠くから、ハイブリタニア語の声がした。

　ヴァレイズの背筋が凍りつく。

　目を向ければ、通りの先から走ってくる兵士が見えた。

　数は一人だけか。

　こちらが話していたのと、距離があったのと、相手の人数が少ないせいで足音に気づけなかったが……

　一人くらいなら問題なかった。

　不意をついて殺して、そこらの建物にでも隠せばいい。

　ところが、その後ろから十人ほどハイブリタニア兵が続いた。

　ヴァレイズは内心で舌打ちする。

　──逃げるか？

　しかし、それでは警戒される。市民に接触するのが難しくなると、作戦が成功する可能性が低くなってしまう。

　──殺すか？

　銃を持った十人ほどの敵を相手にして、発砲させずに勝つのは難しい。

「くっ……」

「……あたしに任せて？」

　目の前の少女がつぶやいた。

　かぶっていた頭巾を取り、その金色の髪を夜の風にさらす。緑がかった瞳ひとみが敵兵のほうを向いた。




「ああ、兵隊さん、この人が体調を崩したみたいなのよねえ？」

　そう言って、頭巾でヴァレイズの顔や髪を拭ふいてくれる。背が低いので、つま先立ちになってだ。

　先頭を走ってきたハイブリタニア軍の隊長が、首をかしげた。

「体調が悪い……だと？」

　彼は訛なまりが強いものの、ベルガリア語で話すことができた。

　周りの兵士たちは言葉がわからないらしく、うさんくさそうな顔をする。

　少女が肩をすくめた。

「なんか銃の音を聞いてたら、気持ち悪くなっちゃったみたい。フラフラして、そこの水路に落ちたのよ。ほら、びしょびしょでしょ？」

「酒を飲んでいたのではあるまいな!?」

「そーゆーことする前だったのよねえ？　あたしを送ってくれる途中だったんだけど、もともと体調が悪かったのかも。あ……もしかして、病気だったりして？」

『なっ……!?』

　隊長が後ずさりした。

　そして、『病気だと？』とハイブリタニア語で漏らすと、周りの兵士たちも同じように距離を取った。

　軍隊は狭い場所に大勢が集まる。しかも、泥水をすすることもあるし、腐りかけの物を食べることもある。着替えは乏しく、寝床は不衛生だ。

　ハイブリタニア軍は一ヶ月以上の遠征をしてきての今であり、疲労や心労から病気になる者も後を絶たなかった。

　なかには、感染する病気を患わずらう者もいる。

　その危険がある場合は、誰も近寄りたがらなかった。こんな土地で病気になったら命に関わる。

　ヴァレイズは少女の演技に乗ることにした。

　ごほっ、ごほっ、と咳をする。

『オ、オラ、大丈夫です』

『貴様、どこの部隊の者か!?』

『あ……それは、第……ごほっ！　ごほっ！　ごほっ！』

　ヴァレイズは言いかけておいて、また咳をした。

　ボネイル要塞防衛戦において捕らえたハイブリタニア兵の捕ほ虜りよから、所属の言い方は聞き出している。

　しかし、その部隊に連れて行かれたら、無関係な者であることがバレてしまう。

　さらには、部隊名を挙げたとして、その部隊が製鉄街側に配置されていない可能性もあった。大半は要塞側なのだから、むしろハズレの確率が高い。やはり、噓うそがバレる。

　できれば、所属先は言いたくなかった。

　少女が背中をさすってくれる。

「ちょっと！　さっき吐いたくらいなんだから無茶しちゃダメよ！」

「吐いただと……？」

　隊長が嫌そうな顔をした。

「そうよ？　ちょっとだけどね？」

「おい、ガリアンの女！　そいつを医療班へ連れて行け！　我々は巡回で忙しい。場所はわかるな？」

　隊長が、病人を少女に押しつけてきた。

　演技は成功だ！

　ところが、彼女は迷惑そうな顔をして嫌がる。

「なにそれ？　あたし、もう帰っていいって言われたんだけど？　兵隊さんなんだから、兵隊さんが連れて行けばいいじゃない？」

「む……」

「なんか、あたしも熱っぽいから、早く帰りたいんだけど？」

　上手い演技だった。

　もう兵隊たちは、〝今すぐにでも立ち去りたい。コイツらと関わりたくない〟という顔をしている。

　隊長が手を振って追い払う仕し草ぐさをした。

「そいつを医療班へ連れて行け！　手間賃はそいつに貰うんだ。いいな!?」

「んー……まぁ、やわらかい果物が貰えるならいいわ。病気の母親が待ってるのよ」

「好きにしろ！」

　病人だらけの会話に嫌気が差したのか、吐き捨てるように言って、隊長は部下たちに指示を出す。

　彼らは水路の上流へと向かった。

　もしかしたら、ヴァレイズが泳いできたとき、見張りに息継ぎを見られたのかもしれない。

　いや、確実に気づいたなら、もっと徹底的に探しているはず。

　軍師レジス・ドゥ・オーリックの陽動作戦は成功していた。

　大丈夫だ。

　念のために、ハイブリタニア兵たちが見えなくなるまで演技を続ける。

『ごほっ、ごほっ……すまねえな、お嬢さ……ごほっ、ごほっ！』

「あらあら、大丈夫なの？」

　肩を借りるようにして、その場を離れる。

　そして、玄関が開いたままの家のひとつに、すっと身を隠した。




「ふぅ……助かった」

「あはは、いつも偉そうにしてる兵隊たちを騙だましてやって、スッキリしたわ」

　隠れているから、お互いに声は潜めている。

　ただ、彼女の表情は晴れやかだ。部屋が薄暗いせいか、幼く見える笑顔だった。

　ここは製鉄街で働いている者の家なのだろうか。少し鉄の臭いがした。そう裕福な家には見えないが、金属製の机と椅子がある。

　二人はその椅子に腰掛けた。

　温かい珈琲コーヒーが欲しいくらいだが……火を熾おこしたり、灯火を使うなんて目立つことはできなかった。

　部屋の中は暗い。窓からの月明かりだけだ。

　ヴァレイズは改めて感謝する。

「ありがとう。君と、君の母親を、必ず助けると約束する」

　少女はため息をついた。

「ん……あたしの母さんは……もう死んだわ。連中に家を追い出されたとき、兵隊に蹴られて、アッサリ」

「なっ!?」

「病気の母親なんかがいたら、結婚はできないわ、住みこみの仕事はできないわ、働いても働いても薬代で消えていくわで、やってらんないって思ってたけど……」

「……そうか」

「そんなんでも、やっぱり……母さんだったから……」

　彼女がうつむいた。

　金色の髪で、目元が隠れる。

　小さな肩が震えていた。

　ヴァレイズには家族がいない。赤ん坊の頃に戦災孤児になり、教会に拾われ、神官から剣や乗馬を教わって軍人になった。

　教会で一緒に育てられた兄弟は多いし、神官のことは実の父親のように思っている。しかし、母親というものはよくわからなかった。

　だから、少女にかける言葉が見つからない。

「……そうか」

　ヴァレイズは同じ言葉を繰り返した。

　彼女が顔をあげる。

「あなたを、市民のエライ人に会わせたら、あたしたちは助かるの？」

「そうだ。俺は、帝国軍総そう督とくアレン・ドウ・ラトレイユ様から直々に命じられた。ボーマルシェ副官もいた。この作戦を考えたのは、ハイブリタニア軍に幾度も勝利している軍師レジス・ドゥ・オーリックだとも聞いている。これ以上に間違いのない作戦は、帝国軍に存在しない」

「そう……よくわかんないけど、名前くらいは聞いたことあるかも」

「新しい皇帝陛下になられる御方だ」

「あはは、あたしみたいな平民だと、誰が皇帝になってもね？」

「そういうものか」

「ねえ、市民を助けたら……助けたあとにね……」

「なんだ？」

「……敵をやっつけてくれるんだよね？　あいつら、殺してくれるんだよね？」

「当然だ」

　ヴァレイズは固くうなずいた。

　少女が目尻を指先でぬぐう。そして、椅子から立ちあがった。

「わかった、協力する！　あたしが、あんたを製鉄協会のエライ人んとこへ連れてく。あの人の言うことなら、みんな聞くみたいだから」

「ああ、そういう立場の人物が望ましい。しかし、見張りがいるのだろう？　どうする気だ？」

「ん……まぁ、なんとかしてあげる」

「わかった、貴様を……あー……」

　名前を聞いていなかったことに、今さらのように気づいた。

　作戦中に出会った市民の名前など、いちいち聞く必要はないが、協力者となれば別だ。

　少女が苦笑した。

「あたしは、フェリシアよ？　笑うでしょ!?　うちの母さんってば、皇族にあやかって名前を付けたんだって。田舎町の平民なのにね。そのまんまなのも不敬だから、みんなにはフェルって呼ばれてるわ」

　ヴァレイズはうなずいて──ふと気づいた。

　目の前の少女を、まじまじと見つめてしまう。第五皇女フェリシア・スィス・セリア・ドゥ・ベルガリアは、まだ十四歳だ。未成年だった。

　その名前にあやかったということは、少なくとも、それより年下ということになる。

「き、君は……まだ子供じゃないか!?」

「あはは！　変な顔しちゃって！」

　幼さを感じさせる表情で、フェルが笑った。
























　あとがき




『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナⅨ』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。

　今回はレジスのストーリーだけでなく、アルティーナとバスティアンについても追いかけました。少し触れる程度にするつもりだったんですが、思いのほか頁ページ数がかかってしまいましたね。おかげでヴァレイズが顔見せで終わってしまいました。彼のエピソードも含めて、攻城戦は次の巻で終わらせたいと思っているんですが……

　東方に行ったジェロームの話を入れたいので、どうなるかは書いてみないとわからない感じです。次巻もよろしくお願いします。




　青あお峰みね翼つばさ先生と鉤かぎ虫むし先生による『覇剣の皇姫アルティーナ』のコミカライズ一巻が本巻と同時発売となりました。小説とは少し展開を変えたりもしているので、そちらもよろしくお願いします。

『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』（講談社ラノベ文庫）、『放浪勇者は金貨と踊る』（富士見ファンタジア文庫）、『艦隊これくしょん‐艦これ‐瑞ずいの海うみ、鳳ほうの空そら』（角川スニーカー文庫）それぞれ刊行中です。

　７月９日に漫画『駒ひびき』（富士見書房ドラゴンエイジ）三巻刊行予定です。

　７月25日にはＭＦ文庫Ｊより『放課後のゲームフレンド、君のいた季節』という楽しく切ない学園モノを刊行予定です。今までとは雰囲気の違う作風ですが、お手に取っていただければ幸いです。
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